
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 月 ８ 日 （ 第 ３ 号 ） 



 

 目次3－1 

平成２８年第１回豊能町議会定例会会議録目次 

平成２８年３月８日（第３号） 

 

出 席 議 員 ……………………………………………   １ 

議 事 日 程 ……………………………………………   ２ 

開 議 の 宣 告 ……………………………………………   ４ 

 

（ 一 般 質 問 ） 

  緑 豊 ク ラ ブ  竹 谷   勝 ……………………  ４ 

             西 岡 義 克 …………………… １５ 

 

  豊 能 第 一 ク ラ ブ  川 上   勲 …………………… ２６ 

 

  日 本 共 産 党  高 尾 靖 子 …………………… ３６ 

 

  大 阪 維 新 の 会  小 寺 正 人 …………………… ４８ 

             野 村 剛 志 …………………… ６０ 

 

  新 風 会  管 野 英美子 …………………… ７２ 

 

（総括質疑） 

第 ２号議案 豊能町行政不服審査に関する条例制定の件……… ８５ 

第 ３号議案 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備  

       に関する条例制定の件……………………………… ８５ 

第 ４号議案 人事行政の運営等の状況の公表に関する条例  

       及び職員の勤務時間、休日、休暇等に関する  

       条例改正の件…………………………………………  ８５ 

第 ５号議案 豊能町議会の議員その他非常勤の職員の公務  

       災害補償等に関する条例改正の件………………… ８５ 

第 ６号議案 豊能町一般職の職員の給与に関する条例等改  

       正の件…………………………………………………  ８５ 



 

 目次3－2 

第 ７号議案 豊能町国民健康保険税条例改正の件……………… ８５ 

第 ８号議案 平成２７年度豊能町一般会計補正予算の件……… ８５ 

第 ９号議案 平成２７年度豊能町国民健康保険特別会計事 

       業勘定補正予算の件…………………………………  ８５ 

第１０号議案 平成２７年度豊能町後期高齢者医療特別会計  

       補正予算の件…………………………………………  ８５ 

第１１号議案 平成２７年度豊能町介護保険特別会計事業勘  

       定補正予算の件………………………………………  ８５ 

第１２号議案 平成２８年度豊能町一般会計予算の件…………… ８５ 

第１３号議案 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計事  

       業勘定予算の件………………………………………  ８５ 

第１４号議案 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計診 

       療所施設勘定予算の件……………………………… ８５ 

第１５号議案 平成２８年度豊能町後期高齢者医療特別会計  

       予算の件………………………………………………  ８５ 

第１６号議案 平成２８年度豊能町介護保険特別会計事業勘  

       定予算の件……………………………………………  ８５ 

第１７号議案 平成２８年度豊能町下水道事業特別会計予算  

       の件……………………………………………………  ８５ 

第１８号議案 平成２８年度豊能町生活排水処理事業特別会  

       計予算の件……………………………………………  ８５ 

第１９号議案 平成２８年度豊能町水道事業会計予算の件……… ８５ 

第２０号議案 豊能町家庭的保育事業等の設備及び運営に関  

       する基準を定める条例改正の件…………………… ８５ 

第２１号議案 豊能町消防団員等公務災害補償条例改正の件…… ８５ 

 

 

散 会 の 宣 告 ……………………………………………  ９４ 



 

 3－1 

平成２８年第１回豊能町議会定例会会議録（第３号） 

 

年 月 日 平成２８年３月８日（火） 

場 所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １４名 

       １番 野村 剛志      ２番 管野英美子 

       ３番 永谷 幸弘      ４番 橋本 謙司 

       ５番 井川 佳子      ６番 高橋 充德 

       ７番 岩城 重義      ８番 小寺 正人 

       ９番 永並  啓     １０番 竹谷  勝 

      １１番 福岡 邦彬     １２番 高尾 靖子 

      １３番 西岡 義克     １４番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  田中 龍一       

教 育 長  石塚 謙二      総 務 部 長  内田  敬 

生活福祉部長  木田 正裕      建設環境部長  南  正好 

上下水道部長  高  秀雄      教 育 次 長  板倉  忠 

消 防 長  高田 龍二      会 計 管 理 者  今中 泰行 

 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  東浦  進      書 記  杉田 庄司 

書 記  増田  稔 

 



 

 3－2 

議 事 日 程 

平成２８年３月８日（火）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 

日程第 ２ 第 ２号議案 豊能町行政不服審査に関する条例制定の件 

      第 ３号議案 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備 

             に関する条例制定の件 

      第 ４号議案 人事行政の運営等の状況の公表に関する条例 

             及び職員の勤務時間、休日、休暇等に関する 

             条例改正の件 

      第 ５号議案 豊能町議会の議員その他非常勤の職員の公務 

             災害補償等に関する条例改正の件 

      第 ６号議案 豊能町一般職の職員の給与に関する条例等改 

             正の件 

      第 ７号議案 豊能町国民健康保険税条例改正の件 

      第 ８号議案 平成２７年度豊能町一般会計補正予算の件 

      第 ９号議案 平成２７年度豊能町国民健康保険特別会計事 

             業勘定補正予算の件 

      第１０号議案 平成２７年度豊能町後期高齢者医療特別会計 

             補正予算の件 

      第１１号議案 平成２７年度豊能町介護保険特別会計事業勘 

             定補正予算の件 

      第１２号議案 平成２８年度豊能町一般会計予算の件 

      第１３号議案 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計 

             事業勘定予算の件 

      第１４号議案 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計診 

             療所施設勘定予算の件 

      第１５号議案 平成２８年度豊能町後期高齢者医療特別会計 

             予算の件 

      第１６号議案 平成２８年度豊能町介護保険特別会計事業勘 

             定予算の件 

      第１７号議案 平成２８年度豊能町下水道事業特別会計予算 



 

 3－3 

             の件 

      第１８号議案 平成２８年度豊能町生活排水処理事業特別会 

             計予算の件 

      第１９号議案 平成２８年度豊能町水道事業会計予算の件 

      第２０号議案 豊能町家庭的保育事業等の設備及び運営に関 

             する基準を定める条例改正の件 

      第２１号議案 豊能町消防団員等公務災害補償条例改正の件 

 



 

 3－4 

開議 午前９時３０分 

 

○議長（岩城重義君） 

  皆さん、おはようございます。 

  早速、進めてまいります。 

  ただいまの出席議員は、１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これよ

り本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  昨日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は質問者席に登壇して、質問を行

ってください。 

  緑豊クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

００分といたします。 

  竹谷勝議員を指名いたします。 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  皆さん、おはようございます。 

  １０番・竹谷勝でございます。 

  通告にしたがって、一般質問を進めてま

いります。 

  先般２月２６日に、平成２７年１０月に

実施された国勢調査の速報値が公表されま

した。日本の総人口は１億2,７１１万人で

前回から９４万7,０００人が減少しました。

率にして0.７％です。いよいよ日本も国と

して人口減少の時代に入ってきたなという

感がします。この現象の９４万7,０００を

都道府県で見ますと、和歌山県が人口９６

万くらい。約一つの県が消滅したというぐ

らいの人口減少になっています。日本はこ

れまでずっと人口増という形で来たんです

けども、いよいよ人口に関しては厳しい時

代になってくると、その影響が経済等々含

めてはかり知れない影響が出てくるんでは

ないかと私は危惧しております。ちなみに、

大阪府でも２万6,０００人余りが減少をき

たしております。率にして0.３パーセント

の減です。特に、関西地方の地方の減少率

が非常に高いというような報道がされてお

りました。我がまち豊能町におきましても

数値は私はまだ把握しておりませんけども、

それ相応に減少しているんじゃないかなと

思っております。そういったことでこれか

ら、しっかりと地方創生、あるいは一億総

活躍社会を築いていく必要があるのではな

いかなと思っております。 

  それでは、田中町長にとりまして早いも

ので今回で４回目となる平成２８年度町政

運営方針を先般聞かせていただきました。 

  毎回同じような内容の冒頭でございます

が、方針の冒頭にも述べられていますよう

に、豊能町の財政状況は自主財源である町

税の減収で、地方交付税など依存財源に頼

らざるを得ない財政構造となっており、今

後の財政運営は極めて厳しくなってまいり

ます。 

  ちなみに、過去を振り返ってみますと随

分前になりますが、平成９年の町税は約３

４億円ありました。ちなみに、人口は、当

時は２万6,５００人ぐらい。その年をピー

クに徐々に減少が続き、近年は約２０億円

前後と大幅に減少し、平成２８年度当初予

算では１８億3,２００万円が計上されてお

ります。 

  これまで歴代の町長さんもいろいろと努

力をされてきましたが、なかなか減少の止

まらない状況が続いております。そこで、

平成２８年度町政運営方針から町税につい

て通告の４点について質問をいたします。 

  まず１番目、町政運営方針の冒頭にも述

べられていますように本町の主な自主財源

である町税の減収が続いております。その

主な原因について伺います。よろしくお願

いします。 
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○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  町税の減収でございますけども、これは

何回も申し上げてきたとおり、その原因は、

個人の町民税の減、それから固定資産税の

減、この２点によるものが大きいというよ

うな状況でございます。 

  個人の町民税につきましては、最近５年

間で見ましても毎年4,０００万円から6,０

００万円、多い年8,０００万円近く減収を

していると。固定資産税につきましても、1,

０００万円前後、多い年では5,０００万円

も減収したというような年度もございまし

た。 

  この主な要因につきましては、個人の町

民税はやはり高齢化と人口減少でございま

して、それに伴いまして所得割の納税者が

減っている、要するに若い方が減っている、

というようなことであろうというふうに思

います。それから、所得そのものも低下し

てきているということも要因であろうとい

うふうに思っております。 

  固定資産税につきましては、これは地価

の下落、これ以外ないというふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  本町は法人税が全く期待できない。個人

住民税あるいは固定資産税が大きな柱にな

っているといいますので、この先人口が減

少してきますと非常に影響があると、また

高齢化による影響というのは想定がされる

と思いますが、こういう状況を踏まえてそ

れでは今後どうしていくのか、高齢化や人

口減少の影響で町税収入の減少が避けられ

ないという状況だと私は考えております。

今後、町として将来的な対応策をどのよう

に考えておられるのか。その点について、

伺いをいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  やはり先ほども申し上げたとおり若い方

が減っているということでございますので、

そういう労働者人口といいますか、若い世

代これらの方に豊能町にとどまっていただ

く、また転入していただくということが必

要であろうというふうに思っておりますが、

人口ビジョンでもお示しをいたしておりま

すけども、さまざまな対策をとってもそれ

でも人口は減っていくというような推計が

なされておりますこともありますけれど、

やはり今は、豊能町まち・ひと・しごと総

合戦略を策定いたしまして、今後５か年の

計画ではございますけども、その５か年に

集中的に対策をとっていくというようなこ

とといたしたいというふうに思っておりま

す。 

  また、重点的に取り組みます項目につい

ては、別途アクションプランというような

ものも策定いたしまして、そのアクション

プランに基いて細かく丁寧に対策を練り、

住宅の施策でありますとか、子育ての施策、

観光の施策などそれぞれとってまいりたい

というふうに考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  総合戦略についてはまた後ほど通告をし

ておりますので、その辺についてはそのと

きに質問をしてまいりたいと思います。 

  数年前から財政健全化プランを立てて推

進をしているわけなんですけども、まず確
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実にできるというのはこの財政再建プラン

を着実に進めていくということが、まず重

要になってくると思います。これを推進す

るためにはトップである田中町長のリーダ

ーシップが非常に求められるわけでござい

ます。そういった観点からこれを推進する

と、絶対推進するんだ、という考え方をお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  竹谷議員がおっしゃったようにこれから

進めていくにあたりましては、まずは財政

ということもきっちりとしていかなければ

ならない。その中でこの５か年で税制健全

化推進プランというものも立ち上げ、今実

施しているところでございます。これにつ

きましても町民の皆様には若干これにより

まして、町民の皆様に少し御負担とかある

分もあろうかと思いますけれど、御理解い

ただきまして、財政の健全化に向けて邁進

してまいりますので、どうぞよろしく御協

力のほどお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  我々現在、今生きている人間なんですけ

ども、やはりまちというのは今後永遠に続

くものであると思ってます。そういう中で、

やはり次の世代にこういった財政状況を送

っていくというのは、我々今生きる人間に

とっては絶対避けるべき、我々が責任をも

って対応していくことが一番大事だと思い

ます。そういう観点からいきますと、この

財政再建プランというのは町が現在の財政

をにらんでそれを維持するためにこのプラ

ンを立てているわけです。これは絶対に進

めていくという決意がまず必要です。書き

ました。あとは議会の判断に任せます。そ

れでは私はだめだと思います。やはり町の

トップ、リーダーとしてはそこは何が何で

もさっき言われましたように、負担をお願

いすることがあるかもしれません。身を切

る改革せなあかんかもわかりません。それ

は町長の責任でやはりまとめられるように

そういう決意で臨んでいただきたいと思い

ますけれど、そのことについてお聞かせを

願います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  御指摘のとおり、後年に負担を残さない

ような形でこれはきっちりとやっていきた

いと、まさにこのプランを立てたからには

このプランに乗っ取ってしっかりと財政の

健全化に向けて邁進していきたいと思いま

す。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  今後に期待をしたいと思います。 

  次に、先ほども言いましたように豊能町

は個人住民税あるいは固定資産税にほとん

どが依存しているわけなんですけども、間

もなく新名神高速道路の開通が近づいてま

いりました。本町の近くにもインターチェ

ンジが設置されることが決まって、工事も

進んでおります。この際、企業誘致による

法人税の増収、あるいはそれにまつわる雇

用の確保等々も必要になってくると思うん

ですけども、そういった取り組みについて

どのように考えられておりますか。お聞か

せいただきます。 
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○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  新名神高速道路が開通すると、インター

チェンジも真横にできると、いうようなこ

とでございます。その高速道路を活用して

ということにターゲットを絞って考えます

と、やはり位置関係から見ましても物流の

拠点というものが一番この地にはふさわし

いのかなというふうには思っております。

ただ、その物流の拠点といいますと広大な

面積・土地が必要であるというようなこと

も一方でございまして、そういう土地を用

意できるのか、準備できるのかというとこ

ろが一番のネックになってくるというふう

に思っておりますが、豊能町の土地、山と

田んぼが大体でございまして、山となりま

すとそれを切り崩して造成をしなければな

らない。田んぼということになりますと、

農地法等の規制もあってなかなか開発でき

ない、というようなこともございますので、

そういう整備については、まずは規制の撤

廃といいますか、緩和というか、そういう

手続がまずは必要ということでございます

のでそれら権限移譲されて豊能町が権限を

持っているものもございますけれど、大阪

府等にもそういう規制の緩和等は求めてま

いりたいというふうな考えをもっておりま

す。 

  一方で、その高速道路とは別個に考えま

すと、市街化調整区域での開発というよう

なことも考えられますけども、そうすると

主に国道沿い等便利な土地では地区計画と

いう制度がございますので、地区計画を活

用するでありますとか、あとは地域再生法

というような法律もございまして、そうい

うものがあれば、地区計画と同等にそれと

みなして開発ができるという方法もござい

ますので、あらゆる方法を活用してそうい

う可能性を検討してまいりたいというふう

に思っております。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  開通は間近に迫ってきてます。当然、今

あったように、着々と準備が進んでいるの

かなと思いながら期待もしてたんですけど、

聞くところによるとこの近隣の町で大きな

物流拠点ができるような話も聞いておりま

す。そこはどういうアプローチをされたの

か知りませんけれど、やはりいろんなネッ

トワークを使ってもう前からわかっている

ことなんで、そこは早目にきっちりとアク

ションを取っていくということが重要じゃ

ないかなと思っております。まだ１年少し

ありますけども、残された期間短いと思い

ますけども、その以降も含めて積極的にそ

ういった取り組みをしていっていただきた

いと思いますけども、田中町長の御見解を

お願いしたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員御指摘のとおり、この新名神開通と

いうことは、非常に本町にとっても大きな

話というのは、十分認識しておりまして、

企業の誘致、こういったことについても非

常に大切だということは認識しております。

地区計画等整えながら、また企業誘致につ

いても積極的に進めてまいりたいと思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 
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  なかなか難しいみたいなんですけども、

ちょっと事例を紹介をしてみたいと思いま

す。 

  島根県の海士町を、町長御存じですか。 

  海士町というのは、日本海、本土から６

０キロくらい離れている島、隠岐諸島の一

つ、中ノ島というところが海士町というま

ちです。そこの町長さんが有名な方で、全

国から視察に来られている町なんですけれ

ど、2,４００人ぐらいの小さな町。境港あ

たりからフェリーで２時間半から３時間か

かるというような小さな町。そこの町長が

就任をして、自分ところの町の財政をシミ

ュレーションしたら、数年後には財政破綻

をするというシミュレーションが出たらし

いです。町長は何をしたかといいますと、

まず「身を切る改革」、最近身を切る改革、

大阪でも言われていますけども、私はその

町長が発端じゃないかと思っておりますけ

ども、身を切る改革が必要だと。何をされ

たかというと、「自分の報酬を５０パーセ

ント削減します」と宣言されたわけです。

５０パーセントです。すると職員も議員も

私たちも「削減します」ということで、給

料の削減。ちなみに、議員は４０パーセン

ト削減、職員は１６パーセントから３２パ

ーセントぐらい削減をされました。そこか

らが改革のスタートが始まってます。そこ

の町は2,４００人の小さな町ですけれど、

Ｉターンで来た人が１割ぐらいはいてるら

しいです。そこの産業というのは、漁業が

主です。漁師が魚を取って境港あたりに卸

すと、そういうパターンの産業しかなかっ

たわけです。 

  ところが、その町長さんはそこを変えら

れました。第三セクターをつくって、鮮度

のいい魚を東京の都心に送るために１億円

ほどかけてそういう鮮度が落ちない冷凍施

設を１億円ほど出して、建屋入れたら５億

円ぐらいかかったらしいけれど、それをし

て、海士町でとれた魚はそこで鮮度を保っ

てそのまま東京の方に出荷をするというよ

うな。あるいは独自産業、今豊能町もやろ

うとしてますが、独自産業化を進めた。魚

を加工して隠岐のブランドをつけて、これ

も都心のほうに。ただ隠岐のその海士町に

はそういう技術者がおられない。いうこと

で、全国にそういう技術者を、Ｉターンを

含めて募集をされたんです。そしたら、２

０代から４０代ぐらいの若い、一流企業を

辞めた人とか、一流大学を出た人がそうい

うプロジェクトに参加をしてきて、そうい

う海士町ブランドの海藻とか魚のブランド

ができ上がって、本土のほうに持っていく、

ということで収益を上げている。それにつ

れてＩターンが増えている。 

  もう一点は、教育問題なんです。高校、

島前高校というのがあるらしいですけど、

島根県立の、多分御存じやと思います。高

校なのでうちは余りないと思いますけれど、

高校もそういうことでどんどんどんどん人

口が減ってきて、少人数学級になってどう

しようもないと。統廃合というところまで

いったらしいですけども、そこでそのトッ

プの考えもあって、要は学習の内容を変え

るというか、地域担い手養成コースという

ようなものを作って、もう一つは難関大学

目指すコース、そういうことで改革された

ら、今、本土からすごい留学生があって定

員オーバーで断らないといけない状態が続

いているようですわ。ある程度補助もして

いるんですけれども、そういう改革をして、

隠岐へ行って３年間勉強しようということ

で子どもがふえてきてると。 

  そういう改革をして、非常に住民の皆様

もそういうことで魚が今までよりももっと

高く買ってもらえるということで町がどん

どん活性化をしていっている、というよう
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な事例もあります。それは何がそうしたか

というのは、山内町長さんのリーダーシッ

プです。率先垂範のリーダーシップです。

トップはそういう決意と使命感を持ってや

る必要があると思うんです。これをどう思

われますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  海士町の話、私も存じ上げております。 

  リーダーシップ、非常に大事なことだと

思っております。私自身も海士町の町長ま

ではいってないですけれど、一定削減しな

がら、給料も削減をしながら、また財政健

全化推進プランの中では、職員の人数を削

減していっているということで計画的に進

めているということでございます。 

  ブランド化につきましても、非常に大切

なことだというのは十分認識しておりまし

て、豊能町では今キヌヒカリを使った「右

近」というお酒をつくったりとか、もしく

は豊能町産のヤーコン、これを活用してサ

プリメント、そういったものを大学と連携

しながらも進めていきたいというふうにや

っておりまして、そういったことも今進め

ているところでございます。ただおっしゃ

っているとおり、リーダーシップというの

は非常に大事だというのは重々認識してお

りますので、こういったことを引き続きリ

ーダーシップを取りながら進めてまいりた

いと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  そこの町は、町長は社長だと、部長ある

いは取締役だ。住民は株主だという位置づ

けで改革に取り組んでいるということらし

いので、そんな事例は全国にたくさんある

と思いますけれど、またいろいろ勉強して

いただいて、この町がよくなるように頑張

っていただきたいと思います。 

  それでは、次に豊能町まち・ひと・しご

と創生総合戦略について４点の質問をしま

す。 

  まず１点目。豊能町まち・ひと・しごと

創生総合戦略の策定に御尽力をいただいた

審議会の皆さん、あるいは分科会の皆さん

に敬意と感謝を申し上げたいと思います。 

  まず、そういった形でつくっていただい

た戦略について、今後の推進計画について

お伺いをいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  総合戦略の推進のやり方というような御

質問かというふうに思いますけども、総合

戦略につきましては数値目標、ＫＰＩと呼

んでおりますが、そういうものがございま

すので、ＫＰＩに基づく進捗管理をまずや

っていくということを基本に考えてござい

ます。 

  また重点化するものについては、先ほど

も申し上げましたが、アクションプランを

別途つくりまして、そのアクションプラン

についてもＫＰＩを定め進捗管理をやって

いくということを考えてございますし、あ

わせましてアクションプランの中にも書い

てございますが、地域による総合戦略の推

進という項目がございますが、やはり住民

の方々、地域自らでそういうビジョンを持

っていただいて、実勢を尊重してＰＤＣＡ

も含めたそういう進捗管理を住民の皆様、

地域の方々にもやっていただく、というよ

うなこともして行政と地域の方々が連携を
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して推進をしていくということが最も大事

ではないかというふうなことを考えており

まして、住民の方への説明、住民の方への

浸透、そういうものもあわせて図っていき

たいというふうに思っております。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  この計画は、多分、コンサルで骨子をつ

くっていただいて、審議会・分科会で内容

を詰めていただいて、さらにパブリックコ

メントを経てでき上がったものだと私は理

解をしてますけれど、個人的にはもっとこ

ういうこともしたらどうかなということも

あると思うんですけど、やはりこういう手

順を踏まれてされたものですので、私はこ

れを尊重していきたいと思いますのでこれ

を必ずやるという方向で取り組んでいって

いただきたいと思いますけども。 

  次に、２点目ですけども、先般資料もも

らったんですけども、具体的な戦略プラ

ン・アクションプランについては具体的な

内容が今後出てくると思うんですけれども、

それと国の交付金との関係についてお伺い

をしたい。地方創生加速化交付金というの

が、昨年度の補正予算で申請をしていただ

いているみたいですけども、このアクショ

ンプランについての国の交付金との関係に

ついてもお願いをしたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  アクションプランにつきましては４本の

柱でございますけども、地域ぐるみの定住

促進、２点目が農×観光戦略の推進、３点

目が集いの場づくり、４点目が地域による

戦略推進、この４本でプランを策定をした

いというふうに思っております。 

  そのプラン４本のうち、地域ぐるみの定

住促進と、農×観光戦略の推進この２本に

つきましては、今議員のおっしゃった加速

化交付金、これは平成２７年度の国の補正

予算でございますが、それを充ててやりた

いということで現在交付金の申請中でござ

います。国の審査を経まして、今月中には

その回答をいただけるものというふうに考

えてございます。 

  残りの２本につきましては、平成２８年

度の補正予算も視野に入れて考えたいと思

っておりますが、その新しい新型交付金と

呼ばれているものにつきましては、これま

で事業に対する補助率が１００パーセント

であったものが、２８年度以降は２分の１、

５０パーセント補助になるというそういう

違いがございます。 

  また、総合戦略をつくっただけでは交付

金の対象にはならずに、地域再生計画に基

づく計画もあわせてつくらなければ交付金

はもらえないと、しかもその地域再生計画

が国が定めた先駆的な事業であるとか、魅

力的な事業であるというふうに認められな

ければ交付金はいただけないというような

仕組みというふうに変わってございますの

で、それら交付金に沿うような形の事業計

画を立てて最大限交付金を活用してまいり

たいというふうに思っております。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  この交付金というのは先ほど具体的なア

クションプランで４件答弁があって、２点

は加速化交付金、あとの２点が新型交付金

で２分の１の補助ということだったんです

けども、これは、このアクションプランの

方向性はこういうことですけども具体的な

アクションプランというのはどの時点でで

きてきて、それが出てきて交付申請になる



 

 3－11 

んか、この方向性を示されたこの内容で申

請ができるのかその辺はどうなってるか伺

いたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  基本的にアクションプランは、ローリン

グしていくものというふうに考えてござい

まして、このあたりアクションプランをつ

くるに際して、アンケートもさしていただ

きましたけれどもそういうきめ細やかなニ

ーズといいますか、そういうものも毎年度

把握をしていってローリングをしたいと、

一遍決めたからもうそのアクションプラン

で５年間やっていくというようなことでは

ないだろうなというふうに思っております。 

  アクションプランには当然、具体的な事

業もあげるわけでございますけども、国の

交付金の仕組みが２事業まで、事業２つま

でということで決まっておりまして今回も

豊能町の事業たくさんあるものを２つにぎ

ゅっと凝縮して、この事業とこの事業とい

うふうにしているものでございます。 

  ２８年度につきましても、これとこれと

いうふうに２つにいろんな事業、ごちゃま

ぜて言うたら悪いですけども、国の総合戦

略に沿うようなものに仕上げて申請をして

いくということとしております。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  それでは、これから進めていく上でよく

言われるＰＤＣＡをしっかり回していくと

いうことが非常に大事だと思うんですけど

も、ＰＤＣＡを活用し確実に成果をあげて

いくことが重要になりますが、行政のその

ＰＤＣＡについての認識というんか考え方

をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ＰＤＣＡにつきましては町内の組織、職

員だけでやるという方法もございますが、

このたびのまち・ひと・しごと総合戦略と

アクションプランにつきましては、外部の

目からということで今現在、審議会を持っ

ておりますけどもその審議会の方々の一部

の方々に残っていただいて引き続き審議会

を開催していきたいというふうに思ってお

ります。審議会の外部の目でＰＤＣＡをや

っていただくと、ＫＰＩについても厳しく

進捗管理をしていただくというようなこと

で、そういうことをもとにまた柔軟に事業

の改善を同時にやっていくということを行

っていきたいというふうに思っております。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  いろんな意見もあるんですけども、これ

の最後に豊能町の未来のためにこの計画を

不退転の決意で練っていただくことを期待

しますがその決意のほどを田中町長、お聞

かせください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まさに、この豊能町にとって、ラストチ

ャンスというのは私も認識しておりまして

今回の総合戦略、これは本当に不退転の決

意で実施していきたいと思います。 

  これに当たりましては、やはり、行政、

地域の住民の方、事業者の方々の御協力も

いただきながらきっちりとやっていきたい
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と思います。それに当たりましては私ども

もこれが最後のチャンスというふうに認識

しておりますので頑張ってまいりますので

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  最後のチャンス、その決意で取り組んで

いただくことを期待をいたします。 

  次に、大阪広域水道企業団への統合構想

について、４点について質問をいたします。 

  豊能町水道事業の企業団への統合構想が

検討をされております。先般、町政運営方

針の中でも示されています。この進捗状況

についてお伺いをいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  進捗状況でございますけれども、平成２

７年の１２月議会の全員協議会におきまし

て、今後の豊能町の水道事業の方向性とい

うことで、豊能町水道事業と大阪広域水道

企業団との統合協議につきまして、具体的

な検討や協議を早急に進めてまいりますと

いうような方向を説明させていただきまし

た。その後、進捗につきましては平成２８

年１月２７日付で大阪広域水道企業団から、

大阪広域水道企業団との統合に関するアン

ケート調査がございました。その回答につ

きましては、２月４日付で町といたしまし

て、アンケートの選択肢の一つであります

最も統合時期の早い回答となる、早期に水

道企業団との統合を希望するという回答を

させていただきました。 

  さきの全員協議会で統合の希望団体が６

団体とお話をさせていただきましたけども、

先日企業団から再度、連絡がございまして

１団体ふえたということで、７団体で今後

統合協議の検討を進めていくというような

進捗でございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  順調に進むとすれば、統合の時期はいつ

ごろになるのか、それと企業団への統合が

実現すれば豊能町にとってどのような効果、

メリットが期待できるのか、また、本町の

水道料金への影響があるのか伺います。２

つをまとめていうことでお願いしたいと思

います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  統合協議の時期でございますけども、ま

ず、平成２８年４月２５日に統合に向けて

の覚書を締結するということで、昨日です

けども連絡がございました。それも先ほど

申しました７団体の調整が済み、４月２５

日に覚書を締結するということになります。

その後、順調に協議が進みますと平成２９

年度末には統合にかかる協定書の締結を行

います。その後、平成３０年度には事業認

可の取得や条例、予算、人事の調整などを

行います。その後、平成３１年４月より事

業開始となるような予定でございます。 

  また、水道料金の影響、住民への影響で

ございますけども、大阪広域水道企業団と

統合した場合、大きく分類して３つの効果

が期待できるというふうに考えております。 

  １つ目は、統合によります交付金でござ

いますけども、３分の１の事業費の交付金

が支給されます。それと、企業団のほうに

も運営基盤強化事業交付金というのが３分

の１上限で交付されます。その３分の１を、

豊能町の統合に関する事業に使えるという
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ような方向で今協議を進められております

ので、最大では３分の２の交付金が豊能町

の事業に使えるということで、それが大き

なメリットだというように思います。 

  ２つ目としましては、職員の関係になり

ますけども技術職員、技能職員の減少が進

んできております。高齢化も進んできてお

りまして、事業継承が困難な状況になりつ

つあるというようなことで企業団と統合し

た場合、組織力マンパワーそれの活用がで

きる、また技術力としましては豊能町に不

足しております電気、設備、科学、あと建

築関係の職員もたくさん企業団におられま

すので、そこの技術を使わせていただくと、

応援していただくということでそれもメリ

ットではないかなというふうに思います。 

  ３つ目には、会計システム、また集中監

視システムなどがございますけども、そう

いうもの、また総務部門など一括化するこ

とによって効率化が図れるということも１

つのメリットじゃないかなというように思

います。 

  その３点が大きなメリットになってくる

んじゃないかなというふうに思います。 

  先ほど申しましたように、交付金の３分

の２が上限で使えるということで、事業を

した場合料金にはね返ってくるというよう

な状況がございますけども、３分の１から

３分の２に補助金がふえるということで料

金改定の幅が抑制される、もしくは先延ば

しできるというようなことが、住民の方々

には大きなメリットになるんではないかな

というふうに考えております。以上でござ

います。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  水道料金はですね、大阪府下でもトップ

クラス、近隣の一番安い市と比較すると１．

９倍くらい高いというふうに聞いておりま

すんで、できるだけこういう統合、効率化

していくことはいいことだと思いますので、

積極的に統合に向けて取り組んでいってい

ただきたいと思います。 

  次に、教育子育て支援について質問いた

します。 

  昨年７月１日、乳幼児医療費の助成年齢

を１８歳まで引き上げる制度改正がありま

した。この実施状況とその効果について伺

いたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  乳幼児医療を１８歳まで拡大した昨年７

月から昨年の１２月までの６カ月の実績が

そろっております。数字で申し上げますと、

医療証の交付でございますが子ども全体数2,

２５７人のうち、医療証を交付しましたの

は1,６４６人でした。そして、この６か月

間の一人当たりの助成額でございますが就

学前で9,８２３円、小学生では9,１３４円、

中学生では4,８６７円、高校生では5,８９

５円ということで受診にはそのときの変動

が多うございますけれども、またインフル

エンザ等の冬の季節変動もあるかと思いま

すが、まずは７月から１２月までの実績は

そのようなことで６カ月ということでござ

いますので、その倍を見当として１年の助

成額がだいたい概算でわかっていただける

のではないかと思います。以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  今６カ月の実態ですけども、そんなに大

きく豊能町の体制を揺るがすような事態に

はならないんじゃないかなと思いますんで、
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今後もさらに子育て支援の拡充に努めてい

ただきたいと思います。 

  時間がないので次に教育について、昨年

新教育長及び、総合教育会議といいますか

教育委員会制度がかわりました。制度移行

後の状況について順調に進んでいるのか伺

いたいと思います。 

  時間ありませんので簡潔にお願いしたい

と思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  お答えします。 

  新教育委員会制度になったところのメリ

ットなんですけども、やはり教育長の責任

体制が明確になったというところで迅速な

情報提供や会議の招集等、情報の提供それ

から総合教育会議を開いていただくことで

町部局との連携というのが進んでおります。

以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  きのうも質問がありましたように、いろ

んな問題が発生したときに迅速に対応がで

きるように今後も取り組んでいっていただ

きたいと思います。 

  時間がありません。次にいかしていただ

きます。 

  最後に長年、豊能町の安心安全のために

御尽力をいただいてきました、消防署の職

員の皆さんには厚く感謝を申し上げる次第

でございます。いよいよこの４月１日から

新しい場所といいますか、箕面市に事務委

託というかたちでかわることになります。 

  こういったことに関しまして、新たなス

タートに当たり消防長の決意と抱負を伺い

たいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  高田消防長。 

○消防長（高田龍二君） 

  新たなスタートに当たり、消防長の決意

と抱負はということを御質問いただきまし

た。 

  私がこれまで思ってきましたことを少し

先に述べさせていただきたいと思います。

本町の消防業務は昭和４９年、東能勢村消

防常備部に始まりまして、平成３年の消防

本部設立をへて今日に至っております。 

  この間、議員の皆様方をはじめ、関係者

の皆様の御支援と、消防行政に携わってこ

られた諸先輩の方々の御功績によりまして、

現代の消防本部にまで発展してきたことは、

本当にありがたくお礼を申し上げたいと思

っております。 

  このたび広域行政として、箕面市に消防

事務を委託するに至りまして、私が消防長

として本町の消防行政を担わせていただい

て感じてきましたことは、近年消防を取り

巻く環境が大きく変化してきていることか

ら、消防の使命を十分に果たすことは、小

規模な消防本部では近いうちには限界がく

るというふうに思っておりました。そして、

広域化は必要であるというふうに考えてお

ったところでございます。 

  一方、４２年間の長きにわたる本町単独

での消防業務を終えることに寂しい思いを

持ち、複雑な心境であることは否めないも

のでございます。 

  しかし、そんなことを言っているわけで

はございませんで、今回の事務委託は本町

と箕面市の思いが合致したことで実現した

ものでございます。その意思を大切にし、

新たな気持ちでしっかりと新体制のもと住

民サービスの向上に取り組んでまいる所存

でございます。 
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  また、全職員にありましても今回の委託

をきっかけに意識の改革をして、これまで

以上に住民から信頼される消防職員を目指

す覚悟であり、どの部署に配属されまして

もこれまで以上に住民の生命、財産を守る

という消防の使命をしっかりと持って職務

に専念してくれるものと思っております。 

  これまで私個人といたしましては、あと

１年という勤続年数になりますが、これま

で頑張ってきてくれた職員をしっかりと支

え、見守っていき、今回の広域行政の取り

組みが本当によかったといってもらえるよ

うに新しい組織体制の強化に努めてまいり

たいと思っておりますので、皆様方の変わ

らぬ御支援よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  最後に力強いお言葉をいただきまして、

ありがとうございました。これからも、住

民の安心・安全のためにぜひ一致団結して

頑張っていただくことを期待いたしまして

私の質問を終わります。 

  ありがとうございました。 

○議長（岩城重義君） 

  次に、西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ただいま議長より御指名をいただきまし

た西岡でございます。緑豊クラブでござい

ます。 

  御指名をいただきましたので、これより

一般質問をさせていただきたいと思います。 

  今回の３月議会は、竹谷議員からもあり

ましたように、豊能町のリーダーとしての

田中町長が、住民に対して熱い思いを語る

晴れ舞台であります。同時に、平成２８年

度の予算に裏づけされた町政運営方針を自

信をもってですね、住民に公表する年頭の

議会でもあります。 

  さて、百年の計は、十年の計にあり、十

年の計は一年の十項にあると言われており

ます。そして、一年の十項は荀子のいわく、

「着眼大局・着手小局」ということであり

ます。つまり、長期の展望にたって短期の

実践をするということでありまして、小さ

な結果の積み重ねということであります。 

  本来なら、一年の計を審議する予算議会

でもありますので、竹谷議員のように大所

高所からの質問と思ったんですけれども、

聞いておりまして、積極的な、前向きな対

応の答弁が残念ながら余りなかった。相変

わらず儀礼的と申しますか、そういう答弁

に終始しているような気がしまして、きの

うからの答弁にしてもかみ合わないという

か、そういう質疑応答に終始しており、的

確な答弁も期待できないような気がいたし

ております。 

  傍聴さんのほうも「またか」というよう

な声が聞こえてくるような気がいたしてお

るわけでありますが、そこでわかりやすい

ごくごく小局のですね、ちっちゃなちっち

ゃな質問で明快な答弁がいただけたらなと

期待いたしておりますがどうかなと思って

おります。たとえちっちゃなですね、質問

でも重要なこともあるわけであります。小

にして大ということもありますし、以前に

も言いましたけども、シンプルイズベスト

ということもあります。小さくても大きな

人間もいます。私とは言いませんが。 

  また、「小信をゆるがせにせず」とつま

り、小さな信用を粗末にしないという言葉

もあります。私にとってはちっちゃいとい

うのは禁句でありまして、しかし、大きな

信用なんて最初からないわけであります。

つまり、大きな信用というのは小さな信用

の積み重ねということであります。 
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  そこで、昨日の答弁で唯一明快な答弁が

あり、結果、私の議員生命もなんとかつな

がりそうな気がしますので、確実な確認の

意味もかねて、まず、交通施策についてお

伺いします。 

  まず、１点、北大阪ネオポリス線につい

てでありますが、茨木・箕面、大阪府近畿

運輸局との調整も済み、この春には北大阪

ネオポリス線が供用になるというような答

弁がありましたけども間違いありませんか、

確認いたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  北大阪ネオポリス線の件につきましては、

昨日もお答えをいたしましたけども現在の

進捗状況を申し上げますと、阪急バスにお

きまして、バスの改正にあわせましてネオ

ポリス線については、朝夕のラッシュ時の

一部の複数の便をグリーンロード経由トン

ネル便ということにするということで、関

係する市との調整もほぼ済んでいる段階と

聞いておりますし、また近畿運輸局、大阪

運輸支局ですけどもそちらとの調整もほぼ

済んでいるというふうにお聞きしておりま

して、阪急バスにおかれては、年度内に認

可の申請をなさるというふうに聞いており

ますので、今春、何月とは申し上げられま

せんけども、今春にはトンネル便が実現す

るというふうに考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  同時に、なんか朝夕のラッシュ時にそれ

ぞれ４ないし５便走るということを聞きま

した。また、走行に関しては、朝は希望ヶ

丘から千中へトンネル経由、帰りはその便

が既存の山間経由で帰ってくると。夕方は

逆に、千中から希望ヶ丘へはトンネル経由

できて、希望ヶ丘から千中へは既存の山間

経由で走るということですがこれも間違い

ないですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  きのう申し上げたとおり、今議員もおっ

しゃったとおりそのとおりでございます。

そういう計画と聞いております。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  それでは次にですね、リレー便について

ちょっとお伺いしたいと思うんですけども、

リレー便は昨年の６月議会の答弁では、西

地区の将来の幹線路線バスのときわ台から

千中への直行便が走るまでの暫定的代替便

であるということですが、今、今回の予算

でも1,０００万の補助の箕面森町線で、箕

面森町で乗りかえたら、千里中央にも池田

にもいけるのに、なぜ今急いで1,６９０万

円の補助をしてまでリレー便を走らせるの

か。西地区は池田へも大阪へも能勢電で安

くて早く行く便があるわけであります。 

  この前質問したときに、それは今後、交

通会議の分科会に諮るという答弁がありま

したんですけども、その結果はどうなった

んですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  リレー便につきましては、これまでから

御指摘も頂戴しておりますので、その利便

性の見直し等につきましては、現在の利用

状況とか運行形態、これらを見まして、豊

能町地域公共交通会議、ここにお諮りをし
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て御意見をお聞きしたいいうふうに申し上

げておりました。まだ開けておりませんけ

ども、年度内に開くように準備を進めてる

ところでございます。ひょっとしたら年度

を超えるかもわかりませんが、今のところ

年度内に開くようにということで準備を進

めております。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ぜひ早急に、年度内に開催するように極

力努力をしていただきたいと思います。 

  これは結果的にそのリレー便よりは東西

バスのほうがずっと利便性が高いし、町の

将来的に考えても住民の定着性ということ

から考えても、同じ1,６９０万使うんだっ

たら、こっちのほうがずっといいやないと、

誰もがそう思う便でありますからその辺を

踏まえて交通会議の分科会には諮っていた

だきたいなと思います。確認しておきます、

どうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  東西バスでございますけども、東西バス

も福祉の観点が必要ということでございま

すけども、これもやっぱり地域公共交通の

１つであるというふうに考えてございまし

て、地域公共交通基本構想の中で考えると。

審議いただくのは地域公共交通会議の中で

審議いただくというふうに考えております

ので、そのような視点で進めてまいります。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  もちろん交通政策の一環でありますけど

も、多分に福祉的な要素が強いと。地域公

共交通の基本構想は、目的としてまちづく

り、いわゆる豊能町の「第４次総合計画と

の一体性」これを目的としております。つ

まり、第４次総合計画の人口増施策と地域

公共交通の基本構想の高齢者対策との整合

性を図らなければならないと思っておりま

す。そういう点では、今後、交通施策であ

るけども、同時にいわゆる高齢化施策を含

めた中でしめていただきたいと思うんです

けども。その辺をきっちり行政が交通会議

の中に進言してかなあかんと思うんですけ

ども、どうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  地域公共交通基本構想は原則として、お

年寄りに優しいということもうたっており

ますが、そういう視点は失わずに今後とも

会議を続けてまいるということでございま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  同時に、地域公共交通の重要なところは

豊能町の人口増の施策として、いわゆるイ

ンフラ的な要素がある。この交通施策をき

ちっとしなければ町の発展はない。町の発

展に対するインフラだというような視点か

らしますと、やっぱりこれは金をかけて地

方交付税を使ってでも、地方交付税が入っ

て基金の中に設定されてる分がたくさんあ

ると。活用が可能なんですね。そういう財

源を使って、小規模人口自治体だからこそ

地方交付税があると。今、竹谷議員のほう

からも地方交付税の減があると。同時に、

自主財源がなくなっていくという観点があ

るんですけど、やはり地方交付税は人口増

施策のためのインフラ整備として使うべき

であると思うんですけども、町長いかがで
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すか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  交通の問題というのは、非常に本町にと

っても大切な問題というのは十分理解して

いるところでございます。今回もこういっ

た形で今進めているところでございまして、

インフラ整備等につきましても必要なもの

でございましたら考えてまいりたいと思っ

ております。今後、計画等立てております

のでその計画にそった形で実現化に向けて

検討してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  一般的に、インフラ整備というか道路と

か港湾とかいろんなこといいますけど私の

言ってるインフラってのは、インフラスト

レーションということで、要するにあるこ

とをするためにその基本的なことを解決し

とかんとできないという意味のインフラで

ありますから、先ほど竹谷議員からも話あ

りましたように、いわゆる町長の使命感に

かかる、何が何でもやるというそういう決

意がなかったらできないわけです。だから、

先ほど事例が出ましたけども、例えば田尻

町、ここはもう地方交付税取らないような

町になっているんですね。前も話しました

けど。それまでは、もうどうにもならん町

やったと。ところが町長が変わって一変し

たという。それは、今までの箱物施策から

いわゆる人材施策、教育施策に変わった。

それに変わってからは、いわゆる職員も高

額の給料とり、それでもなおかつ、地方交

付税を取らないでちゃんとやってきた。い

わゆる人口施策のためのインフラ整備とし

て教育施策に変えた。こういう町長のいわ

ゆるリーダーシップ、先ほどもありました

けども、この後またちょっと聞きますけど

そういう使命感をもってやらなあかん。そ

ういう決意はありますか、この交通施策に

ついて。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  交通施策につきましては、豊能町にとっ

ては重要な問題と十分認識しておるところ

でございますので、必要なものについては

きっちりとやってまいりたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今後、町長のいわゆるリーダーとしての

現実処理能力これをふんだんに使って残り

の今言った、東西バスについてもリレー便

についても、豊能町にとってどうなのかと。

他の市町村じゃなくて豊能町にとってある

べき交通施策ということを視点にして、今

決意いただきましたんでリーダーとしてき

ちっとやっていただきたいと思います。 

  次に、今竹谷議員からもありましたリー

ダーの問題ちょっとお伺いしたいと思いま

すけれども。 

  問題は、町長はよく言われておりますけ

ども協働ということを言われてます。協働

の意味がそれがわかっているのかなという

気もするわけであります。町政運営方針の

目標の第１に、「住民との信頼・協働によ

るまちづくり」を挙げていますが、１２月

議会のごみ有料化議案を住民に対して説明
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をできなかった。住民との協働ができるか

これは私は疑問に思うわけです。私は、協

働の原点は、情報の共有化やと思うんです。

平成２３年４月号の町報とよのの特集では、

豊能町活性化プログラムの実現化に向けて、

持続可能な財政運営、これも今回の町政方

針に出してます。持続可能な財政運営と住

民参画協働の仕組みづくりが書かれておる

んですけど、協働の具体的な仕組みづくり

について、お聞かせください。町長。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  住民参画のもと行政を進めていくという

ことは非常に大切なことだと認識しており

ます。 

  参画につきましては、それぞれの事業に

よってやり方は異なってくるのかなと思っ

ております。例えば、最近の事例でいいま

すと自主防災組織、各自治会単位で自主防

災組織を立ち上げていただき、町からは防

災の資機材を提供することによって、自主

防災組織を立ち上げていただくということ

で、協働でそれぞれの地域力を上げていく

といったこともございますし、また高山右

近に関係しましては、右近の夫婦像の石像、

こちらもふるさと寄附という町の行政の仕

組みを活用していただきながら、ＮＰＯ団

体、観光協会、ボランティアガイド、自治

会の方ともに参画をしながら寄附を集めて

いただき、夫婦像ができたりでありますと

か、そのほか昨年も地域によるふるさと活

性化応援事業ということで、高山右近につ

いての影絵の製作をされた団体であります

とか、農山村観光、インフラソフトその他

の付帯事業そういったことをしていただい

たりであるとか、高山地域活性化、そんな

とこも進めているところでございまして、

住民との協働によってそれぞれの施策を今

進めていっているというところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私が聞いているのは、具体的な協働につ

いての具体的な仕組みづくりを聞いている

わけ。平成２６年６月に、このことで一般

質問したときに、内田総務部長が言ってい

るんですね。「総合計画の基本計画の中で

協働によるまちづくりということは広報、

広聴それから情報公開の充実、住民参加、

参画、協働の仕組みづくり、コミュニティ

活動、交流活動の活性化などを挙げさせて

いただいております。その中で、広報、広

聴については情報の共有、つまり、情報の

公有ということを積極的に進めたいと。住

民の参画につきましては、パブリックコメ

ントという指標もありますけども、実際に

住民の皆さんの御意見を聞くというような

機会もどんどんつくってまいりたいと、そ

れにつけては、タウンミーティングもその

１つである。タウンミーティングについて

も町長と相談をしながら取り組んでまいり

ます」とこう言うてるわけです。そのタウ

ンミーティングができないでね、協働、協

働言うても無理でしょ。どういうふうな形

で住民と協働していくんか、基本はいわゆ

る情報の共有をせんと協働の協力して働く

の協働ですよ。意味わかります、どういう

ことか。どういう意味か言うてください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 
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  協働の協っていうのは協力の協に動くで、

ともに協力しあってことを成し遂げていく

というようなことだというふうに理解して

おります。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  肝心なことが抜けてますねん。いわゆる

協働、協力して働くは１つの目的を達成す

るために、各部分にはメンバーが補完協力

しあういうことです。お互いに自分のない

部分を補完しあういうことですわ。情報を

１つにしなければ何が足らなかったのか、

相手が何持ってなかってわしが何を持って

るのか。それもわからんと協働もできやん

わけです。だから、タウンミーティングが

必要やろと。 

  きのうの質問では、誰とでもしませんと

かあの人やったらやりますとかそういう話

じゃなくて、その中で言っているのはま

ち・ひと・しごと総合戦略を進めるための

タイミングは考えますみたいなこと言うて

るわけです。それはほんならするんですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まさに、そのまち・ひと・しごと総合戦

略を進めるに当たりまして、このアクショ

ンプランとつくるに当たりまして、住民の

皆様と協働でしていくという事業、これは

大事だと思っております。そういった中で

進めるに当たりまして、広く意見を聞くと

いうのではなくてテーマ、対象を絞った形

でその事業推進に当たって、テーマ対象絞

った形で進めていってその御意見も伺いな

がら、協働で確実に事業が進めるような形

のことを考えております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  さっき、竹谷議員の答弁の中にも総合戦

略を進めていくと。その中で５年間に向け

てアクションプランをやると。それは地域

も自ら参画して欲しいと。参画する場合に

はね、協働連携が必要やと言うてるんです。

町長も同じやと思うんですよ。さっき非常

に意思の疎通が図れた同じ答弁してはった

からね。 

  その中、自ら参画してＫＰＩをチェック

しながらＰＣＤをして、それも外部の審査

会に諮ってチェックしながら国へそのＫＰ

Ｉの結果を踏まえて申請するということで

しょ。で、国がそれを査定して交付金を出

そうか出さないかするわけです。でなかっ

たらやね、そんなもん交付金でえへんねん

からまた自主財源出してですね、財政調整

基金切り崩してやらなあかんわけ。ここは

ですね、皆さんの能力にかかってるし能力

というよりも要するにその使命感、何が何

でもやるよということにかかってるわけで

す。 

  住民さんと一緒に町づくりをしようとい

う町長であれば、住民さんと対話をする機

会を数多く持つのが本来でしょう。だから、

町長の言う何が何でも総合戦略の中でやる

んやと、必ずやるんやという話がさっき出

ましたん。これ町長のリーダーシップにか

かってるわけです。だから、このね、少な

くとも総合戦略に向けて住民さんに対して

意見を伺うというタウンミーティングやっ

たらええですやん。どうです。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 
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  お答えいたします。 

  まずは住民さんの意見を聞くという意味

では、１つはパブリックコメントというこ

とで広く聞かせていただいたといったとこ

ろでございます。次には、やはりその確実

に実施していくためにはこういったテーマ、

こういった対象でということでテーマを絞

りながら対象も絞って実際に一緒に進めて

いくに当たって意見を聞かせていただきな

がらどういった形で協働で進められるのか

といったことをやっていきたいと。それに

よってまち・ひと・しごと総合戦略を確実

に進めるものとしていきたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  やっぱりリーダーシップの問題もあるん

だと思うんですけども、私がここに出して

ますように、町長、そのリーダーとしての

４原則。使命感、無私の精神、無私ってい

うのはこれは本来なら無私というよりも詩

心と書いて、ロマンちゅうことですけどね、

それと現実処理能力、この辺を自問自答し

てみてはということも出してますやん。や

ってみました。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  西岡議員からリーダーとしての４原則と

いうふうな言葉ありまして、これを自問自

答ということで回答いただいたとこですけ

ども、１つ使命感、当然ながらこのまちを

よくしたいという使命感は当然持って仕事

しているところでございます。 

  無私の精神というのは「私をなくして」

という意味だというふうに私は思ったので、

そういった心構えで私も今の仕事につかし

てもらっておりますし、今もその考え、変

わりませんので一生懸命これは無私の精神

で頑張っていきたい。 

  長期的思考、これも先ほど来から申して

おりますように、長期的にプランを立てて

財政的には財政健全化推進プランで財政の

基盤を確立する、一方で、豊能町のまち・

ひと・しごと総合戦略、こういったものを

つくって計画的に進めていく。 

  次にその現実処理能力でございますけれ

ども、これにつきましては先ほど申しまし

たように、着実に進めていくためにテーマ

を絞り、対象を絞った形で事業を進めてい

きたいというふうに思っております。また、

この現実処理能力につきましては予算で立

てた事業について決算で説明させていただ

いていますように、これまで皆様の御協力

のもとさまざまな施策というものは実施で

きてきたのかなというふうに理解しており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いやあ、大したもんですな。町長ね、あ

なたが平成何年やったかな、２４年か、町

長になられて所信表明で何て書かれてるか

知ってます。ここに書いてあるの私もね久

しぶりに見ましたけど、このままでは豊能

町は住民サービスの削減による住民が転出

せざるを得なくなる。転出すれば税収が減

り、また住民サービスを削減するといった

マイナスの負のスパイラルにまさに陥ろう

としています。この負のスパイラルを断ち

切るならば、また住民目線で行政改革を行

わなければ豊能町に未来はないと。強い信

念をもって町政進めてまいります。私のこ
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れまで培ってきた経験をいかし広域行政も

推進しながら住民の皆様とともに協働する

まちづくりを進めたいと。私が言うとんの

は、協働の原点はね、情報の共有ですよと。

住民さん何も知らんかったら何にもできひ

んでしょと。これができてない。この前の

ごみのあれでも議員全員が言うたんです。

まず、住民さんに話しなさいよと。そのあ

と反対されたら、各議員が住民さんに対応

しますよとまで言うてんのに一向にそれを

せんとやったと。結果否決された。否決さ

れたということは議員との協働体制ないっ

ていうことになりますよ、これ。だから、

現実処理能力っていうのは、いわゆる胆識

を持った人しかでけんと思うんですけども、

知識、見識。知識は単なる知識ですわ。見

識というのは経験を上積みしたもんですわ。

胆識というのはその上にたって問題解決で

きるという、そういう能力が今必要であろ

うと。 

  その職員に対しても、「一丸となって」

ということを書いとんですよ。一丸となっ

てということはね、あなたが職員に対して

向かうとこを示さなあかんのですよ。向か

うとこをまず示せと。そして、真意を他の

腹中に置け。つまり、相手の立場になって

礼儀を守って信頼してやれっていうこと。

これがなかったらついていけませんよ。だ

からリーダーっていうのは、孤独やけど引

っ張っていくのはあなたです。あなたが決

断することなんですよ。さっきも竹谷議員

が言うてましたけど。不退転の決意でやる

のかやらへんのか。やりますって簡単には

何ぼでも言えるんですけどね。問題はです

ね、解決されるためにあるんですよ。問題

から逃げたら問題は追いかけてきますよ。

逃げたら逃げるほど追いかけてくる。解決

するために毅然として立ち向かわなあかん。

そういう姿勢が見受けられない。その辺に

私は根本的に問題はあるんじゃないかなと

思うんですけども。 

  つまり、何ぼ言うてもあれですけども私

の座右の銘はここにもありますように、荀

子の「着眼大局着手小局」。私の人生観は

「自分に正直に」ということですよ。人は

騙せても自分は騙せない。こういうことな

んです。通告書にないですけども町長の座

右の銘ありますか。あったら聞かせてくだ

さい。なかったらよろしい。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  私は船井総研の船井幸雄さんがおっしゃ

った「すべては『必要、必然、ベスト』と

いう言葉が、座右の銘で好きな言葉でござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  船井総研の創始者、いいこと言ってます

やん。言うだけじゃない、それを実行する

ために努力せなあかんな。持っておられて

結構です。それを踏まえて、やっぱりみず

から努力する、まずみずからを知る。この

町を知る。そっから始まるわけでしょ。自

分も知らないで、町も知らないんで、やっ

たってのは、それはもうむなしい叫びだけ

になるわけ。だからみんなに響かんわけで、

職員にも響いてない。動いてない。 

  だから、よく言われるように、一国は一

人を以て興り、一人を以て亡ぶ。町も一緒

ですわ。賢者はその身の死するを悲しまず

して、その国の衰を憂ふと。いうことです。 

  だから、つまり、私もいっつも言ってる

トップ以上の町はできません。ということ

です。 
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  恐らく賢明な町民の皆さんは、住民と協

力できない、しない。町長は町には必要な

いと判断するんじゃないかなと。 

  いわんや住民代表である議員に至っては、

こうして知るべしであれば。なぜならばで

すね、議会は、二元代表制であり、議員は

住民の代表であるからであります。だから、

議員までですね、住民との協働能力がなけ

れば、豊能町民は救われませんから。 

  だから、先ほどの竹谷議員が言われたよ

うに、不退転の決意で使命感を持ってやっ

ていただくことを進言しておきたいと思い

ます。 

  続いて、教育問題であります。 

  教育問題でありますけども、基礎基本の

重視ということで、教育長。 

  わし、国旗掲揚、国歌斉唱、道徳教育。

そんなこと言うたらあいつは右翼ちゃうか

と、そういうような人がいますが、私は、

以前お正月に、ブログに我が家の白い雪を

かぶった真っ赤なナンテンを背景に、正月

に私の家を探すのは簡単ですと。国旗のか

かっている家を目当てに来てくださいと。

書いたわけです。 

  今、自分があるのは国に守られてきた。

郷土が育ててくれた。そのおかげであると

思っております。そんな感謝の気持ちが子

どもにも大人にも欠けているような気がい

たしております。 

  教育現場に国旗・町旗をへんぽんと翻ら

せ、国歌・町歌を平常時に、学校に流した

らどうですか。いかがですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今、議員のおっしゃられたとおり、学校

においても道徳教育というんですかね、と

いうのはとても重要視されておりまして、

国のほうでもいろんな教科化の動きはござ

います。 

  その中で、「心を育てる」という部分で

は、自分の立っている場所、立つ位置を誇

りに思えるということはとても大事なこと

かなと思っております。 

  今言われました、国旗・国歌の扱いにつ

きましては、学校現場では学習指導要領と

いう法の下に適切に実施しているというこ

とを従来からお答えしているものでござい

まして、学校においても尊重するというこ

とは、適切な扱いだけではなくて、子ども

たちが国旗・国歌を尊重して、自身の愛国

心を育てるということは、大事なこととし

て取り扱っています。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  町歌は町歌。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  失礼しました。町歌につきましては、学

習指導要領の中にはそういうことはないん

ですけども、地域郷土を知るという部分で

は、豊能町にこういう歌があるというのを、

町民が知る唯一の機会は成人式ではないか

なと思っております。 

  だから、教える、教えないのではなくて、

豊能町にはこういう立派な歌があるんだと

いうことを、子どもたちが知るということ

はとても大事かなと思っとります。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  学習指導要領云々の話は出ましたけれど

も、新学習指導要領が実施されております

けども。 

  学校の裁量権限というものがあるんです

ね、校長の。それをサポートする形でです

ね、教育委員会ができるんじゃないかと。 

  常に、国旗が、へんぽんとひるがえって
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る町はあるんです。現実にあるでしょ。な

ぜ豊能町ができないのか。これは学習指導

要領というのに沿ってるわけです。違反し

てたらそんなことできない。それはですね、

さっきの町長じゃないけど、リーダーシッ

プの問題があると思うんやね。 

  この町長にしてこの教育委員会っていう

ことじゃなくって、教育委員会は独自の政

策は打てるはずなんです。財源はちょっと

別ですけども。そういう意味では、子ども

のために、子どもがどう生きるかと、基本

的なことをね、やらなあかんのちゃうかな

と。私は思うんですね。 

  孔子なんか言ってます。あの人が偉いな

と思ったのは、いわゆる政治に興味を持っ

とった。自分自身が政治をやりたかった。

残念ながら為政者はそういう賢者を余り好

まない。いうことで、なれなかったけども、

人間はね、不完全といってるんです。不完

全ながら完全になるために、常に学ばなけ

ればならない。これが基本ですわ。 

  きのうの答弁でも、教育から、学習の社

会になっていくわけです。生涯学習と違う

て一生涯学び続ける社会になっていくわけ。

その基本を教える学校が、子どもに、不徳

な子どもをつくるような学校じゃだめなん

です。 

  先ほど成人式でっていうたけどね、成人

式で町歌を知ってる人が何人おるかです。

歌ってない。学校でも、私が議員になった

ときはね、来賓でいきますやん。先生ほと

んど歌ってない。子どもも教えてないから

歌ってない。我々見せもんみたいに大きな

声で歌ってましたけど、今はちょっと変わ

ってきました。それは、常々そういうね状

況をつくっているからです。 

  教育環境をきちっと整える。学校に常に、

日の丸が上がっとったら、親密感がまず覚

えますわ。これがうちの国の旗やとね。ス

ポーツのときにだけ、日の丸上げるのはね、

それも一つの方法でしょ。だけど、学校現

場でそういうことがなかったら進まないと

思うんですよ。これを推進していただきた

い。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  何度かの成人式で、町歌を私歌えるよう

になりました。歌詞は全部覚えてないんで

すけども、伴奏があれば。年１回ですから、

３回ですね。それ以外聞いたことがありま

せん。残念ながらでございます。 

  町歌の扱いとかあるいは国旗の掲揚の問

題については、それをきちっとやってる市

町村は多分条例かなんかで規定されている

のではないかと思うんです。 

  つまり、町の施設。市の施設。公の施設

において、国旗を掲揚することとか、ある

いは、町における施設における行事等にお

いてですね、そこでは、国歌及び町歌を取

り扱うものとするというような、そういう

ような規定があって、でなければ、なかな

か難しいのではないかなという印象があり

ます。 

  問題は、町歌を歌うものとするというほ

ど、私たちがきちっと判断し、決断できる

かどうかということも一つです。もう一つ

は、国旗を全ての施設において、この町に

おいて掲げるということをきちんと判断で

きるかどうかと思うんですよね、私は思っ

てます。 

  ですから、もちろん隗より始めよという

ことで、小学校あるいは幼稚園から町歌を

取り扱うということに反対するわけではあ

りませんけれども、この問題について、町

全体がどのように判断するのかというのを

お聞きしつつ、それを考えていく必要があ
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るかなというふうに私は思っています。 

  国旗を掲げることと、それから町歌を取

り扱うということに関して、反対するもの

ではありません。これは、学校だけではな

くて、全ての施設等々においてどうするか

ということを考えていく必要があるのでは

ないかなと私は考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今教育長がおっしゃったけども、教育長、

隗より始めよという言葉がありますな。ま

ず、みずから推薦、率先垂範という町のね、

教育は原点でまさしく、このまちは教育の

まちやと。 

  きのう、教育長が豊能町のまちの教育っ

て何なんですかねというみたいな話を答弁

してました。それで豊能町の教育をどんな

まちにするんやということを考えているな

というのはわかっています。 

  私はね、昨年の成人式でもタオルを、配

ってましたんや、一昨年か。タオル配りま

したやん、あの中になんて書いてあったか

いうたらね、「郷土愛」って書いてあった。

あんなもん配ったって郷土愛なるかという

ことは別として、私は、お金をかけても、

ここはとにかく教育の関係ではね、町長は

金出さんのですわ。だから挨拶の旗つくれ

って言うてもつくらへん。わずかな金です

やん。そんなこともできない。 

  だからただの方法教えますがな。お金な

くてもね、国旗を平常時に上げるのは金か

かりません、やりなさいや。町と教育委員

会と協力して。 

  ほんで、休憩時には、校庭で町歌流した

らよろしいがな。お金かかりませんがな。

金出すの嫌やったら。 

  私は子どもには、何ぼかけてもいいと思

ってます。将来に、我々は将来に向けて、

子どもを育てることが我々が将来生きるこ

となんです。 

  だからね、町アイデンティティ。そうい

う町アイデンティティということが、日本

人としてのアイデンティティの育成。それ

は基本は教育です。だからお金なんか１銭

もかかりませんがな、あしたからでも朝立

って挨拶なんて歩くのもよろしいよ。子ど

もと挨拶してみなさい。 

  だから、ウオーキングもええけども、挨

拶やったらいつでもどこでも誰でもできる

んですよ。ちょこっと金でもくれるんやっ

たら挨拶用の旗を町内に立ててください。

どうです、町長。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  挨拶というのは非常に大事だというのは

十分認識しておりますし、今現在も挨拶の

旗、掲げております。挨拶の旗、今現在も、

府のものを活用してやっておりますので、

そのあたりは一定挨拶の旗、挨拶の重要性

については認識し、やっております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  この前も言いましたやん、前に。その大

阪府の金でどうのこうのって、自分とこの

ね、わずかなお金ですやん。それで子ども

がね、健全に育ったらよろしいやろ。 

  残念ながら今回、町政運営方針の冒頭に

４つの重要な施策が提唱されています。住

民と連携・協働し、職員と一丸となって住

民の期待と信頼にこたえるとか。 

  私ね、すぐに去年の１２月の議会。ばー

んと頭に来ましたわ。それは、ごみ有料化。
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この反対。 

  わし初めて、反対討論したんです。それ

まではね、条件つきの賛成討論してるから

です。それが一個もね実行されてない。最

終的に反対の、その反対の討論は残念なが

ら内容について討論できてなかった。残念

でしゃあない。恥かきました。 

  だから町長には何が何でもやるんだとい

うね、そういうリーダーシップとしての使

命感。さっき竹谷議員も言うてましたけど、

きのう橋本議員からもありましたけどね、

再びトップリーダー。竹谷議員も言ってま

した、再びトップリーダーの座を望むんで

あれば、少なくとも、与えられた残りの半

年でもいいから、ここに書いてあるように、

初心を忘れず、例え小さな住民サービスで

も、今まで御支援いただいた方に、町民の

皆さんに結果として還元する。そのことが

肝心ですよ。 

  そのためには、まず使命感をもって、至

誠にして動かざる者は、未だ有らざるなり。

つまり、至誠一貫ということですよ。それ

から、まず、先ほど言ったように、隗より

始め、率先垂範やりなさい。そして、知行

合一。少しでも益あることを為す。そのこ

とを頭に入れてですね、豊能町のあしたの

ために、使命感を持って一丸となって頑張

ってほしいということを進言して、一般質

問を終わります。 

○議長（岩城重義君） 

  以上で、緑豊クラブの一般質問を終わり

ます。 

  この際暫時休憩いたします。 

  再開は１１時２０分といたします。 

（午前１１時１２分 休憩） 

（午前１１時２３分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、豊能第一クラブの一般質問を行い

ます。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  川上勲議員を指名いたします。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  指名をいただきましたので、一般質問を

させていただきます。 

  まず最初に申し上げておきたいと思いま

すけども、豊能町長の田中龍一様には、恨

みつらみもございませんけれども、豊能町

の議員として、豊能町長に質問をしますの

で、そのつもりで答弁をよろしくお願いい

たします。 

  町長。ぬくなってきましたな。もうすぐ

春ですねという歌もありますけども、４月

になると、うちの家の下の農作業やってる

小屋にツバメが巣をしてるわけですわ。毎

年、巣が残っとる巣に、２匹のツバメがき

て、卵を産んで、ひなを育てています。雨

の日も風の日も、毎日、子どもが育つまで、

ひなが育つまで餌を与え続けているわけで

す。 

  そのツバメを見ておってね、今、世間で

言われているテレビを見てるとやね、親が

子どもに、餌いうたらいかんね。子どもに

食べ物を与えんと死んでしまうというよう

な事件がね、聞きますわ。 

  わしもうテレビに向かってね、「おまえ、

あほか」と。「人間のくずや」言うてまん

ねん。で、すぐテレビ消しまんねん。それ

ほど今の時代はね、なんかこうすさんだよ

うな時代になってますわ。 

  これは、やはり、今の時代、この戦後の

個人主義ですね。これが蔓延しとって、自

分さえよかったらええという、こういう時

代になってきてるんちゃうかなと。 

  有史以来、我々、動物の一番先端を行く

人間は、自分の子どもだけじゃなしに、そ
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の地域、その国の子どもやということを、

有史以来言われ続けていますわね。１３０

０年前の山上憶良の歌にもありますように、

「金銀よりも子どものほうが大事や」とい

うふうにいうてますねん。それが今の時代、

子どもを大事にせんという時代ですわ。 

  なぜかというと、先ほどから出たように

ね、道徳教育がしっかりしてないと。これ

につきますわ。そら、学校だけちゃいまっ

せ。家庭も地域も学校も道徳教育ができて

ないというように、私は思っとります。 

  でね、戦後の個人主義。これが今、豊能

町にもでてきてまんねん。わかりますか。

この前の２月２９日付けで、副町長が辞め

ましたね。これも個人主義の一つとちゃう

かなと。この３月の議会、来年度の予算を

審議する大事なこの議会の前に、敵前逃亡、

きのうもありましたな敵前逃亡するような

形で、２月２９日で町長が、受けてまんね

や。 

  これ田中龍一さんと中井勝次さんの話と

ちゃいまんねん。豊能町長と豊能町副町長

の話でんねん。 

  そうすると、やはり我々にも、我々議員

にも、町職員にも、ひいては一般住民にも、

なるほどそうやったんかいなというような

納得する説明をする責任が豊能町長にある

わけですわ。 

  うちの言うとることわかります。田中龍

一さんの答えちゃいまんねん。豊能町長と

しての答え、説明責任をしていただきたい。

このように思いますんでよろしくお願いし

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先日から出ている質問でございますけれ

ども、こちらにつきましては、私、御家庭

の事情という話で聞いております。 

  その詳しい話につきましては、私聞かし

ていただいて、それはいたし方ないなとい

うことで何度か慰留には努めましたけれど

も、残念ながら御家庭の事情ということで

お辞めになられたということでございます。 

  それ以上につきましては、個人的な話で

ございますので、この場では差し控えさせ

ていただきます。また、中井副町長自身も、

それぞれの議員さんにも御挨拶に参ってい

るというふうに私も聞いておりますし、職

員に対しても、部長会でも話もありました

し、それにつきましては、この場では差し

控えさせていただきます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  昨日の答弁と同じような答弁ですね、全

く一緒で変わりありませんね。それは、今

言われたんはね、中井勝次さんと田中龍一

さんの話の中の答えですわ。豊能町長と副

町長の話ではないはずですわ。家庭の事情

があろうともなかろうとも、３月いっぱい

まで待てんねやったら、少なくとも、２月

２９日が３月３日になって、たった３日間

しか日がたってまへんねん。その３月３日

やったかな全協。そのときに、中井勝次さ

ん。と違うて、副町長がその場に出席して、

きちっと説明する責任があるわけですわ。

そう思われまへんか。それをあなたがやね、

それを指導してわずか３日間でっせ。それ

できんかったんでっか。それで、各議員さ

んに回って、きちっとした詳しい説明され

たんでっか、私聞いてまへんで。 

  副町長という立場でっせ。その認識をや

っぱり、豊能町長、豊能町副町長の立場を

やっぱりきちっとしてもらわなあかん。そ
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れはやはり、町長の豊能町長としての、こ

こで、実はこうこうこうでという説明を先

ほど言うたように、職員や議員や住民の方

が、そうやったんかという理解できる答弁

をしてもらわんとやね、みんな納得しまへ

んで。 

  ここでやはり中井副町長の恥をさらすこ

とになるかもわからんかもやけど、町長、

あなたはね、住民から選ばれた、いわば公

僕ですわ。我々も公僕ですわ。中井副町長

も、少なくとも、我々議員が承認したんで

すわ、公僕と一緒ですわ。 

  今朝新聞に載ってましたわね、茨木市長

が金銭的なことで不備があるということで

載ってましたやろ。公僕はそこまでされる

わけですわ。 

  やはり、恥を忍んでも、家庭的な何があ

ったとしても、これは理由をここでやね、

副町長がいてない限り、やはり町長が答え

る責任があるわけですわ、もう一度答えて

ください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  そちらにつきましては、個人の私生活に

わたることでございますので、この議会で

は発言するということは好ましくないとい

うふうに私も理解しておりますし、地方自

治法の第１３２条のほうにもそういったこ

とも規定されておりますので、私はそのあ

たりにつきましては、この場での発言につ

いては差し控えさせていただきます。以上

でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  これね、町長。あとで、例えばの話でっ

せ。あとで中井副町長がこういう形で辞め

たということが問題になってきた場合。あ

なたに豊能町長に全責任があるわけですよ。

その認識もしといてもらわなあかん。 

  個人的なことでもいろいろありますわ。

私ね、３０年以上にわたって、議会議員さ

せてもうてますねんけどね、その間いろい

ろありましたわ、１０数年前には、パソコ

ンのブログか何かいうやつでね、高山の山

猿が時々余野くんだまでおりてきて、役場

の利権を全部もっていきよるというふうに

書かれたこともありますし、それから、こ

の前の官製談合事件、あれでも、川上は絶

対捕まえろと、いうこともありましたわ。

それから、同僚の議員に、川上議員は「ペ

テン師や、詐欺師や」言われたこともあり

まんねん。最近では、川上が議員に出てき

よるわ。当選すんのは豊能町の七不思議や

ってゆうていわれてまんねん。せやけど、

私は私なりに人に後ろ指を指されんように

頑張ってきたつもりでんねん。 

  でね、３０年も議員しとったらね、ちょ

っと動いたら息切れしまんねん。ところが、

小便してもなかなかきれまへんねや。手足

はしびれてくるし、玉袋のしわは伸びきっ

てもうた。頭の脳みそのしわも伸びきって

もた。記憶力ももうのうなってきてまんね

ん。せやけど、口だけは達者でんねや。せ

やから、今質問してまんねんけども、やは

り町長。この先ほどから言うてますが、リ

ーダーシップ、リーダーシップっていう言

葉がでてまっしゃろ。なぜ出てるかわかり

まっか。あなた豊能町長にリーダーシップ

が見受けられへんと、いうようなこの３年

間見てきたから、リーダーシップはどない

やっていうて聞かれてまんねん、それわか

りまっか、町長。 

  私は、あなたが町長に当選してきたすぐ

の議会に、「国家間とはどういうもんや」
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というもんを質問したときに、満足な答え

もらえへんかった。「リーダーシップあり

ますか」っていうたらね、私はあなたが言

うように、「私は豊能町の町長としてリー

ダーシップを十分に持ってます」という答

弁されましたわね。覚えてますか。 

  十分に持っておられる町長が３年たって

もやね、まだリーダーシップの質問されて

まんねや。ということは、いかに今の豊能

町長がリーダーシップがないということが

わかるわけですわ。 

  そういうことも考えて、リーダーシップ

のある町長であれば、今回のこの件も、

我々にも納得できる答弁をできるはずやか

ら、もっぺん答弁よろしくお願いします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  繰り返しになりますけども、中井副町長

は全ての議員さんに挨拶に回っていると私

聞いております。また、この場では先ほど

申しましたように、地方自治法の１３２条

に規定されてますように、無礼な言葉の使

用とか他人の私生活にわたる発言。こうい

ったことについては、この議会では、すべ

きものではないと認識をしておりますので、

これにつきましては、私は発言は差し控え

たいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  その１３２条いう条例は、理解の仕方ち

ゃいまんねや。それを認識してもらわんと

あかんと思いまっせ。 

  ほんでね、そういう結果であれば、この

中井勝次という男は、責任も取らんで、予

算審議の大事なときに、この３月の定例会

ですわ。そんな時期、理事者と議会側の戦

争ですわ、いわば。それに敵前逃亡してま

んねや。 

  これ何という無責任な男やと思います、

私は。町長思いまへんかそれ。まず、無責

任な男やと思わんかったら思わない。思う

んやったら思うで答弁してください。それ

だけで結構です。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  副町長でもいろいろ話をしましたけれど

も、私としましては、やむにやまれぬ事情

というふうには伺っておりますので、いた

し方ないというふうに感じている次第でご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  質問の内容よく聞いて、やからみたいな

いらんからやね、思うか思わんだけ言うて

もたらええわけですわ。んな思わないと。

無責任な男や思わなへんということでんな、

そういうふうに理解してよろしいですか。

もっぺん答弁してください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これにつきましては、いろんな判断基準

があると思います。ですので、私はいろい

ろ事情も伺っておりますので、これに関し

ては認めて。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 
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  この際暫時休憩いたします。 

（午前１１時４０分 休憩） 

（午前１１時４０分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は１３時ちょうどといたします。 

（午前１１時４０分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  再度の質問するのは、時間の無駄やけど、

わかりやすいように言いますんでよろしく

お願いします。 

  中井勝次、つまり副町長ですね。中井勝

次副町長は、この大事な議会に、責任もと

らんで予算審議の前に敵前逃亡ということ

で尾を巻いて逃げてしまった。それを町長

は「家庭の事情で」という説明だけで、

我々が理解する、それはそうやなというぐ

あいに理解する説明がなかった。 

  ということは、先ほど言うたように敵前

逃亡しよったというぐあいに思われても仕

方がないなと。我々、少なくとも私はそう

思うねんけども、町長はそのように思うん

か思わないのか、思う思わないのことだけ

で答弁をしていただきたい。このように思

います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  思いません。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今、町長は思わないと、それが当たり前

やと。いうことで答弁されましたけど、と

いうことはですね、今後、この件に関しま

して、問題が起こってきたときには、全責

任は田中町長にあるはずなんですわ。 

  例えば例を挙げますとね、ドラム缶の処

理の問題。これいまだに処理されていない。

去年の８月から半年以上たってるわけです

わ。それは期限のわずか１か月以内に期限

が来る前にもまだ処理がされないというこ

とは、少なくとも私はこの件に関して、何

か問題があるのんちゃうかなということ思

ってるわけですわ。 

  その全責任を、話によれば中井副町長が

交渉にあたっておられたと。これも全部、

田中町長に、施設組合やったら田中管理者

やけども、豊能町では田中町長。これに全

責任が来るということの確認はさせていた

だきたいと思いますけれども、そういう今

後、この件に関して問題が起こってきた場

合には全部責任があると、責任をとります

ということの確認をしたいんですけども、

それに答弁をよろしくお願いします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  私の責任で当然ながら進めてまいります

ので、私の責任でございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  この質問はこれで終わりますけれども、

総務部長、お願いしたいんやけれどもね、

この副町長の退職金のことやけどね、多分、

後日提案があると思いますわ。あるのかな

いのかお答え願いたいと思います。 
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○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ３月３日でしたか、議会運営委員会でも

お願いいたしましたとおり、この議会の最

終日に追加議案について副町長の退職金を

補正予算で上げさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今から半月以上あとになりますけどね、

そのときにはまた、この件で相当きつい質

疑がされると思いますんで、町長、よろし

くお願いしたいと思います。 

  次に、提案しておる件につきまして、細

かく質問をしていきたいと思います。 

  まず、田中町長の３年前の公約について、

公約の実現について質問をしたいと思いま

す。 

  公約の町報で配られた選挙公報ですね。

あれを読んどりますと、赤ちゃんからお年

寄りまで、いつまでも安心して暮らせるま

ちの実現ということを大きな課題にあげら

れましてね。住みよいまちづくり、もう一

つは、豊能町の活性化に向けて、もう一つ

は住民目線の行政改革。これを公約として

選挙戦に出馬されました。その結果ですね、

ダブルスコアで当選されましたわね。 

  以来、きょうまでその公約の実現に向け

て努力をされてきたと思いますけれども、

公約の実現にはね、町長以下、町の職員の

信頼と協力。それから豊能町議会の理解。

それから、田中龍一後援会の応援。これが

何より大事であると思いますけども、きょ

う現在に至ってこの３点の協力があるのか

ないのか。お答え願いたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  当然ながら、町の中では町組織で理解し

てやってます。後援会については今はござ

いません。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

  議会もその都度提案させていただき、御

理解いただいているものだというふうに理

解しております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  頼りない答弁やと思いますけど。首長と

して君臨するためには、少しでも、戦国時

代の信長・秀吉、それから家康。これらの

今現在言われておるようなすぐれたリーダ

ーとしての、少しでもそういうものがなけ

ればならないと私は思いますけれども、田

中町長は、先ほど言いましたように、リー

ダーとしての素質を持っているというぐあ

いに、３年前の議会で答弁されましたけど、

リーダーとしての素質を持っておられて、

そして、公約を全て実現されたんか、され

ようとしているのか、それちょっと答弁し

ていただきたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。できてないものもありま

すけれども、おおむね、公約についてはほ

ぼできようとしているというふうに私は理

解をしております。 

  以上でございます。 

○町長（田中龍一君） 

  川上勲議員。 
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○１４番（川上 勲君） 

  それではおおむねできておるというよう

な答弁でしたけども、一つ一つ細かく聞い

ていきたいと思います。 

  まず、住みよいまちづくり。これにつき

まして、お年寄りに優しい交通網の整備・

充実を図る。これができてますか。私はで

きてないと思います。ちょっと町長、答弁

よろしくお願いします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  お年寄りに優しいということにつきまし

ては、御存じのように、豊能町地域公共交

通基本構想。これを立ち上げた中で、一つ

は、この中で基本構想を立ち上げて、その

中で今着実にしているところでございます。

例えばディマンドタクシー、こういったも

のの充実は既に終わっておりますし、今回、

先ほど説明させていただきました、トンネ

ル経由についても、今能勢電のほうで鋭意

進めていただいているといったところでご

ざいまして、そのあたり、ごめんなさい、

阪急バスのほうで進めていただいているこ

ともございまして、一定構想網をつくり、

また、それについて着実に実現に向けて、

実現しているものは実現しているというこ

とについては、一定私はできているものだ

と理解しております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  その地域交通何とかかんとかいうやつは、

あんたがしたんちゃいまっしゃろ。今度そ

れはまた、内容を変えるようなことも、去

年かことしのこの町政運営方針出てました

やんかいな。 

  今はそういうようにおっしゃるけど、例

えば、牧・寺田。ここに年寄りいてまへん

のか。この辺の人も年寄りいてんねんから、

この辺の人も交通網の整備はしていかなあ

かん。議会で、大きな自治会の出身の議員

が、これせいあれせいいうてやいやいゆう

て、させることが、これが町行政の仕方ち

ゃいまっせ。 

  機会均等で牧・寺田いう小さいところか

らでも、年寄りが公共交通で利用して出か

けていけるということをするのが、これが

豊能町長の役目ですわ。 

  そんなこと全然できてませんやろ。全部、

町長が、あなた任せのことばかりですわ。

自分がこうしてこうやりたいというのは恐

らくないはずでっせ。自分が発案してこう

してこういうぐあいにやったということが

あったら言うてください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まずはお年寄りに牧・寺田という話あり

ましたけれども、ディマンドタクシーの充

実ということで、一定そのあたりの改善を

図っておると思います。そのことについて

も私も話をしながら進めてきたことでござ

いまして、これまでのディマンドタクシー

の充実をしたということについては、お年

寄りの優しい交通ということは一定前に進

んだのではないのかなというふうに理解し

ております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今のも町長先ほど言うたように、町長が
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発案したんちゃいまっしゃろ。それはいか

にも自分がしたようなことをおっしゃるか

らみんな信用せんわけですやん。 

  次にね、このバリアフリー化やね。とき

わ台駅の。これも公約に載ってましたわな。

これできてまんのんか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、ときわ台駅周辺

活性化調査、こういったものを実施し、ま

た能勢電とも協議を進めてきました。 

  ただ、残念ながら実現には至っておりま

せんけれども、そのあたりについては協議

も引き続き、続けているところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  あのね、話はするんだけども、できてな

いと。実際できてまへんわな。 

  公約いうのは４年間で私はこうこうこれ

をします、あれをしますと。これが公約で

すわ。話なんか何年たっても何ぼでもでき

ますわ。 

  実際、今、これバリアフリーができてま

せんわな、現実。これもできてない。先ほ

ど、お年寄りに優しい交通網の整備。これ

も例えば、以前はときわ台の選挙のときに、

自治会館が投票所でしたわな。ここ２、３

年前にかわりましたやんな、西公民館に。

そのためにときわ台の投票率がぐんと下が

ってるわけですわ。なんでいうたらね、年

寄りがあんな遠いとこまで歩いて投票に行

かれへんねんと。だから下がるわけですわ。

これがお年寄りに優しい交通網の整備ちゃ

いますやんな。今、例挙げて言うたけどね。 

  その次に、子育て支援の充実を図ると。

一つは、保育時間の延長。もう一つは、

日・祝日保育の実施。これできてますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  それについてはできてはおりませんけれ

ども、例えば一時預かり保育を開始したり

でありますとか、放課後児童クラブの対象

を小学６年生までの拡大でありますとか、

そういった形での、直接これということで

はないですけれども。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  拡充ということを、直接これではないで

すけれども、そのほかで延長ということで

しております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  保育時間、以前から７時まででしたよね。

で、公約を私見たとき時間の延長いうたら、

８時、９時ですわ。子どものために８時、

９時まで延長して子どものためになりまっ

か。結局、７時まで、以前のとおりできて

ませんわな。日曜日、祝日の保育の実施も

できてませんわな。これ、できてない。 

  次に、豊能町の活性化に向けて、まちづ

くり課の新設。これ、できてまっか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  名前は違いますけれども、この趣旨は町

長のもとで政策的なことを一元的に進めて



 

 3－34 

いきたいという趣旨でこれつくったもので

ございます。今、秘書政策課という名前で

進めております。それを新設いたしました

ので、まちづくり課というのは、秘書政策

課ということで実現しているところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  議長、余分なことを言うたらやめさして

や。はっきりと、まちづくり課はこさえる

というて、公約に書いてましてんで。ほか

のことはわからん。知りまへんがな。まち

づくり課をこさえると。まちづくり課とい

うようなものをこさえるというんやったら

別や。まちづくり課をこさえるとなってま

したやん。これ、できてまへんわな。 

  地産地消システムの構築。これ、できて

まっか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  一部、シートスのほうで野菜の即売を実

施していただいたりいうことはしておりま

すけれども、大きな形ではできておりませ

ん。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  地産地消のシステムの構築ですわ。一部

は一部の人だけのことですわな。地産地消

システムの構築はできてないわけですわな。

なぜいうたらね、地消は消費地があります

わな。地産が問題なんですわ。地産をきち

っとできるような状態をつくらんとできへ

んわけですわ。それも恐らく、そういうの

もわからんと書き上げられたと思いますわ。

これもできてません。 

  その次に、住民目線で行政改革。人事評

価制度の導入で、職員の総力を結集して、

職員は役場の従来の事務的な作業はこなし

ているが、町長の公約実現のために努力し

ている姿を、私は見られないと思うけれど

も、町長はどのようにお考えですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、事業評価制度、

目標管理、こういったものを導入して調整

が進むようにしているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  そういうことに、事務的なことについて

総務部長、詳しく説明してください。 

○議長（岩城重義君） 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  人事評価制度は、名前は違いますが、勤

務評定制度という形で平成１８年度から導

入をしておりました。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  町長は人事評価制度をやっていく。これ

をやっていくということですわな。今答弁

では１８年度から名前は違うけどやってま

んねや。あなたのやったこととはちゃいま

んねや。これもできてない。 

  次に、住民と行政の双方向コミュニケー

ションの促進。俗に、タウンミーティング

とこれは言われるものですわな。タウンミ
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ーティングとは、首長などと住民が対話で

集会すると。これがタウンミーティングと

いう意味ですわ。前町長は、各自治会別に

タウンミーティングされたいう実績ありま

すけども。今、タウンミーティングという

もん、双方向コミュニケーション、これが

俗に言うタウンミーティングですわな。そ

れができてるかできてへんか。お答え願い

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  平成２５年には地区福祉委員会。これ全

地区の福祉委員会の方と双方向で話をさせ

ていただき、実現したようなこともござい

ます。また、平成２６年には全地区のＰＴ

Ａの役員の方、この方とお話させていただ

いて、意見にも参考にしながら実現してき

たこともございます。また、これは非難さ

れるかもしれないですけれども、私毎月２

５日には必ず行っておりますので、ここで

お話することもできますので。そういった

意味では、一定双方向のコミュニケーショ

ンについては実施していると思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  町長ね。そのときそのときのね。そのと

きそのときだけの考えで、今先ほどおっし

ゃったようなことはやっておるかもわから

んけれどもね。やはり、計画を立てて、き

ちっとした形で、住民との対話集会。その

福祉委員会と福祉委員会に来る人だけです

わ。一般の福祉委員になってない人はきま

へんねん。ＰＴＡはＰＴＡの人だけですわ。

これが、いろんな世代の人との対話集会。

これはできてませんわね、実際ね。それは

今できていると認識してはんねんから。 

  もう一つ、失礼なことを聞くようやけれ

ど。豊能町に自治会幾つありまっか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  １４自治会です。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  もう一つ、失礼なこと聞きますけど。寺

田地区と牧地区、人口どちらが多いです。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ちょっと、今失念しております。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  これが住民双方向、豊能町の１４自治会

の中で住民双方向のコミュニケーションが

できてない証拠ですわ。もっと聞いたらや

ね。牧地区はどこにあるか。寺田地区はど

こにあるか。それも恐らく、御存じないと

思います、俺。それが、現豊能町長ですわ。

今のことだけ聞いても、住民誰も信用しま

へんで。恐らく、ここにおられる役もった

部長連中、あるいは職員、誰も信用しまへ

んで。後ろの傍聴席の人ですら信用しない。

それが現町長ですわ。結局ね。先ほどから

言うたように町長が当初公約として、「赤

ちゃんからお年寄りまで、いつまでも安心

して暮らせる町の実現」。これ何も１０年

や２０年のあれちゃいまっせ、４年間の公

約。４年間。できてんのは町長の報酬の２
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０パーセントの削減だけはできたと思いま

す。 

  エスカレーターも今年度で終わりまんの

か。来年度で。あれ２７年までに終わらす

いうたんちゃいまんのか。２９年度でもか

かりまんがな。 

  もう１点聞きたいと思いますけども。今

のこのような状態で、私の考えでっせ、職

員が誰も信用してない、議員も誰も信用し

てない、後援会は離れてもた。こういう状

態でも９月の町長の選挙に立候補される予

定か否か。それをお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まずは、今総合戦略等、これを進めてい

かなければいけない。また、目の前のこと

もいっぱいありますので、まずこのことを

進めていきたいと、今思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  また質問と答弁の内容がちゃうからね。

今できひんか知らんけど、できひんかった

らできひん。立候補する予定やったら、予

定。今のところわからない、わからない。

その辺の答弁で結構ですので、答弁してい

ただきたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ですので私はまずは、目の前のことを一

生懸命やろうと思っております。それにつ

いては、現在は差し控えたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  答えられなくても、答えられないと思い

ますから結構です。それはしゃあない。答

えてもらえんのはね。 

  ただし、国の方針の「まち・ひと・しご

と総合戦略」。これは豊能町長のあなたが

考えたのとちゃいまっせ。国が地方にもっ

てきたことですわ。だから、あなたがおら

れなかっても、来年も再来年も続いていく

はずなんですわ。違いまっか。あなたがお

られなかったらできひんのとちゃいまっせ。

その認識だけはしといてもらわなあかん。 

  初めに言うたように、私は、川上勲が田

中龍一さんと話してるのとちごうて、豊能

町長と豊能町議会議員として話してるねん

から。その辺は理解しててもらわんと、私

はあなたに憎しみも何ももってない。豊能

町長に対して、失礼な言い方をするかも知

らんけど、豊能町長に対して質問をするわ

けですから。それの理解をしていただきた

いと、このように思います。 

  ２８年度の町政運営方針。これについて、

また、いろいろ質問ありますけど、予算委

員会でダブってくると思いますんで、私も

予算委員に選任されましたので、その中で

また、質問・質疑をしていきたいと思いま

すので、私の質問はこれで終わらせていた

だきます。 

○議長（岩城重義君） 

  以上で、豊能第一クラブの一般質問を終

わります。 

  次に、日本共産党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  高尾靖子議員を指名します。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 
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  こんにちは。 

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  議長の御指名を受けましたので、一般質

問をさせていただきます。通告順に質問し

たいと思っておりますので、理事者側にお

きましては、簡潔に御答弁をいただきます

よう、よろしくお願いいたします。 

  平成２８年度町政運営方針についてお伺

いしていきたいと思います。町政運営方針

には、国の地方創生事業が推進される一方

で、交付税は４年連続減額となっています。

次年度からは交付税算定で用いられる、ト

ップランナー方式。民間委託や指定管理者

制度でコストを先進的に削減している一部

の地方自治体の経費をモデルにして交付税

算定するという方向です。対象事業として、

一般ごみ収集や学校給食調理民間委託、青

少年教育施設、プール、体育館、公園管理、

庶務業務の集約化、図書館・公民館などの

指定管理者制度、窓口業務は戸籍・住民基

本台帳業務・税証明業務・福祉業務など、

窓口業務のアウトソーシングを前提とした

算定へと移行することがうたわれているも

のです。 

  一方、モデルになった自治体では委託業

者が突然、撤退して学校給食が中止。民間

委託した戸籍事務で偽装請負が発覚し、一

部直営になったとか、図書館では不適正な

図書を税金で大量に購入していた重大な問

題などが発生しているというトップランナ

ー方式です。財源保障機能の弱体化と成果

主義への転換などが打ち出されている中、

一億総活躍社会の実現や成長戦略など重要

課題に対しては、特別枠が設けられ、新型

交付金の創設でまち・ひと・しごと創生事

業が進められようとしています。運営方針

では、こうした国の掲げる事業に対する危

機感が全く示されていません。町の財政・

再建推進計画はこうした事務業務改革、ト

ップランナー方式導入へ追随したものとな

っています。このようなもとでの、１つ目

の質問に入ります。 

  平成２８年度町政運営方針で述べられて

いる、目標の１から６。１は、「住民と行

政との信頼・協働によるまちづくり」。２

つ目の目標は、「地域で育て、地域で育つ、

人を大切にするまちづくり」。３、「豊か

な自然景観・田園風景が生きるまちづく

り」。４、「元気で暮らせる支え合いのま

ちづくり」。５、「活力あるまちづくり」。

６、「安全・安心のまちづくり」等々の目

標を実現させるというものですけれども、

こうした大きな目標を掲げていることを実

現させるには、私は従来から「タウンミー

ティングを実施することです」というふう

に質問もしてまいりました。先日来から、

タウンミーティングの実施はどうかいうこ

とでは、なかなかいい答弁はございません

が。行政と住民との協働のまちづくりを強

調されているのですから、自治会単位の住

民の声を聞くべきだと思います。パブリッ

クコメントでは、一部の対話ではありませ

ん。一部の書面での意見であります。町民

の皆さんに周知することで、身近に率直な

御意見やアイデアをいただけることが望ま

れますし、民主的なまちづくりの展望が開

かれます。御意見をもとに住民との信頼・

協働のまちづくりを確実にしていくことが

求められますが、改めてタウンミーティン

グのお考えをお聞きしたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員おっしゃったように、確実なまちづ

くり。そういったことを進めるにあたって、
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御意見をうかがうことというのは大事なこ

とだと思っております。その観点からも、

今これからというか、これまでも地区福祉

委員会でありますとか、ＰＴＡの役員さん

とも直接お話をし、御意見を伺い、できる

ことはやってまいったところでございます。 

  また、これからもよりまち・ひと・しご

と総合創生戦略を確実に進めるということ

で、それぞれテーマに沿って、団体等とそ

ういったテーマと対象を絞って、そういっ

た形というものはやっていきたいと思って

おります。今、広くタウンミーティングと

いうことについては、今は考えておりませ

んけれども、このまち・ひと・しごと創生

総合戦略を進めるにあたって、今言ったよ

うなテーマ・対象等を限った形で確実に進

めていきたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  具体的に計画をもって、そういうことを

していかれるのか。そういう計画も立てて

おられるんですか。具体的な計画。ぜひ、

お聞かせください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今、アクションプラン等ちょうど作成中

でございます。それも踏まえて、決まり次

第進めていきたいと思っております。今、

具体的にはまだ挙がっておりませんけれど

も、まち・ひと・しごと総合戦略。これを

進めるということは当然やっていかなけれ

ばいけないし、進めるためには必要だと思

っておりますので、そういった趣旨でテー

マ・対象等を絞った形で進めて、やってい

きたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  中井副町長がお辞めになったということ

ですね。大きな穴が開いたように思ってお

りますが。こうした今おっしゃっている具

体的な計画でさえ、まだできてないと。そ

うおっしゃるんですけど。今、もう目前に

新年度は始まるんです。そういう中で、計

画が大まかな目標を掲げておられて、どう

するかいうのは書いておられますけれども

ね。実際、それは進めるにあたっては、人

が動かないとできないんですよね。そうい

うもとで、町長は年に何回か自治会長会を

一緒に開いておられると思うんですね。自

治会長会で、行政連絡会ですね。それを開

いておられるんですから、提案すれば直ち

にこの計画、タウンミーティングは開催で

きる。そういうもんだと思うんです。そう

いうことも期待されていると思うんですけ

ども、その中での提案はどうですか。そう

いうこともされないんですか。お聞かせく

ださい。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど来から話していますように、この

まち・ひと・しごと総合戦略、これを進め

るということはまず第一と考えてますので、

それを進めるにあたって、どうやってテー

マを絞り、やっていただける方の対象も絞

りながらということは考えております。そ

ういった形で進めたいと思っております。

ですので、今、議員がおっしゃったような

形のものは今のところは想定しておりませ
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ん。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  町政運営方針。今回で４回目出されてい

るわけですけれども、その町政運営方針に

今まで掲げられてきたことは、これを実現

させるという公約的なことも含めて、これ

は今も通じてもっておられますか。こう実

現させていくいうお気持ちをもっておられ

るでしょうか。住民との協働のまちづくり

も含めてですけども、その点のお考えをお

聞かせください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員おっしゃっているように、住民との

協働のまちづくりを進めるためには当然住

民の皆様との協力、これは必要でございま

す。そういった意味からも、先ほど来申し

ましたように、地区福祉委員会または、そ

のＰＴＡ等ともこれまで話を進めてまいり

ました。 

  また、これからまち・ひと・しごと創生

総合戦略を進めるにあたって、そのテーマ

を限って、対象を限った形で進めていきた

いというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  私もタウンミーティングされるにあたっ

て、福祉委員、福祉の関係の方、またＰＴ

Ａの方たち、ほかにもされたかどうか。ウ

オーキングですか。そういうところでの、

それをタウンミーティングとおっしゃって

るんですけれども。そういう中でのいろい

ろな話をまとめられるのですかということ

を聞いてきましたら、まとめていきたいと

思いますという答弁がありました。そうい

う中で、どういうことが実現されてきたの

か。お聞かせください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １つは、地区福祉委員会との話の中で、

光風台大橋のフェンスが開いているという

ことで、危ないのではないかというような

話もありましたので、それをフェンスを落

ちないような形のものを設置したりであり

ましたりですとか、あとは、ＰＴＡの全役

員の方に、いろいろお話を伺った中で、ど

の役員の方も、どの地区の方もおっしゃら

れたのが、子どもの医療費。この削減。こ

れは他の市町村に比べても、豊能町、当時

は劣っていたというふうな話がありまして。

これを何とかしてほしいという話がござい

ましたので、そんな意味からも、御存じの

ように、昨年から医療費の、高校卒業まで

の助成ということで。これは大阪府下でも

トップレベルのサービスということで実現

したところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  光風台大橋の安全策。これは議員からも

要望して、一般質問で要望して実現してき

たものだと思います。これは、当然、その

中でも危機感を感じて出された問題だと思

います。子どもの医療費もずっと議会でも

訴えてきた。そういうところでのね。協働

があったと思うんですけれども。しかし、
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もっと大きく捉える、その広い心で、町長、

やっぱり見ていかないといけないと思うん

です。今、２万1,０００もうきれましたよ。

いや、２万きれましたよね、人口がね。２

万1,０００きれてきてますよね。そういう

もとで、どんどんと人口が減っている。だ

からこそ、やりやすくなってるんじゃない

ですか、タウンミーティングというのは。

ぜひ、これを今年度計画して進めて、本当

によりよいまちづくりに進めていっていた

だきたい。そういうふうに思います。され

るのであれば、やはりＰＲして、田中町長

のタウンミーティング。みんなでやはり聞

いて、それに答えていこうというふうにな

ると思いますので、ぜひ進めていってほし

い。やっていただきたいと思います。その

点求めておきますので、よろしくお願いし

ます。 

  次にいきます。図書館の指定管理につい

て、２８年度から２９年度。この計画も財

政健全化推進プランに入っておりますけれ

ども、図書館のサービスと機能の変質につ

ながる公立の図書館への指定管理者制度導

入はなじまないということなんです。先ほ

ども述べましたけれども、民間委託による

税金を使った不適正な図書購入などの問題

なんかも、やはり起こっております。この

小さな輝くまちにしていく。そういう豊能

町にするために、これまで育んできた図書

館の誇りを、ぜひ守るために指定管理者制

度はやめるべきと思いますけれども、その

点の計画の撤回はありませんか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今、議員の御指摘の図書館の指定管理に

ついては報道等で存じ上げております。ま

た、町の図書館協議会の委員の方、社会教

育委員会の提言等によりましても、まだ課

題があるのではないかという御指摘もいた

だいております。ただ、先ほどのように財

政健全化プランの中で、５年間の中で実施

ということで、予定よりはおくれているん

ですけども。それはなぜかと言うと、今の

ような課題等をいかにクリアをして実施し

ていくかということで、現在のサービスを

低下させないよう、さらにはサービスを充

実できるような指定管理ができないかとい

うことで、今も現在、検討を進めておりま

す。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  財政がないからいうことでの推進プラン

なんですけれども。やはり、国が推し進め

ている人件費削減、また指定管理者制度で

安くあがると、そういった宣伝にのってる

と思っております。そういうことで、どん

どんと町職員を削減していくということは、

本当にいざというときに何ができるのかい

う、災害なんかの問題にまで及んでくると

思うんですけれども。これはぜひ、私が図

書館を豊能町で、民間委託ではなく心のこ

もった図書館を、本当に頑張って守り続け

ていただきたいと思います。もう一度、教

育長のお考えお聞かせください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  財政健全化プランにおいて、町長の裁可

によってこれをするというふうに決めまし

た。それで、先ほど教育次長が申し上げた

ように、今御懸念のことは確かに私ども、

ほかから聞いておりますので。そうしたこ

とがないように細心の注意を払って、この

計画を実施していこうというふうな立場で
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おります。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  町長、撤回するお気持ちはありませんか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  今指定管理ということで、サービスが落

ちないように、今の課題も解決しながら進

めていきたいと思っております。今はプラ

ンのとおり、指定管理という方向で進めて

まいりたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  国のプランにのっとって進めていかれる

というふうにしか思えません。これは、最

後の砦として、町長にどのような返事され

るかいうことで聞きましたけれども。諦め

はしませんが、言い続けていきたいと思い

ます。 

  次にいきます。里地・里山の保全につい

て、戸知山の有効活用の計画はないのかと

いうことなんですが。今回２８年度は牧地

区がアドプトフォレストに指定されて、山

林内の不用木伐採や、遊休農地での野菜栽

培を行うとの計画がありますが、戸知山の

適正管理は、今回ボランティア頼みになっ

ております。有効活用の計画はないのかど

うか、お聞かせください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  高尾議員から何回も、御質問をこの件に

ついていただいておりまして、過去から本

町としましても、何回も検討はしてきたと

ころでございますが、実現できていないと

いうところです。以前、議員にはまち・ひ

と・しごとの検討の中でも具体的に考えた

いというようなことも申し上げましたが、

今現在、まち・ひと・しごと総合戦略の中

ででも具体化するようなものはできていな

いというところでございます。 

  ただ、現在、具体的に内容は言えないわ

けでございますけども、事業の提案が民間

からございまして、実際に現地にも行って

いただいて山も見ていただきました。現在

は検討もいただいているというようなとこ

ろでございまして、地元の意見も聞きなが

ら何とか成立にもっていきたいというふう

に思っておりますが。こんな話は過去から

何回もございましたので、これでうまいこ

といくなんていう甘いことは思っておりま

せんけれども。今現在、そういう話がある

ということはございます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  これまで浮き上がってきては消え、浮き

上がってきては消えというような状態が残

念ながらありました。今どういう職種の応

募というか、事業の手挙げている方が、ど

ういうことの仕事かわかりませんけれども。

ぜひ、町がこれではいけるということでき

ちっと調査されて行われるということであ

れば、それは一度また公開していただいて、

報告でぜひ、周知していただきたいと思い

ます。そのときは、住民の理解も得られな

ければならないと思いますけども。その点、

十分慎重に進めていかれることを求めてお

きます。 

  それでは、次にいきます。国保診療所の

安全・安心の医療確保は早期に計画をとい

うことを私、昨年度から言ってまいりまし
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た。東地区唯一の地域医療の要である国保

診療所の診療対応を平生に戻すことが、今

求められています。昨日、国保の建設補助

金が終了することに合わせて、民営化を考

えているとの答弁もありました。高齢化が

進むもとでの医療体制は急務でございます。

どこまで対策をとっておられるのか。また、

実現の可能性があるのかどうかについてお

伺いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  昨日も井川議員の質問にお答えいたしま

したが、今現時点におきましては、医師の

派遣業務を月・金を行っておると。来年度

はその回数をふやしてまいりたい。議員御

指摘の、安心・安全という面から不十分と

いう御指摘もあろうかと思いますけれども、

私どもとしては、照葉の里箕面病院のほう

に課題もありますけれども、往診のことで

あるとか、それから予防接種のことである

とか、住民健診のことであるとか、我々課

題を抱えとるものですから。また、町の側

の問題として、歯科をどのように組み入れ

ての委託とするのかとか。そんな課題はた

くさんありまして、それを、今従前からそ

うですけれども、申し入れて、今検討して

おるというのですか。話し合っとる最中で

ございます。なお、しばらくの間お待ちい

ただいて、早ければ２９年度からの民営化

を目指しているというところでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  現在、箕面病院から来ていただいて助か

っている思いでございますけれども、週２

回の診療ということで、この診療をふやし

ていくということですけれども。２８年度

の業務委託費がやはり高額になっているな

と思います。２７年度よりか随分上がって

いるのですけれども、この点については委

託料が高くついているんじゃないかなとい

うふうにも思いますが。これは余りとやか

く言えるようなものではないかなと思いま

すけれども、この点について、費用の発生

というのは大きなものがあると思うんです。

実際、民間委託にするという方向は、今お

っしゃいましたけども、医療機器の老朽化

や、そういう問題も含めて、本当に実現性

が、実現できる見込みがあるのかどうか。

そういうことはどうでしょうか。民間委託

にするというのは無理な話じゃないかなと

いうふうに思うんですけれども。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  民間委託が、指定管理とかが無理とは考

えておりません。なぜならば、金額が張れ

ばいけるからです。先ほど申し上げたよう

に、東地区は議員おっしゃるように、唯一

の内科の診療機関でございます。医療機関

でございますが。今のまま続けておっても

安心安全なのかどうか。東地区全体を含め

て、照葉の里にお願いした場合には往診も

お願いできないか。それから、今後は在宅

介護・在宅医療の方向に進むことが確実に

なっております。それは国の方針です。し

たがいまして、東地区の全体の医療をお任

せすることもできるのではないか。そのか

わりに、対価は支払わなければなりません。

議員御指摘の、安心・安全とはどの辺まで

なのかを含めまして、今後検討してまいり

たいということで、進めてまいりたいとい

うことでございます。 

  以上です。 
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○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  東地区も、やはり高齢化しているという

ことで、利用者もどんどんふえてくるとい

うことですので、安心・安全の医療体制を

つくるいうことは町の責任であります。ぜ

ひ、その点早期に実現できるように、民間

委託になるかどうかは、それは私は余り勧

めませんけれども、この照葉の里の先生が

来ていただいているいうことを、本当に安

心・安全につながっていると思います。こ

の点十分調査もしながら、また中間報告な

りしていただいたらと思いますので、その

点を求めておきます。よろしくお願いしま

す。 

  次にいきます。地域公共交通の充実でご

ざいますが、バス路線の再編は、高齢者・

障害者・子育て中の方など観光やまちの魅

力発信にも欠かせない対策であります。昨

日の答弁では、希望ヶ丘から千里中央への

トンネル便が朝夕、何便かが計画されると

いうことがあがっておりましたけれども。

ぜひ、これは実現に力を入れていただきた

い。これは強く申し入れておきたいと思い

ます。また、中止々呂美や箕面森町で乗り

継ぐ方々はこのことを強く要望されており

ました。私、このリレー便をよく利用しま

すけれども、そういう方に会う度に、「本

当に早く便利になってほしいな」という声

を聞いております。また、これは強く求め

ておくんですけど。高山の右近の郷が、豊

能町の観光の魅力とおっしゃっております

けれども、その高山へのバス便のサービス。

これを図るべきだと思うんです。このバス

便にしても豊能町の観光は、どのような便

で行ったらいいのか。そういうところも明

確になかなかわからないいう状況です。本

当に、観光として打ち出すという計画であ

るならば、やはり、バス便などのサービス

があるべきだと思うんですが、今後、どの

ような計画があるのか。ぜひ、お聞かせ願

いたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  高山への交通の便でございますけども。

今現在、公共交通を利用した高山、例えば、

右近の郷に行っていただくいうアクセスに

つきましては、阪急バスがございます。平

日は４便、日曜・祝日は２便ということで。

少なくはございますけども、公共交通、バ

スは今のところあると。また、デマンドタ

クシーにつきましても、余野発着でござい

ますが、御利用していただくことはできる

というような状況でございまして。今のと

ころは、さらなる運行は考えていないとい

うところでございます。ただ、このたび、

高山右近が「福者」に認定をされたという

ようなこともございますし、右近の郷もさ

らに活性化していくということも計画され

ておられますので。現況を上回るニーズが

ございましたら、もちろんそのときは、さ

らなる利便性の向上を図ってまいりたい。

そのときは検討するというふうに思ってお

ります。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  高山では、いろんな催しもされておりま

す。そのときには、臨時バスなども、町が

配置したりすることもあると思うんですけ

れども。やはり、観光をいうことであれば、

豊能町内だけでなく、外からもたくさん来

ていただく。そういうことでの足の便がい

ると思うんです。そういう交通の案内など

が大変求められています。観光協会の方も、
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ボランティアの方たちも、交通が一番問題

なんだというふうにおっしゃっております。

この点について、今は御答弁いただきまし

たけれども。ニーズがふえれば検討もする

ということですけど。そういう声を大きく

すればいいわけですね。そういうことを、

ぜひお伝えしながら検討もしていただきた

いと、ニーズに応えるサービスをしていた

だきたいと、そのように思います。これは、

地域公共交通の中では、話ができるのかど

うかわかりませんけれども。その点につい

てもできる限りのところを、ぜひ頑張って

いただきたいと思います。 

  次に聞きます。財政についてですけれど

も、政府予算はひと・まち・しごとと創生

事業費、一億総活躍社会の名のもと、地方

自治体には職員給与などの人件費削減や地

方単位で行う公共事業、公共サービスの縮

小など、地方財政の抑制を前面に掲げてい

るトップランナー方式を自治体に押しつけ

ようとしているわけですが、地方交付税は、

先ほども言いましたが、削減され続けてお

り、成果主義への転換を狙うものになって

います。町として導入は中止すべきと国へ

申し入れるべきではないでしょうか。 

  一方で、ばらまきもあります。あらゆる

交付金や補助金を調査して、町の活性化に

つながる財源を獲得することが今最も求め

られることでございますが、行動は起こさ

れているのかどうか。お聞かせください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  トップランナー方式でございますけども、

今議員がおっしゃったとおりでございまし

て、市町村・都道府県が行革に頑張ってい

る度合い、合理化をしている度合い、先進

的な取り組みをしている度合い、それらを

交付税の算定に用いようというような制度

でございます。２８年度は何をしようかと

しているというと、地方税、税の徴収率、

これを、これまでは全国平均で見ておった

ものを上位の３分の１の自治体に、それだ

けを見て、それを普通の徴収率というふう

にしようというようなことで、基準財政収

入額に反映させようとするものでございま

す。 

  本町の場合は、町税の徴収率が全国より

も高くございますし、上位の３分の１にも

入っておるというふうに思っておりますの

で、このたびのトップランナー方式につき

ましては、十分対応できているというふう

に考えておるところでございます。 

  また、交付税以外の交付金とか補助金に

つきましては、これまでも予算の編成にあ

たっては獲得するように努めてまいりまし

たし、そういう国の交付金、補助金がある

ものを優先的に予算化してきたというよう

なこともやっておりますが、今後につきま

しても同様に、できる限りの交付金、補助

金を獲得してまいりたいというふうに考え

ております。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  成果方式で成功ができなければどうなる

のかいうことでございますが、本当に惨め

な思いをしなければならない状態になって

いくんだろうと思いますけれども、それは

絶対許すことはできません。交付税は、地

方交付税を合理的かつ妥当な水準において

地方行政を行う場合、または標準的な施設

を維持する場合にいる経費としてですね、

交付金は地方自治体の本旨を尊重して条件

をつけ、またその人を制限してはならない

というふうに定められているものですから、

そういう成果方式に押されてどんどん人件
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費削減、またサービスを低下するようなこ

とはあってはならないと思いますので、そ

の点十分、町として考えて進めていってい

ただきたいと思います。町の発展のために

やっていただきたいと思います。これは強

く求めておきます。 

  次にいきます。教育問題についてお伺い

します。小中一貫教育についてですけれど

も、平成２２年２月、「豊能町立西地区小

学校の適正規模及び適正配置について」提

言を受けて、教育委員会は昨年８月６日に

開催された小中一貫教育等充実検討委員会

で出された今後の小中一貫教育等に関する

方向性としての資料を出されました。しか

し、小中一貫教育と言われていますけれど

も、狙いはどこにあるのか。まずお聞かせ

ください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  小中一貫教育の狙いということで、一般

的に申せば、小１ギャップ、中１ギャップ

や、あるいは小学校に上がったときの難し

さでありますとか、それから教育内容の連

続性が十分じゃないでありますとか、ある

いは、だんだんと小学生も体格やら何やら

が大きくなってきて、今の制度に合わない

んじゃないかと、さまざまな問題、そして

本町における子どもの数の問題、そうした

ことを踏まえて今の学校における教育、保

幼も含めて、それをどのようにしていった

らいいのかというようなことを考えていく

ために検討委員会をつくって今検討してい

るわけですけれども、そうしたさまざまな

今日的な教育への要望、あるいは今日的な

教育的な課題を解消するということが狙い

になっています。 

  ２２年にクラスがえが必要ではないかと

いうような提言を受けまして、それで今御

指摘の、教育委員会の会議においていろん

な検討をしまして、隣接型、併設型で、で

きれば保幼の施設のことも配置も考えて。

委員の中には、中学生がすぐに子どもをだ

っこしに行けるような、そういう優しい環

境がいいねというような人もいますけども。

そうしたことも含めて、教育委員会として

は学校のカリキュラムの問題、それから配

置の問題について、一定のビジョンと言い

ますかね、一定の考えをお示ししたという

ことであります。 

  それを受けて今現在、校長・教員の専門

的な立場からの御意見、それから保護者の

代表の方から子どものためにどうすべきか

という角度からの御意見、そういうのを受

けて、それらまとめて提言としていただき、

今後の教育委員会、教育行政をどのように

進めていくか、カリキュラムの位置づけ、

それから学校環境をどのようにしていくの

かというようなことについて、それを参考

にして、受けながら検討していきたいとい

うのが今の状況でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  私どもは、この狙いは、国は人件費削減、

また施設の売却などを推進していると思っ

ております。そのように、いろいろ資料見

ていたら、そういうふうに考えます。私は

教育の少人数学級は、本当に行き届いた教

育が行われ、また家庭的な教育ができると

いうふうに思っております。 

  平成２２年の提言は、児童生徒の環境変

化、学校と地域とのかかわり等で、メリッ

ト、デメリットが丁寧に細かく配慮された

資料だと思っております。大切なのは、児

童の立場に立って、地域社会との関係を重

要視されているということでした。読んで
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みますと、それが重要視されています。小

中一貫校というのは学校教育法の制度に位

置づけられた学校ではないことから、一貫

教育や一貫教育校について公の定義はない

ということですね。学校を設置する自治体

が独自に小中一貫教育を実施しているのが

現実であります。急いで推進することはな

いと思います。 

  提言に記載されていますが、適正規模と

いう観点から学校数を変更する必要性が生

じた際には、これまで培われてきた学校と

地域社会との関係を尊重し、保護者や児童

に過度の負担とならないように工夫する必

要があるとしています。これは、住民のニ

ーズを十分把握することが大切だとうたっ

ています。理解を得るための説明会を開く

ことが求められますが、どのようにお考え

でしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  売却をすると、それまで借りたお金を一

遍に返さなくちゃいけないんですね。です

から、学校の施設を使うとなると無償貸与

とか無償譲渡でないと、とっても損しちゃ

います。ですから、売却がそもそもの目的

でないかということは考えにくいこと。 

  それからもう１つは、人件費削減なんで

すけど、たしかに事務系の人が、２校にい

た事務系の人は少なくなるんですが、教員

の数はほとんど変わらない、いうことです

から、これ国庫負担が３分の１ありますの

で、この学校統合によって人件費削減とい

うことについては、事務系が少なくなると

いうことは確かにそれがあると思うんです

けど、教員に限って言えばほとんど変わら

ない状況ですので、それほどメリットみた

いなものはないんではないかなと思うので、

今の売却と、それから人件費抑制のために

そうするというようなことに関しては、そ

うではないんではないかなというふうに私

は思っております。 

  それから、今おっしゃったように、一気

に学校を統合するとかそういうようなこと

ではなくて、あくまでも小中一貫教育とい

うもの、今おっしゃったことも御意見とし

て、もし仮にこれから、じゃあずっと小さ

い学校にとどめておくのか、いやそうでは

ない、もうこのぐらいなったら、高山小学

校が特になったんですね、それがいいかど

うか別にして、そういった状態を町として

考えて、そして今おっしゃった人と人との

関係を大切にして、そしてカリキュラムの

中にそうしたものを入れていくですとか、

それから住民の方々に共同的に教育を行う

とかっていうようなことを考えつつ、最も

本町にふさわしい教育ができないかという

ことを模索している、考えているというと

ころだと思うので、貴重な御提言として承

ります。 

  それから、小中一貫教育というのは制度

上ないと言いましたけども、昨年度、学校

教育法によって義務教育学校が規定されま

した。幼稚園から専門学校まで、小学校や

中学校や高校があるんですけど、そこにな

かった義務教育学校という制度ができまし

た。この、先ほどちょっと申し上げました

ように、義務教育学校については教員の配

置は小学校の部分と中学校の部分、独立し

てありますので、教員が少なくなることも

ありません。それをどのように町として取

り入れるかどうか、あるいは取り入れない

かどうかはこれ任されています。おっしゃ

るとおりです。ですから、一貫校というこ

とについては一貫校という形、それはもう

多様です。併設型、隣接型、施設一筆型、

さまざまあります。 
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  しかしながら制度上、義務教育学校とい

うことが置くことができるということは、

国によって法制を整備されております。そ

の点は、それを積極的に捉まえるかどうか、

それについては考えなきゃいけないんです

けども、重要なことは確かに、その地域の

文化に溶け込んだ学校があります、でも、

少なくなっていくとしたら、子どもが少な

くなってきたら。それは本当、ずっとほっ

といていいのかどうか。町としてもう少し

教育ができないかどうか。先ほど来、「教

育のまち 豊能」ということで、教育がこ

のまちおこし、まちの活性化に非常に重要

だということが、いろんな方から言われま

す。そのためにいい形は何なのかというこ

とをきちんと考えていこうということがす

ごく重要だと思いまして、そういう観点で、

教育委員会としてはこういう形はどうでし

ょうか、ということを言って提案をさせて

いただいているということであります。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  私が調べました小中一貫教育についての

ことですけれども、団体が全国１００校に

アンケートを実施されてですね、問題点が

挙げられています。開校された施設一体型

一貫校では通学バスの問題や通学の安全問

題、行事やクラブ活動などがバスの運行時

間に制約されるとか、授業時間の問題で、

７から９年生いうのは中学のことですが、

中間期末考査時における問題、また授業時

間数の休憩時間に入るときなど試験に集中

できないとか、小学生は自由に遊べない。

そんな問題が浮上してるということでござ

います。小学生用の遊具が少ない、また運

動会や体育祭での出番が減る、６年生のリ

ーダー性が育たないなどさまざまな矛盾が、

問題が出ているということですので、また

小中一貫教育の名のもと授業のパターンや

流れ、学習規模などと称して、スタンダー

ドと称して市町村教育委員会が提唱し、学

校現場への導入、普及の動きが急速に高ま

っている。大阪府内でもあちらこちらで８

校ぐらいですか、そういう小中一貫教育、

今おっしゃった義務教育化というふうな方

向も出されて、義務教育学校ですね、いう

ことを法制化されてきて、いうわけですけ

れども、そういうところでの問題とともに、

小中一貫教育を推進する人々には小学校か

ら中学校への環境変化についていけない中

１ギャップの解消、６・３制から４・３・

２制への小規模校の解消で切磋琢磨を、な

どを挙げてその正当性を主張しているわけ

ですけれども、いずれも教育根拠に乏しく

説得力に欠けているということでございま

す。その証拠に、今では中１ギャップの解

消論は姿を消してきています。文科省の小

中一貫教育、義務教育学校法制化の中でも、

６・３制は堅持されているわけです。 

  また、少人数指導の有効性は、文部科学

省も丁寧に住民の理解と協力を得るべきだ

と言っております。英語や数学においても、

クラスを分割した少人数指導が今広く行わ

れていますね。そういうもとでの授業の大

切さ、少人数だからできる教育、こういう

ところでは効果を上げているわけです。行

き届いた教育、運動会や文化祭では子ども

たちが主役になれると、そういうメリット

が多く言われています。義務教育でのこの

ような児童生徒の成長の発達段階で、この

ような指摘がありますけれども、メリット、

デメリットについては把握されているのか

どうか、お聞きしたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 
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  今言われました課題につきましては、私

どものほう勉強しております。 

  国が出しております、文部科学省が２６

年９月に実態調査を行いまして、その結果

を見ますと、学校のほうは９６％ほど成果

があるという答えになっております。ただ、

重複して答えてますように課題もあるとい

うのは７７％いうことで、やはり解決して

いかなければならない課題があると思いま

す。そういうようなのに向けて慎重に検討

して、いい義務教育ができるようにやりた

いなと思っております。よろしくお願いし

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  以上で、日本共産党の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は１４時３０分とします。 

（午後２時１９分 休憩） 

（午後２時３０分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、大阪維新の会の一般質問を行いま

す。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

００分とします。 

  小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  小寺でございます。 

  ３月３日に、「財政健全化推進プラン」

これが、新しいものが配られました。その

中で平成３０年度、この図の中で基金、自

由に使える基金、財政調整基金、これが１

３億5,９００万しかもう残っていないと。

もう危機的な状況になっていると。この表

から見ますに、毎年３億から４億の基金を

取り崩すと。当然、この財政調整基金から

取り崩すわけでございますが、そうすると

４年でこの基金の底が、どうもつきそうな

感じがいたします。そうすると平成３４年

度に基金はなくなると。 

  基金は皆さん御存じのように、目的以外

には使えないので、使えるのはこの財政調

整基金だけですよね、自由に使えるのはね。

そうすると、あと４年っていう限られた時

間の中で何とかしないといけないというこ

とでございます。 

  まず、５番目の地方創生戦略会議のとこ

ろからいきたいと思います。今、地方創生

が声高に叫ばれております。豊能町の地方

創生戦略会議は順調に推移しているのでし

ょうか、お伺いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まち・ひと・しごと創生総合戦略の審議

会でございますけども、これまでに計３回

実施をいたしまして、また、分科会もあわ

せてやっておりますが、それは５回実施を

してきております。その審議会、人口ビジ

ョンなり総合戦略なり御審議いただきまし

て、またパブリックコメントも行ってきた

というようなところまできております。分

科会においてはアクションプランを作成す

るために、具体の御議論も頂戴をしており

まして、今月中に最終の審議会を開きまし

て、総合戦略とあわせてアクションプラン

も答申をいただくという段階でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  地域の特性を生かして、地方がみずから

考えてやりなさいと、そういう国の指針で

ございますが、私たち豊能町に夢と希望を

もたらすようなものを期待しておるのでご

ざいますが、具体的な案が町長にございま
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すでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まち・ひと・しごと創生総合戦略、この

中でしておりますのが大きな、まず柱とし

て、今後、人口減少の超高齢化がもたらす

厳しく困難な未来、これを変えていくとい

うことで、持続可能な町の実現を目指すと

いうところでございます。その中で柱が４

つございまして、戦略実施を通して若年層

が選びやすい環境をつくる、住みたくなる

子育て環境をつくる、こういった２つの柱

で若者は活躍でき、安心して子育てができ

る地域づくり、定住の促進による社会減、

自然減の抑制を実現していきたいと思って

おります。 

  また、「地域の資源を仕事とお金にかえ

る」という柱と「避けることができない未

来に備える」この２つの柱で、こういった

ことの展開によって交流人口の拡大とか持

続可能な町の基盤による人口減少、超高齢

化社会においても持続可能な地域づくり、

こういったことを実現してまいりたいとい

うふうに思っている次第でございます。 

  具体的な取り組みといたしましては、空

き家の流通促進や土地利用の推進、またシ

ティープロモーション等々、こういったこ

とを考えていくところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今いろいろございましたけれど、少子高

齢化、それから人口減少。このような問題

ばかりが重視されているようでありますけ

れど、実際に、これからの世の中っていう

のが、貧困の問題のほうが多分大きく取り

上げられると思います。絶対的貧困、相対

的貧困、この２つがありますけれど、幸い

にして豊能町の貧困っていうのはどのくら

いあるものか。御存じだったら教えてくだ

さい。 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後２時３８分 休憩） 

（午後２時３９分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  あとで答えていただきますので。また質

問続けてください。 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  大阪が全国で２番目の貧困率が高いんで

すよね。２０％超えてたと思います、２0.

８かな。沖縄がナンバーワン、一番悪い、

３０パーセント超えてる。そういう中で、

豊能町は非常に恵まれた地域であるという

ことですよね。 

  しかしながら、このままの豊能町であっ

ては、この貧困問題っていうのが豊能町に

ももうやってくることは火を見るよりも明

らかであります。貧困というのは何もお金

があるかないかだけの貧困じゃなしに、夢

と希望があれば貧困っていうのはある程度

乗り越えられるって言うんですよ。そうい

う幸福度の研究をしている自治体も結構あ

ります。お金がなくても皆さんの、その立

派な方が子どもたちにお話を、自分の体験

とかお話してですよ、目がぎんぎらぎんぎ

ら光ってくるとか、本物の言葉で子どもた

ちの心を揺さぶることができるわけです。

そういう取り組みをどんどんやっていただ

きたいと思います。 

  それでは、１番のこども見守り発信機と

認知症対策について、移ります。２月８日
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の新聞に、箕面市が市内全小中学生にスマ

ートフォンを利用した位置情報を確認する

システムの実証実験を始めると、そういう

報道がありました。これについて、今、豊

能町の子どもの見守りはどうなっているの

か。ちょっと教えていただけますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  本町におきましては、教育委員会ではな

いんですけども、平成２５年にある業者か

ら学校へこういうサービスがあるというこ

とで、学校の門を出入りしたときに登録し

ている携帯にメールを発信するというシス

テムの情報提供があって、こういうのつけ

ないかという相談がありました。学校で、

保護者負担がかかる話ですので、学校とＰ

ＴＡとお話しされたりする中で、豊能町は

本当に感謝するところなんですけど、地域

の見守りもたくさんあって、そういう中で

どうするかといういろんな判断されたとこ

ろ、４校の小学校のうち２校が、今それを

実施されております。そのうちの１校は半

数程度が登録され、もう１校は３分の１程

度の登録率になっております。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  それは、どのようなことで、子どもの安

心を担保するようなシステムになっており

ますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  子どもがランドセルのほうにＩＣタグと

いうのつけておりまして、学校の門、２カ

所あれば２カ所、１カ所なら１カ所という

とこで、業者のほうがセンサーをつけまし

て、そこを通過したときに保護者に「今学

校に来られましたよ」というメールが届く。

帰るときにはまた、そこ通られたら「今学

校出ました」というメールが届くというこ

とで、保護者が、学校の出入りがわかると

いうシステムです。 

  今年度からですかね、その業者のほうが

新たな追加がありまして、ＧＰＳという、

そういうものを別に、それ別契約なんです

けども、を持つことによって、保護者が自

分の端末から今子どもがどこにいるかって

いうのわかるシステムも導入されたと聞い

ております。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  ちょっと、暫時休憩してもらえます。 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後２時４５分 休憩） 

（午後２時４６分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  それで、それを採用するに当たり、全て

の生徒さんにそれが行き渡っているんでし

ょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  採用しております２校につきましては、

入学説明会等で保護者にチラシを配って説

明しているということを聞いております。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 
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○８番（小寺正人君） 

  箕面では同じシステムでやってるんです

けど全員に配ってると、メールのサービス

を受ける人だけ３２４円払ってやってると。

とにかく持ってるのは全員持ってると、そ

ういう話ですねんけども、豊能町では全員

が持っていないんですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  このサービスにつきましては、保護者と

業者との契約という形になっておりますの

で、その登録をされて、利用料を払われた

方がお持ちやと思っております。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  阪神電鉄のシステムですね。阪神電鉄に

話を伺いに行ったときも、全員が持ってる

と。それで、お金を払ってくれる人だけに

メールサービスをしていると、そういう話

でしたよ。だからなんか、先ほどの説明が

多分おかしいと思います。確認してくださ

い。もう、あとでいいです。 

  それから、箕面では小学校、中学校全員

持ってるんですよね、全員。豊能町はなぜ

全員に持たさないのかね。何で持たさない

んですかね。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  先ほども言いましたように、行政が予算

を出してやってるというシステムじゃなく

て、保護者の方の選択によって実施させて

いただいたと、２５年度。そのときにはＰ

ＴＡの御意見伺いながら、導入される学校

とされない学校とがありました。ですから

行政としてしているわけでなくて、保護者

の方が任意で加入されているというシステ

ムを取っております。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  何度も悪いですけども、全員に配って、

それで、サービスを受ける人だけにメール

サービスをしてる、そういう話でございま

す。今残っている光風台小学校や中学校、

これなんかも豊能町の負担はないんですよ

ね。メールサービスを受ける人だけが受益

者負担として払っていると、３２４円払っ

ていると。そういうことですから全学校に

つければいいじゃないですか。どうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  平成２５年のとき、導入のときの業者が

なぜ学校のほうに行ったか、ＰＴＡと話さ

れたかといいますと、行政に対しての設置

をしましょうということではなくて、ＰＴ

Ａとか学校が受けられるなら工事費用も全

て持ちますという形で、教育委員会が受け

ることができなかったという、言うたら工

事費を全て業者が持っていただきました。

教育委員会がするとなったときには工事は

別ですという話でしたので、学校ごとに御

判断いただいたというようになってるんで

すけども、やはり実際に行政が、箕面市が

始められたというとこで、業者に問い合わ

せ等しますと、教育委員会がするには機械

をつけるであるとかそういう部分の負担は

お願いしますということで、今やっている

ような料金というんですかね、ではできな

いというふうなことを聞いております。そ

れも全部、今のところどういう金額かかる

のかということは一応検討して、学校のほ
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うにも再度、２年たっておりますので、こ

ういう状況ですので、また学校のほうにも

意見を今聞いておるところでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  もう一度お確かめになってですよ、豊能

町に何も負担がないと、受益者負担ですよ

というなら、もう全部につけてやったほう

が私はいいのではないかと思います。 

  それと、今新聞に載っている新しいシス

テムはまた違うシステムですよね。それは

御存じですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  先ほどお答えした中にあったんですけど、

多分、箕面がされてる位置情報サービスい

うことですので、ＧＰＳサービスというこ

とで、多分学校出た・出ないでなくて、ど

こに子どもがいるかということを把握でき

るというシステムだと思います。それは今

豊能町で採用しております、豊能町じゃな

いですね、学校のほうでやっておりますこ

とにも、今年度からやと思うんですけども、

そういうサービスを付加できますよという

説明を受けておるようです。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今の情報がどうも不確かな情報ですよね。

正しく伝わっていない。我々は実際に聞い

てきましたから、そういう情報ではありま

せん。だからもうちょっと、３月３日、新

しい情報なんですけどね、確かめてもらっ

て対処してもらったらいいのではないかと

思います。 

  もう１つ、伊丹市がですよ、市に市域1,

０００カ所でしたかね、1,０００台の防犯

カメラを設置した。同じようなシステムを

始めるんですよね。それがまさしく、阪神

電鉄が行う新しいサービスです、これは把

握してますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  防犯カメラと、いわゆるＧＰＳと両方兼

ねたということで、先ほど議員から資料い

ただきました。それについては豊能町のほ

うでは保護者説明等の中にはなかったよう

でございます。ですから初めて知りました。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今回、予算の中に1,４００万円、通学路

に監視カメラを設置するという予算がつい

ていますよね。これはどこが担当している。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  豊能町生活福祉部住民人権課でございま

す。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  箕面も、それから伊丹もですよ、認知症

患者、高齢者の認知症の方を探し出すシス

テムとしてこれを活用しようと、そういう

もくろみでこの３月から伊丹は始まった。

それから、４月から箕面は始まった。別会

社のものです。全く考え方も違います。し

かしながら、子どもの安心・安全もできる、

認知症もできる、そういう話になると、こ

れ、教育委員会と住民人権課と、横串を刺
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して調整されて、1,４００万円の使い道と

してもうちょっと検討なさったほうがいい

んじゃないかと私は思いますが、いかがで

しょう。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  議員御指摘の、箕面のシステムが４月か

ら実証実験を行うと。この実証実験につき

ましては議員御指摘のように、小中学生全

員に小型の発信機を配付する、それも会社

のほうが無償で全員に、なので箕面市のほ

うでは予算を組んでおりません。そして、

５００ポイントの検知ポイントを設けると。

それは市立の中学校であるとか、公立施設

であるとか、コミュニティバスであるとか

を検知ポイントとすると。それに加えて各

個人のお持ちのスマートフォンには見守り

アプリという無料アプリをダウンロードす

ると。そして近くで、７０メーターがマッ

クスなようでございますが、近くで子ども

たちの胸から発信したブルートゥースの電

波をひらって、そして表示する、位置情報

を表示すると、こういうことなんですよね。

箕面市のほうに問い合わせましたら、これ

につきましては、子どもたちなわけですが、

認知症の方にも使用できるのではないかと

いうことで、今この会社の方々と詳細を詰

めて、８月以降には実証実験を実施したい

ということでございました。 

  私、お答えいたしますが、そのことをお

聞きして、またこの機器の特徴をお聞きし

て検知ポイントが多いほど、なので、個人

がスマートフォンにダウンロードをした台

数が多いほど正確に位置が割り出せられる。

豊能町の場合にはどうなのかと、市街地は

いいだろうと、今の場合認知症のことを私

申しておりますが、市街地には向いている

のではないのかと思う、そういう思いを持

っております。 

  一方で、山林の多い豊能町のところでは、

東地区であるとかにはちょっと難しい部分

もあるのではないのかなと。したがいまし

て、今後箕面市のほうで８月以降に実施さ

れる、実証実験される認知症の対応を見さ

せていただいて、本当にふさわしいのか、

ふさわしくないのかを調べさせていただき

たいと思います。 

  以上です。 

○総務部長（内田 敬君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  箕面のシステムと伊丹のシステムは違う

んですよ、会社も違うし。私、見るからに、

箕面のほうは広島のベンチャー企業、オッ

ターっていうベンチャー企業使ってやって

るそうです。何か特許を取ったとか、取ら

ないとか、そういう話がまだ確認できない

状態らしいです。ブルートゥースのＩＤが

盗まれると。そういう問題が実はあるんだ

けれど、箕面の担当者はそれがどうもわか

ってないような感じでした、行ったらね。

大丈夫大丈夫という言い方しましたけど、

目の前で動かしてみたらＩＤがとれるんで

すよ。そうすると、またややこしい話にな

りそうだなと思いました。伊丹のほうは私

は知りませんけども、阪神さんはそういう

問題をブルートゥースの場合ははらんでい

ると。で、伊丹のほうは、カメラとそれか

らその位置情報を渡す、そういうシステム

らしいです。箕面は、逆にその子が通った

ところにスマートフォン持ってる人がＧＰ

Ｓをオンにして、ブルートゥースをオンに

したときそれを認識することができると、

そういうシステムらしいです。それで、こ

れをしっかりと検討なさって、1,４００万
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円も使うんだから、もっといい形で使った

らどうかと思うんですけどね。両方使える

んやから。どうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  私が言うのも変なんですけど、ＧＰＳが

確か３６０円ほどの使用料使ってやってる

と、メールだけは８００円。会社がやって

るもんですから、１つの懸念材料、やらな

いという意味じゃなくて懸念材料なんです

けども、小さな学校はペイしないのでやっ

てくれないんですよ。そうしたことだとか、

それからそれの代替手段はどうなのかとか、

そういうことを総合的に判断して校長から

あるいはＰＴＡの方から意見を聞いて、今

のお話については、教育委員会としては考

えさせてもらおうかと思っています。 

  私は、以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  予算につきましては、今ここで予算特別

委員会があるわけですから、そちらのほう

で議論をしていただきたい。 

  私は先ほど申し上げたように、このシス

テムは認知症の方の、言葉が悪いですけど、

徘徊とか位置情報に利用されたらどうかと

いう提言でございますので、これにつきま

しては先ほど申し上げたように、箕面市自

身が８月以降に実証実験をなさる、その実

験のなさる中で、豊能町の地域性で本当に

生かせるかどうかを、私どもは勉強したい

というふうにお答えいたしました。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  これは地域創生の関連の予算を使うんで

すよね。違いますか。単独で使うんですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  府の助成金を使うもので、正式名は私忘

れてしまいましたけれども、自治会が設置

なさる防犯カメラに、市町村が助成をする

場合には府のほうから助成される、この制

度を利用しての予算計上でございました。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  補助って言ってるんだから、自治会が主

体的にやりなさいとそういう意味ですかね。 

  そしたらどこの企業のとか全部、自治会

が折衝するということですか。 

○議長（岩城重義君） 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  そのとおりでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  そうすると、Ａという自治会はＢという

自治会と違う会社を選択すると、そういう

ことになってくるんですか。 

○議長（岩城重義君） 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  この場をお借りいたしまして、先ほどは

申しわけありませんでした。私承知してい

ない数字を申し上げます。 

  豊能町の現在の生活保護世帯の数でござ

いますが、昨年、平成２７年１月１日には

２１世帯、現在の２８年３月８日には１９

世帯でございます。先ほど私申しわけあり

ませんでしたけれども、防犯カメラのお尋
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ねですが、この大阪府の助成制度は、防犯

カメラ設置促進事業府補助金という事業で

ございます。 

  先ほどお尋ねのＡ自治会・Ｂ自治会、こ

れが防犯カメラのメーカーが異なったりす

るのかということのお尋ねであったと思い

ますが、そういうことはあり得ます。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  やはり統一的に認知症の方も探せるとか

いう、何か統一感を持ってね、役場のほう

が主導権をとって教えてあげたほうがいい

んじゃないですかね。役場のほうが混乱し

ているような感じを受けますが、どうです

か。もう教育委員会と町長部局が一緒にな

ってやっていくというほうがいいんじゃな

いんでしょうか。町長どうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  防犯カメラは先ほど来からございました

ように、大阪府の補助金をもらって実施す

るものでございまして、今御提案いただい

た、議員の御提案は、防犯カメラのところ

に、せっかくつけるのであればビーコン、

小型無線機も付けてという御提案だとは思

います。そういったことで、今これ初めて

見させていただいたんですけれども、それ

がその府の補助金に該当するのかどうかと

いうことも今のところわかりませんし、そ

れとあと費用面、今回予算計上させていた

だいておりますけれども、その辺もわかり

ません。それと、どれだけかかるかも追加

になるのかもわかりません。 

  ですので、いい御提案だとは思うんです

けれども、我々その大阪府の補助金にのっ

とって防犯カメラやろうとしているところ

でございますので、こういったことがある

ということは勉強させていただきますけれ

ども、今回の予算の中で反映するというの

は若干難しいのではないのかなと思ってい

る次第でございます。以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  何度も恐縮ですけども、やっぱりもうち

ょっと勉強されて、統一的にやられたほう

が私はいいとそのように思いますので、検

討してください。 

  次に、６月議会、９月議会、１２月議会

と保育所の民営化の議論を進めてまいりま

した。１２月議会では、幼稚園の民営化と

いうことで議論してきたんですけれど、ち

ょっと数字的に、特に幼稚園は非常に複雑

な計算方法がとられてるようで、我々もい

ろんなところ視察してまいりましてね、傾

向として大阪府下の幼稚園は民営化という

ことになってるんじゃないんですかね。ど

うですかね、その情勢は。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今回幼稚園につきましては、府の私学大

学課のほうに聞きましたところ、２６年度、

２７年度とも公立の幼稚園を民営化したと

ころはないというお返事です。ただ２８年

度は今１園予定されていますという情報を

得ております。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  基金が底をつくというカウントダウンが

始まってる段階で、保育所を民営化すると
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１億4,０００万、毎年浮くという数字が出

てるわけですね。 

  で、幼稚園、これも前回はちょっと数字

が出てなかったんですけど、今回ちょっと

読み上げますので、御覧になってもらえま

すか。公定価格。この金額で経営しなさい

運営しなさいっていうのが公定価格。豊能

町の場合はひかり幼稚園がそれに該当する

と思います。そうすると公定価格は、8,１

００万。これで運営しなさい。民営になっ

たらですよ。で、国が２0.２５％、1,６４

０万円を補助してくれます。大阪府が２3.

８７５％、1,９３０万円を助成してくれま

す。で、町の負担が府と同等で２3.８７

５％、1,９３０万円の負担をしますと。で、

国基準の保育料が2,６００万、３２％負担

したらいいと。 

  ここのところがちょっと問題のところで

ありまして、今現在、豊能町は応益負担に

なってるのか応能負担になってるのかどっ

ちになってますかね、保育料は。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  保育料の設定につきましては、以前は所

得税、今は市町村民税の課税のもとに保育

料を決めておりますので、応能負担です。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  ここのところがそうすると、所得に応じ

て高い人たちが来るとたくさんもらえるし、

所得の低い人がたくさんおられると少しし

かもらえないと。この差額を豊能町が埋め

ていかないといけない。そういうことにな

りますね。 

  で、この図の下の図が豊能町立幼稚園の

運営費というところでございますけれど、

今現在は、国の負担を受けていないと。町

が負担していると。それから大阪府の負担、

これも大阪府から助成を受けることができ

ない。そうすると、1,９３０万円は豊能町

が負担していると。そして町が負担すべき1,

９３０万円があって、町独自の補助金を渡

していると。 

  そうすると、幼稚園児さんにとっては、

非常に安い金額で行けるようになっている

ので、保護者には助かるようなシステムに

なっておりますけれど、ここ見たら明らか

に国の負担1,６４０万円、大阪府の負担1,

９３０万円、これを民営にすればもらえる

わけですよね。明らかに3,５７０万円がも

らえるわけですよ。 

  だから、民間にしてそこを手厚く保護者

さんが少なく払うように調整すればいいわ

けですね。それを大阪市もやろうとして、

無償でやる言うのはこの金額があるからで

すよね。できるのはね。 

  だから、公立でやらないといけないとい

うコンセンサスはどこにあったのか。僕は

不思議でならなかったので、ちょっと調べ

てみましたら、平成２０年の１０月に「こ

れからの豊能町の保育所・幼稚園の保育・

教育施策のあり方についての提言」という

のが出てまして、これで公立のままやって

いきましょうという結論になってるんです

よ、これが。これが縛りになって、民営と

いうことを全く考えてこなかったと、豊能

町は。もうそうとしか思えないわけですけ

れど。これ事実ですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  平成２０年１０月、「これからの豊能町

の保育所・幼稚園の保育・教育施設のあり

方について」ということで、豊能町立保育



 

 3－57 

所・幼稚園の今後のあり方検討委員会から

提言をいただいております。 

  その中で全体像の中で、豊能町の就学前

保育・教育施設としては民営化という方向

も検討された、であと中略なんですけれど

も、しかし採算が合わなければ閉鎖される

とか私立の場合は、就学前保育・教育の継

続・安定的提供・質の維持等を考えた場合

には今後も公立施設として存続することが

望ましいと結論づけられたというふうな一

文がございます。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  そのときはそのように委員の方が結論づ

けられたようでありますけれど、ずっとど

この自治体見ても公立でやっていこうなん

ていうところはもうどこにも見当たらない

状態ですよ、今ね。だから真剣に、民営化

を考えていかないといけない。これが幼稚

園で3,５７０万ですか、それで保育所で1,

４００万。そしたら約１億8,０００万円ほ

ど原資が出てくるわけですよね、お金が。

払わなくていいお金が出てくるわけですよ。

だから今、お金がないないと言っているん

だったら、こういうところをしっかりとや

っていけばいいのではないかと思うんです

けど、町長いかがですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  幼稚園の話につきましては、先ほど議長

からもありましたように、やはり町として

公立で守っていかなければいけないような

サービス、そういったこともあるのと、そ

れと民間であって、経営が思わしくなけれ

ばつぶれてしまうと、要はなくなってしま

うというような恐れもあるといったことか

ら、先ほどの提言の中でも公立というふう

な答えが一定、２０年度には出てたという

ことでございます。 

  確かにそういった問題もございます。で

すので、そういうことも勘案しながら、た

だ議員がおっしゃった、こういった形で提

言するということが可能だということもこ

れ重々わかっておりますので、まだ結論は

出ておりませんけれども、両方の今の公立

として残していくにあたっての大事な問題、

それと先ほど経費削減という意味では一定

の効果があろうかと思いますので、その辺

をちょっと勘案して、今後検討はしてまい

りたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  保育の質が落ちるという話が必ず出てく

るんですけど、我々が視察した中でそうい

う事実はもう全くないです。高石なんかは

民営化するとき物すごい反対があった。大

阪もものすごい反対あるみたいですけど。

で、やったときには３０人しか集まらなか

ったそうですけど、今から１２年たって今

や３６０人、１２倍になったと。それぐら

い民のほうが受けてると。公立はどんどん

生徒さんの数を減らしてると。それはどこ

にあるのかを考えたら、自明の理やと思い

ます。 

  ここで例えば大阪府の高等学校を考えて

みたときに、まず、学区というのが取り除

かれたんですよね。ほな１学区しかないわ

けです。で、私立の授業料は原則ですけど、

原則無料なんですよ。公立無料です。私立

無料です。そしたら皆さんはどこへ行って

もいいということになるわけですよ。どこ
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行ってもいいんですよ。 

  今まではこの学校行ったら４０万とか５

０万授業料がかかると。そんなお金は出せ

ないから公立行きなさいと言ってた人がこ

こ行けるんですよ、今度。無料だから。そ

うすると、頑張っている高等学校へ生徒が

流れるというのはこれ自明の理ですよね。 

  それで私たちは豊能町、これを活性化す

るためにここに私立の学校呼んだらどうか

ということでいろいろ、いろんな人に話を

聞いたり直に学校を訪れたりして話を聞い

てるんですよ。 

  そしたら私立の交流というのがもう著し

いんですよ。もう考え方も違うしね。それ

に対して公立は、全部公平性の観点から舵

が切れないんですね、大きな船ですわ。す

ぐに小回りがきかないんだけど、私立はも

うすぐにそれを手打てると。そこが大きな

違いかなと。 

  それと、建学の精神というのを持ってる

から、それを中心にやってる。そういうこ

とで私の考えすぎかどうかはわかりません

けど、これからは私立はどんどん上がって

公立がどんどんなくなっていくのではない

かとこのように思いますけれど、どうです

か、教育長。 

○議長（岩城重義君） 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  高校において公立がなくなるかどうかに

ついては、それはなかなか難しい問題です

けども、やはり公的機関が中等教育を行う

という機能はそう簡単には消えないのでは

ないかなと思います。ですが、議員御指摘

のように、私立の学校には非常に魅力的な

学校があるということも承知しております

から、しかも大阪は授業料がそういう状態

ですので、公立は負けていられないんじゃ

ないかというふうな感じはしております。 

  一方、今誘致の話なんですけども、誘致

が例えば駅の近くに私立高校ができて、こ

の猪名川とか川西とかあの辺からもいっぱ

い来たとすると、たくさんの生徒がそこ通

るわけですので、物理的に言っても非常に

活性化するということもありますし、口幅

ったいですけど、高校がどういう高校かに

もよりますけれども、教育のまち豊能とい

う観点から連携して取り組むと、例えば中

高連携などやらせてもらうと非常にいい効

果が出るかもしれない。それは魅力的なお

話だと思います。で、その用地が確保でき

ればということになります。 

  そういたしますと、議員のおっしゃるこ

とは、単に高校を誘致するということにと

どまらない話だと。学校を、今後小中学校

をどのようにしていくのか。もしそうだと

すれば跡地をどう利用していくのか。 

  そして、先ほどちょっと申し上げました

教育委員の中には、小中学校とこども園を

隣接させてつながった教育をしたらいいん

じゃないかという人もいます。そういった

構想など、そしてそのときの幼児の数、そ

して正職員がどのくらいいるのかというよ

うなことの観点で今後どういう採用を、す

るかしないかも含めて、一部民営化するの

かどうなのかということ、トータルなビジ

ョンというものは必要なのではないかなと

いうふうに思っています。 

  ですから、その観点から実は教育委員会

のほうで小学校中学校、幼稚園もそうなん

ですけど、どのような教育を今後進めてい

くのか、小中一貫教育を進めていくのかと

いうことと実は関連するお話だと思います

ので、そうした観点から多くの方々でこの

方向性、ビジョンというものを、できれば

なるべく遅くならないうちに定めていく必

要があるのではないかなというのが教育委

員会としての立場でございます。 



 

 3－59 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  できるだけ早く方向性を決めて。豊能町

の戦略は、いい私立の高校持ってきて高校

から高い通学定期代を払わずともここにお

れる、それから隣の、兵庫県は無料じゃな

いので、ここにいい高校があるんだったら

猪名川の人とか川西の人とか、宝塚の人た

ちを呼び寄せる、そういうことができるは

ずですよ。そうすると能勢電さんは喜ぶし、

バリアフリーは進むし、これを考えてます

と能勢電に言い切ったらどうですか。町長、

どうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。この問題につきまし

ては、さきほど教育長からもありましたよ

うに、今、小中一貫教育どういったことが

ふさわしいのかというふうなことを今まと

めて、答申をいただこうとしているところ

です。その答申も見ながら、これから検討

はしてまいりますので、今の段階ではお話

しするような段階ではないと思っておりま

す。答申も踏まえながら、どういったこと

がふさわしいのかということは検討はして

まいるつもりでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  実際に私立の理事長さんにお会いしたら、

リスクがあると、高等学校は。生徒がもう

半減してるわけや。で、その田舎のところ

へ出ていくには、よほど決断せなあかん。

だから、地元さんの意志をしっかりと、自

分たちと一緒にやっていくんだという意志

を見せてくれんことには危なくて行けない

と、そういう話をされてました。 

  だから、豊能町の意志をここではっきり

と打ち出さないとだめですよね。ふらふら

されていると、いいところにはいくらでも

来てくださいというところあるんだから。

豊能町がお百度踏んで何とかここへ来てほ

しいと、お願いするような高等学校を早く

見つけて、何とかこの軌道に乗せて豊能町

の活性化に結びつけるのが一番いいのでは

ないかと私は思います。 

  豊能町町長としてもう一度お話どうです

か。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  今の話はまだ全然具体化してる話でもご

ざいませんし、これからいろいろ検討して

いかなければいけない話でございます。 

  ただこの話だけに限らず、民間の企業と

か学校とかには来てほしいという思いは当

然ながらございますので、そういったとこ

ろ、そういった面がありましたら、積極的

な話をしてまいりたいとこういうふうに思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  民間の誘致、企業誘致という話はね、企

業の立地っていうのを考えたら、豊能町は

難しいということはもうわかると思います。 

  まずあれでしょ、資本・お金が要るでし

ょ、それから人が要りますね。あと要るの

は土地ですよ土地。土地があるんですかと

いうことを考えたら、豊能町には企業を立

地する土地なんかないですよ。だからこれ

を考えるよりは、今あるものを利用してい
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くほうが絶対いいですって。そう私は真剣

に考えておりますので、ぜひとも行政も頑

張って一遍検討してください。お願いしま

す。 

  終わります。 

○議長（岩城重義君） 

  次に、野村剛志議員を指名いたします。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  １番・大阪維新の会、野村剛志。議長の

お許しを得て通告どおり一般質問をさせて

いただきます。 

  その前に、やはり私も気になるところが

１つございます。この場においては、これ

まで私の質問にも数多く御答弁をいただい

た副町長が２月末をもって退職をされまし

た。 

  で、先日、副町長は田中町長がおっしゃ

られたとおり議員個別に回られたんだと思

います。私の家にも来られました。で、こ

こで挨拶をされて帰ったわけですが、この

ときの様子等に対して、やはり非常に多く

のメッセージを持たれて、含みを持たれて

挨拶に来られたんだというふうに感じてい

ます。 

  そこで、１つお伺いしますが、私たち特

別職です。特に、副町長は特別職でありま

して、しかも、町長の任命によって副町長

を拝命されたという話です。この任命した

職務とそれと任期について、これには責任

があるのかないのか町長にお伺いします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。責任という意味では

一定あると思っております。ただそれは、

町政をきっちりと運営していく上で責任を

果たしていきたいと思っております。以上

でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  御答弁を簡潔明瞭にされたほうが炎上し

なくて済むんだと思いますので、コンパク

トにお答えください。 

  任期に対しても、任命をされた方の責任

は私はあると思います。そして、その中に

おいて職務を遂行するということが、非常

に大事なことだと思います。これまでの豊

能町の中井副町長が着任されてから、数多

くのことで町長のバックアップをされたと

思います。当然、表に出て、そして裏でも

しっかり皆さんのフォローをされてたと。 

  先日も、私も各地域で今、意見交換会を

させていただいておりますが、まさに２月

２９日この東の地域でさせていただいたと

ころですが、地域の御婦人方から、「えっ、

中井副町長辞められるんですか」って。そ

んな馬鹿な。あんなに牧のこと、あんなに

この東地区のこと、一緒になって夢語りま

したよって。この後誰が引き継いでくれる

んですかって。そのぐらい惜しまれて皆様

お話をされました。 

  ですから、その任命権者である町長には、

田中町長の任命されたやはり責任というも

のは重くて、その方をやはり辞めるという

ところで認められたということは、非常に

残念なことと思います。 

  で、副町長来られたんですがね。いつも

のように笑顔で御挨拶をされて帰っていか

れました。私はやはり任命されその期間と

いうものを全うすべきことで、本来は任期

を全うできないことに対してお詫びを申さ

れて帰られるのが、これが特別職のあるべ

き姿やと思ってたんですが、えらい拍子抜

けしました。だから多くのメッセージを含

まれて辞めていかれたんだというふうに推
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察するわけです。 

  私は非常につらいですよ。いろいろなこ

と、町長には直接言えないこといろいろ相

談させてもらいましたからね。その中で一

生懸命されてました。 

  特にダイオキシンの問題については、中

井副町長がかなりの御功労、御尽力いただ

いたと思っています。その中での調整の中

で、中井副町長は６億数千万かかる予算に

対して、１億の予算で済むようにされた。

町民の負担を軽減されたというふうに思っ

ております。今もそのように思っています。

その御功労された方の最後の弁がこの３月

議会にないことを、非常につらく思います。 

  で、町長からなぜに辞められたのか、ど

ういう理由かと聞いても、一身上の都合だ

から言えないという話をされた。これでは

やはり住民は納得しないですよ。敵前逃亡

と言われてもこれはいたし方ないのかもし

れません。 

  また、私たちも、各議員は中井副町長あ

てに通告をしているんですよ。私は２年ほ

ど前に、通告をしてこの場に来なかったこ

とがあります。一緒ですよ。逆の立場です

よ。通告したのにその副町長がここにおら

れんということは、やはりこれは職務を前

に逃げられたというふうに感じます。 

  改めてお伺いしますが、そのあたりにつ

いてどのように町長は感じられますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。確かに通告前にはお

られる前提で通告をいただいた、というこ

とについて非常に申しわけないと思ってお

ります。その辺も含めまして、私どもでで

きるだけ適切に回答をしていきたいという

ふうに思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  もし私が町長だったら、任命した副町長

が任期全うできませんので一緒に回ります。

そして、任期を全うできないことに対して、

言いわけすることなく申しわけありません

と一言詫びて帰ると思います。この議場に

おいても、言いわけすることなく、「全て

の責任は町長である、私にあります」と一

言詫びて引きます。それ以上のことは議員

も何も責めることはないと思います。 

  先ほど地方自治法を照らし出されて、言

ったらあかんことを示されたけど、そんな

ことじゃないんですよ。ここは感情論です。

町長としてのリーダーシップを執っていた

だきたいと。そのように、きょうまでの各

議員の質問の中にもあったことと思います。

そのあたりをよく理解されて、９月に臨ん

でいただきたいというふうに思います。 

  前段が長くなりました。通告に従ってや

っていかないと時間がありませんので、お

話をしていきます。 

  まず第一に、道路交通施策についてお伺

いします。幾度か交通施策について質問を

させていただいてきましたが、引き続き継

続して川西市、池田市及び箕面市などに対

しての国道、豊能町では４７７号線と４２

３号線ですね、この国道があるわけですが、

この府県・市町の境に位置する道路改善に

ついて。このあたりの道路の改善というの

は非常に大事なところで、豊能町に対する

入ってくる交通、この便に支障をきたして

いるところも大きくて、改善についての協

力を求める働きかけを今もされているのか、

そのあたりについてお伺いします。 

○議長（岩城重義君） 
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  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  お答えいたします。本町内を通ります国

道につきまして、国道４２３号線につきま

しては、国道４２３号整備促進協議会とい

たしまして、大阪府では箕面市、池田市、

能勢町、京都府では亀岡市、南丹市ととも

に、また、国道４７７号線につきましては、

国道４７７号改修促進期成同盟会といたし

まして、大阪府では能勢町、兵庫県では川

西市、京都府では亀岡市、南丹市とともに、

道路改良と改善等の要望活動を実施してい

るところでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  端的に質問します。 

  改善されそうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  これまでからいろいろと要望活動を実施

してきました。４２３号線につきましては、

その甲斐もあって今現在、亀岡市内におい

ては改良をするということが決まっており

ます。 

  残念ながら大阪府域では抜本的な解決な

どはございませんけれども、豊能町内にお

きましては一部歩道等できるとか、今もや

っておりますけども川西市内においての拡

幅等が実現しておるところでございます。

今後につきましては、豊能町域を出ますけ

れども箕面市域、池田市域につきましても、

町があんまりでしゃばるのもおかしなとこ

ろではございますけれども、きっぱり町と

して言わなあかんところを言わなあきませ

んので、改善に向けて取り組んでいただけ

るように要望活動を続けていきたいと思っ

ております。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  努力をしていただいて、そしてまた自町

でできることは自町でしっかりされている

というふうに伺いました。また、今後はそ

の改善をさらに進めて、この４２３号線の

改善が進むことを期待しております。担当

部局、皆様よろしくお願いいたします。 

  それから、次に総合病院のない豊能町に

おいて、病院の立地というところも非常に

大きな住民サービスのキーポイントとなる

ところだと考えています。 

  今は、例えば川西市民病院、池田市民病

院、箕面市民病院等へアクセスをしている

んだと思います。救急車がそちらへ特に箕

面へ今走ってるのですかな。 

  で、例えばですわ、４７７号線、これが

例えば大和を光風台４丁目から抜けること

ができたならば、川西市民病院へのアクセ

スは非常によくなります。 

  そして、これはウインウインの形を説く

のですが、川西市において市民病院のいわ

ゆる運営というものに、豊能町のいわゆる

利用者の方が非常に貢献できる可能性もあ

る。また、その道路が開かれることで、豊

能町の企業、例えば具体的にはイズミヤ、

あるいはオアシス、そしてまた吉川、そう

いったところへのアクセス、ひいては森町

を通って東地域にも足を伸びるようなそう

いう道路にもなろうかと思いますが、この

あたりについての取り組みはされておられ

ますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 
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  お尋ねの川西市内におけます、箕面線と

いいいます豊能町と川西市の大和を結ぶ都

市計画道路、豊能町ではまだ都市計画道路

通っておりません。連絡道路になりますけ

れども、これにつきましては確かに国道４

７７号線、または一庫ダムからのアクセス

にかわる利便性の高い道路になるというこ

とについては想像に難くないところがござ

いますけれども、実際にその道路を建設す

るということになりますと、莫大な財政負

担が伴うというような状況になっておりま

して、今現状実施は、困難であるというふ

うに考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  現状実施困難は、やはり豊能町の財政を

鑑みたとき、それからまた豊能町のことだ

けではなくて、県をまたいで川西市という

違う基礎自治体に対する協力を得なければ

いけないというところですから、まさに豊

能町トップが働きかけをしていただいて、

その道路が利用可能になるように取り組ん

でいただきたいというふうに思います。 

  次に、高山右近が福者として広く宣伝さ

れるようになってまいりました。今後の高

山に対しての町外からのアクセス等を強化

する狙いはお持ちですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃるとおり、高山右近は福者に認

定されまして、どれぐらい観光客でありま

すとか巡礼の方でありますとかふえるのか

全く想定ができておらないわけでございま

すけれども、今後においてニーズが高まれ

ば当然検討はしてまいると、アクセスの改

善には着手をしたいというふうには思って

おります。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  想定内の答弁でした。お呼びをする場合

はしつらえるのはこちらです。能動的に取

り組むことが大事です。それを最終的に決

めるのは町長です。その方向性については

しっかりリーダーシップを発揮してもらい

たい。 

  なぜかというと、町長、一生懸命高山右

近の記念祭のときでも、また町挙げてバチ

カンの方お呼びされたりもしてますよね。

副町長は無功徳という掛け軸を掛けられて

おりましたが、非常にいい言葉だと思いま

す。 

  ですので、ニーズを見てするのではなく

て、ニーズはこちらみずからが呼び込むと

いうことをするのが、トップの采配すべき

ことですから、リーダーシップを発揮して

やってもらいたい。 

  しかも各地域の観光地の今お客様という

のは、ほとんど外国人です。箕面の滝にお

いても、例えば京都、あるいは奈良におい

ても、外国人観光客がより多くのお金を落

として帰ります。 

  日本においては今人口減少社会ですから、

内需拡大と言われてもやはり人口減少する

んですよ。その中でやはり観光産業をもし

宗教的な話になると巡教徒等をやっぱり呼

び込みというふうになりますと、やはり海

外という話になりますので、そのあたりは

やっぱり狙ってこちらからやっていくこと

が大事だと思いますから、そのあたりにつ

いては仕掛けていっていただきたい。だか

ら道路が大事だということです。道づくり

が町づくりだと思っていますのでそのあた

り町長にお願いをしたいと思います。 

  次に、子どもの見守りと認知症対策につ
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いて御質問させていただきます。 

  先ほど、先輩議員の小寺議員からもあり

ましたが、豊能町の対策として今回の町政

運営方針の中でもいくつか挙げられてるん

ですが、お年寄りあるいは子どもたち、そ

して安心・安全というところで、施策を掲

げられてるんですが、子どもの安心・安全、

そして認知症対策については、例えば去年

よりことし、あるいはことしより来年、進

めようとするそういう働きかけを積極的に

されているのかどうか、御答弁を願います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  私どものほうからは、認知症対策という

ことでお答えいたしますが、ことしに入っ

てからでございますが、御質問をいただい

た中で、１月から町ホームページに「認知

症自己診断テスト」が活用できるように外

部リンクを張っております。また、御家庭

への支援としまして、包括支援センターや

保健師などが訪問等により相談を行ってお

ります。また、２月２２日は１０８名の参

加者によるＳＯＳ、徘徊の方のＳＯＳの取

り組みもやっておりまして、新年度につい

ては、控えさせていただきますけども、以

上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  教育委員会としましては、先日からお答

えしておるんですけど、地域の皆様のボラ

ンティアに見守られて、安心・安全なまち

づくりというのを進めておりまして、その

ことで、各小学校区ごとにいろんな見守り

活動を地域の方と校長先生とで協力して実

施しております。 

  町としましては、スクールガードリーダ

ーという方を１名雇用しておりまして、各

小学校区ごとに見守っていただきまして、

危険な箇所であるとか今の見守りで、不十

分な分はどういう部分であるかというアド

バイスいただきながら、学校と連携しなが

ら進めているというのが現状でございます。 

  あと、もう一つは教育委員会ではないん

ですけども昨日ありましたけども、ミマモ

ルメという部分を学校で、ＰＴＡでされて

るところもあるという現状でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  先ほど後ろからも声が聞こえました。ホ

ームページ見たらわかる、たしかに載せて

いただいてます。そのほかには実は包括支

援センターですかな、キャラバンメイトと

か、そちらの呼びかけで各地域住民、特に

自治会に対して働きかけをしていただきま

した。認知症サポーターキャラバン。この

講演をしていただいて、オレンジリングを

はめている方がふえてきたと。認知症とい

うものに対する認知、こういったことが進

んできたと思っていますので、そのあたり

は引き続き担当部課のほうで行っていただ

きたいと思います。頑張ってください。 

  それから、先ほども先輩議員からありま

したが、箕面市において小中生１万人に見

守り発信機、これを無料で配布して、社会

実験やるんですよね。実証実験やると。ほ

んで、実は認知症もそうです。それから子

どもの見守りもそうです。行政内だけでは

なくて、実は行方不明なったりするときは

町の外に出ていきます。このときの位置関

係が概略、まずわかることも必要だと。の

ちの捜査に対して非常に大事であります。 

  隣で、無償実験をやる箕面市は、まさに

豊能町の東ときわ台、このあたりに隣接し

ておりますし、止々呂美も豊能町の東側と



 

 3－65 

いわゆるくっついているわけであります。

無償でやります。１年間、予算要りません。

社会実験、一緒に手を挙げたら公益ででき

ないかという提案もできると思います。お

金かかりません。財政健全化でヒーヒー言

うてますから。お金かけずにそういう社会

実験ができると思いますが、このあたりに

ついて、年度がかわると完全にゴーがかか

ります。今からでもちょっと手を挙げて、

あるいは勉強させていただいて、お隣に聞

きに行ってやってみようという気持ちはあ

りませんか、町長。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今広域でというのはごもっともなお話だ

と思います。ただ一方で、既に進んでいる、

でも話というのはやっぱり情報というのは

きっちりと踏まえていって、間に合うので

あればそれは一緒にやっていきたいという

思いはありますけれども、正直なところは

なかなか期間的には難しいのかなと。ただ、

話はまず聞いて、実現が可能かどうかとい

うことについては、検証はしてまいりたい

と思います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  物事には必ず、一長一短があります。そ

して問題点もありますから、その問題とい

うことは先に知ることによって対策はとれ

ます。それからブルートゥースのいわゆる

デメリットについてのお話は実はそのメー

カー、オッターでしたっけ。ここから実は

言われたデメリットではなくて、ライバル

会社から実は言っていただいた話です。だ

から、実際本当にどうなのかわからないわ

けですから、問題点はこういうこと言われ

てるけどどうですかというふうに聞けば、

そのあたりも解決策はあるのではないかと

いうふうに思いますから、やれないという

ことを決めるのではなくて、どうやったら

やれるのか、それがそのまちにとってプラ

スになるかどうかという観点でしっかり能

動的に仕事してもらいたいと思います。 

  役職にあってもらえる給料というのは、

その仕事量に対して払われるもので、役職

に対して払われるものではないと思います

から、給料もろうた以上のものを町民の皆

様に還元していただきたいと思います。議

員もしかりです。もらった以上の必ず何倍

もの貢献をすることで、報酬・給与もらえ

るものと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

  次に、災害時の住民への的確な情報伝達、

これは１２月議会非常に一般質問で、多く

の議員の皆様からも質問あったことですが。

防災行政無線、同報系について、その後の

取り組みについて聞きます。出てましたな、

予算のほうも実は上がってたんですけど。

交付税の期限もありますが、実現可能とい

うことで踏み込まれますか、あるいは、こ

の期限が過ぎてしまった場合、基金を取り

崩してでも、やるお覚悟をお持ちで提案を

されていますか、質問します。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ２８年度予算に上げてますとおり、２８

年度においては豊能町にふさわしい配置の

方法とか調査、設計をするということを考

えております。今、議員の御指摘の交付税

とかの財源措置の期限でございますけども、

おっしゃってるとおり、緊急防災減災事業
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債というものはこれ１００パーセント起債

できるんですけど、これは２８年度限りと

いうふうに言われておりますが、一方では、

一億総活躍などで引き続き、防災減災につ

いては力点を置くというふうなことも国は

打ち出しているということから、これ甘い

かもわかりませんが、２９年度以降も同じ

ような事業もあるのではないかというふう

には一方では思っております。 

  しかしながら、この２８年度の緊急防災

減災事業債に手を挙げるのは年度当初だけ

ではなくて、１２月にももう一度チャンス

がございますので、よい方法がそれまでに

見つかって設計も終わって事業費もわかっ

ておれば、１２月の時点で手を挙げるとい

うことも可能ですから、今はまだ間に合う

というふうには考えてございます。 

  ちなみに、緊急防災減災事業債は、これ

は１００パーセント起債できますが、それ

以外の方法では地域活性化事業債というも

のがございます。これは起債限度額は９０

パーセントまでです。それから防災対策事

業債というものもございますが、これは起

債限度額は７５パーセントまでというよう

な制度がございます。ただ、それぞれ交付

税の算入率が違いますので、一番得なのは

緊急防災減災事業債であるということでご

ざいます。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  できるだけ町の財源を圧迫しないように、

なおかつ、住民のサービスとして万が一の

安心・安全に努めていただきますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

  次に、自治会と行政について、お伺いし

ます。 

  町は、自治会とのあり方についてどのよ

うに考えられておられますか。質問します。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  自治会は、その地域の自助・共助のため

の組織と考えておりまして、また、その地

域の方々がその地域に根差した自主的な活

動を行う団体とも考えております。 

  住みよいまちづくりを進めていくために

は、町と自治会が連携しあいながら、協力

し合っていく必要があると考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  ある意味、自治会というのは行政と両輪

であるまちづくり、まちの運営に携わって

は、非常に必要なものだと思っています。

その自治会が、まさに高齢化を同じ町が要

は高齢化するんですから、自治会も高齢化

してるんです。地域ごとによって町のその

地域にできたとこによって、高齢化が進ん

でいって、しかも役を受ける人もだんだん

なくなって非常に困っています。 

  で、行政にもこれは影響があることと思

います。そこで、自治会への加入、このあ

たりについて、行政側の協力を私としても

していただければと思うのですが、そうい

ったお考えはお持ちでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員御指摘のとおり、自治会と行政と両

輪のように回るのが一番いいと私も思って

おりますが、いかんせん、私の住んでおる

ところでもそうですが、高齢化が進んでお

りまして、５０パーセント近くになってお

ります。このような中で、行政と自治会と

のパートナーシップに影響はないのですけ
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れども、構成される方が高齢者であるとい

うことで、私どものほうも協力しておるつ

もりでございます、不十分かもどうかわか

りませんけれども、協力しておるところで

ございまして、新規の転入のある方には、

自治会加入をお勧めするチラシを配ってお

りまして、広報でも自治会加入のＰＲをし

ております。また、今後はホームページに

ついても、掲載するようにお勧めしたいと

考えておりますが、残念ながら加入につい

ては、任意であるというところも御理解賜

りたいと思います。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  恐らく、部長と悩んでいるところは一緒

やと思ってます。そのあたりについて策と

しては、インセンティブを若干考えて、町

行政とのメリットを共有できる形、こうい

ったものを模索していきたいと思います。

私も考えます。また、考えがまとまれば御

提案させていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

  続きまして、町有地の使用状況について

ですが、町として目的があって特定の団体

に町有地を無償貸しをされておられる、そ

の団体あると思いますが、その目的に沿う

て利用されておられることをちゃんと行政

として確認されておられますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  町有地を無償貸与しております団体、７

団体ありますが、目的外使用はないものと

いうふうに考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  引き続き豊能町のために、豊能町の土地

を無償貸しをしておりますので、その団体

等に対する目的については、しっかり見て

いただいて、その利用されていることを今

後も確認をしていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。それ以上

突っ込みません。 

  次に、街路樹と歩道について、歩道の目

的と街路樹の目的です。その優先順位につ

いてお伺いしますが、町のお考えはどちら

が上でどちらが下なんでしょう。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  歩道ですけれども。歩道につきましては、

一般に人が歩く道として、用いられている

ところでございまして、道路交通法及び道

路構造令によりますと、歩道の定義としま

して、「歩行者の通行のように寄与するた

め縁石線、または柵、その他これに類する

工作物によって区画された道路の部分を言

う」とあります。また、街路樹の目的とい

たしましては、各説あると思いますけれど

も、一つには景観の向上、二つには騒音Ｎ

Ｏｘの軽減などの生活環境の保全、三つに

は運転者の視線を誘導し道路の進行方向が

わかりやすくするためなどの交通安全機能、

四つには夏の日陰や、冬の霜防止などの緑

陰形成、五つには火災などの延焼を防止す

るなどの防災機能、それぞれあると思って

おります。 

  その中で、どちらが優先かということで

ございますけれども、歩道には歩道の、街

路樹には街路樹のそれぞれの目的があると

いうことでございますので、両方の目的を

最大限用いたものが一番のベストであると

いうことでございまして、どちらが優先か
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ということにつきましては、なかなか難し

い問題であると考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  うまいこと御答弁をされたんですがね、

突っ込ましていただくと、要は町民のため

にあるんですよね。街路樹にしても歩道に

しても。でね、その町民が歩道を歩いてい

るときに、何かが邪魔になってはいかんの

ですわ。同じように町民のためにある、住

民のためにある街路樹がその歩いている人

のためにならんのでは、やはり優先順位と

しては、低くなるという判断をするんです。 

  歩行者というのは、交通弱者であって、

要は生身ですから、あるいは、さまざまな

年代の人が歩いてますから、あるいは、さ

まざまな身体的状況にある人が歩いていま

すから、その人たちの歩行するその環境を

守るべき場所です。街路樹はその妨げにな

らないところに立てられることが最大の条

件であろうというふうに、私は今の南部長

の答弁を聞いてもそのように思うのですが、

いかがですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  議員のおっしゃいますように、狭い歩道

たしかにございます。特に、狭い歩道は光

風台地区の光風台の環状線とか１０号線の

ところが非常に狭い歩道になっておりまし

て、幅員が１メーターぐらいしか今有効幅

員がないと思っております。そこに街路樹

がありまして、それから電柱がございまし

て、たしかに交通弱者の方が非常に通りに

くい、また、交通弱者がない方にとりまし

ても、雨天に傘をさして通れないような状

況があるというのは十分承知をしておりま

す。 

  しかし一方で、住民の方の中には、その

街路樹を非常に大切に思っておられる方も

ございまして、町といたしましては、やは

り歩道は歩道としての機能を一番に考える

べきであるということで、今年度実験的に

街路樹の撤去をいたしまして、その結果ア

ンケートをとって、住民の皆様に今後の歩

道のあり方を一緒に考えていこうというこ

とを提案を申し上げたところでございまし

たが、いかんせん、実証実験をすることす

らがちょっと今できないような状況に陥っ

てしまいましたので、今後歩道をいかに整

備していくかということを考えていかなけ

ればならない、もう一度根本的に考えてい

かなければならないと考えておりますが、

今現状のそれらの狭い歩道を持っておりま

す道路自体が、道路の車道の部分が二車線

ぎりぎりの道路でございますので、歩道を

拡幅していくようなことをしようと思いま

すと、やはり車道をつぶしていかなければ

ならないというようなこともございますの

で、一概に今すぐにここで結論出しまして

こうしていきたいということは申し上げる

ことはできないのでございますけれども、

今後十分課内で検討して方向性を見いだし

ていきたいと考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  町長、方向性はどうされますか。 

○議長（岩城重義君） 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど来、部長からも答弁ありましたよ

うに、いろんな歩道は歩道、街路樹は街路

樹のメリットがあります。ある方からすれ

ば当然街路樹があるからなかなか通りづら
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い、でも考えようによっては街路樹がある

から、もし、車が来たときにも防いでくれ

るという考え方もありますし、いろんな考

え方もあります。その中で、先ほど話もあ

りましたように、一定いろいろ話を聞いて

上がってきていることがありまして、それ

ぞれの意見、言い分あります。それもこれ

から踏まえて、これから検討してまいりた

いというふうに思っております。 

  歩道というのは、非常に歩く方にとって

も大切なものだということは非常に認識し

ております。ですので、今年度は先ほど申

しましたような形で進めようということで、

やっていたとこでございますけれども。さ

まざまな御意見が上がって来たということ

でございますので、今後その御意見等も町

でどうして行くかということを判断して、

対応してまいりたいというように思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  あの道路の管理使用責任者は誰ですか、

町長。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  町道であれば町になります。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  つまり、自治会が判断すべきことではな

いですよね、町長。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これ、もともと住宅開発時につくられた

ものでございまして、そういったことのこ

れまでの経過もあります。ですので、それ

も踏まえながら、ことしは先ほども申しま

したように、一定の方針でやってきたとこ

でございますけれども、いろいろ御意見が

上がってきたということもございましたの

で、これからどういった形で進めていくの

かということは当然ながら歩道の管理者で

ある町として、方針を出していきたいとい

うように思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  次の教育の質問をしたいんですよ。あの

ね、言うときますよ。行政が自治会に対し

てアンケートを取らせてもうてええかとい

う、自治会に対して杖をつくようなことを

するから自治会嫌がったんですよ。アンケ

ートには答えれんと言うたんです。今聞き

ました。豊能町の町内の歩道については、

町が使用管理ですよ。町が自分とこの住民

に対して安心・安全を考えるなら、町の判

断でいいんですよ。賛否両論ありますよ。

それに対して聞いてほしいというのが、パ

ブリックコメントであったりとかタウンミ

ーティングですよ。町長自らそこ行って

「どないですか」って聞いてみたらよろし

いがな。あなたの責任、あなたの判断、あ

なたの方向性で全部できますよ。公権力の

最高値をこの豊能町であなたはお持ちです。

だから、自分の判断でできます。いろいろ

な言いわけ、さまざま鑑みて考えるという

のは部長以下皆さんの御判断ですよ。最終

的な決心は町長がしたらよろしいと思いま

す。そういうことです。 
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  さあ、時間がありませんので、教育のこ

とやりたい、きょうは全部達成したいので。 

  あれ、先輩と同じようなことになってる

な。 

  次、行きます。教育のまち豊能の実現に

ついてお伺いします。 

  教育長、教育のまち豊能の要件、このあ

たりは就任当時から一生懸命ここでシーム

レスになって言われてたんですけど、この

あたりについて改めてお伺いします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  教育行政３年、もう少しで終わるところ

ですけども。フェイストゥフェイスのまち

で人と人が関係が近くてみんなが知り合い

という、こういうその予算を持ってるとこ

ろ、ボランティアも多いという。そういう

このまちの、私たちも含めた人たちの良さ

というものを踏まえながら、コミュニケー

ションを豊かにしつつ、そして実質的に頼

り、ほかよりもレベルの高い教育を行うと

いうのが、目的と言いますか、必要なこと

だろうと思っています。その要件として、

シームレスについては特に言いませんけど、

つながりのよい教育を保幼小中連携して行

われるということ。どの子もわかって生き

る力がきちんとついてるということ。先ほ

ど申しました保育教育における住民の方々

の協働が円滑かつ効果的になされているこ

と、いうことです。 

  三つ目に、文化スポーツの充実するため

の明確な方針とそれから組織システム、そ

して住民も含めて強い組織システムがある

こと、これも重要のような気がいたします。 

  最後に、私は育児相談ですとか、補充指

導などの子どものための十分なセーフティ

ーネットがあること。この４点が地道に行

われてなおかつ、質が高く行われている。

このことが町の個性となると。町はこんな

ふうに大切にしているよというふうになる

ことが要件として大切ではないかなという

ふうに思っております。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  町長は、行政のトップです。やはりこの

豊能町を教育のまち豊能町ということでも

生み出したいという話をされています。つ

まり、町長の１つのビジョンやと思います。 

  今の石塚教育長が、この３年間ずっと唱

えられてたことですけれど、これ今の話を

聞かれて改めてこの方向性というのは、ど

のように思ってられますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まさに、我が町の小ささが故に、あるメ

リットもございました。シームレス、こう

いった話も大切でございますし、今教育長

が言われたような４点の話については、こ

れは進めていくべきことだと思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  教育長が、教育のまち豊能の実現に向け

てということで、シームレスな教育につい

て、それから学校再編、再配置について、

考えてこれまで進められてきたと思います。

で、これについて今町長もそれでよいとい

うふうにおっしゃったんですが、じゃあ、

このことについて、教育長は町長と予算面

での協議、どのようにされていますか。あ
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るいは予算協議をしたときに、聞いていた

だいてますか、聞いてもらえてますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  予算案の中の一つ一つの事業等について、

特に新規事業についてどのようにしていく

かという、次長も含めてすり合わせを行い

ますので、例えば夜の補充指導の拡充の問

題をお願いしますよといったような、具体

的な事業に関する先ほどの方針等に踏まえ

てのことなんですけれども、あるいは今年

度の当初予算であれば、例えば小中一貫教

育等充実検討委員会を置いてくださいと言

ったような、そういうことが重要なのでと

いうようなことについては、十分に事務局

レベルで相談しつつ、なおかつ最後にすり

合わせという観点で協議をしております。 

  議員の何ていいますか、御質問の意図は

例えば学校の再配置だとか大きな話。それ

についてお金出してよと、１０億かかるか

らとかそういう話を聞いているかどうかっ

て、時折します。時折します。この間の町

長との協議会でもそうした話を、学校のこ

れからの配置をどうすべきか、小中一貫教

育を進めていく上ではどうするか。そうい

うことでお金がかかるんだけどどうしよう

か、というような協議は私も含めて教育委

員と町長が膝を交えて話していることは

多々あります。 

○議長（岩城重義君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  その中で、やはり財源のところで非常に

難しいんだと思います。先ほども、これは

シームレスないわゆる教育ということです

から、ゼロ歳児から１５歳児、このあたり

までの教育をしっかり民営化も含めて調べ

て豊能町にとって最善の施策をやってもら

いたいと思います。 

  そして、もう一つ。公立で学校運営ある

いは、幼稚園あるいは保育所を運営したと

きに、職員とあるいは保護者、あるいは生

徒とトラブルになったときのこのときの対

応については、民間に比べてどのようにお

考えでしょうか、教育長。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  失礼します。 

  民間に比較して、民間のいわゆる会社と

かという、あるいは私立学校というような

ことなんでしょう。私その学校の場合のそ

の服務管理体制というのは理事長でありま

すとか、学校長が最高権力者としていて、

人事権から何から全部持ってますので、そ

こに何か起きたら理事長と決裁するという、

あれやれこれやれと言う形でさばっといく

というのがこれが私立学校でよくあること

でありまして、理事長が非常にそうしたこ

とが、強ければ強いほどそうしたことが明

確にはっきり出るという、そういうことは

よく言っています。 

  公立の場合には、公務員がやっている場

合はその場合は身分がきちんと保障されて

おりますので、教育長がどうのこうのとう

ことは簡単にいくわけではありません。人

事権がありますので、何か難しい問題があ

った場合に人事権行使の中で十分な調査を

した上で、いろんな他社の意見も必要に応

じて聞きながら、何らかの処分をするとい

うようなことはあると思います。ですから、

私立よりも手間をかけながら対応するとい

うことになると思います。 

○議長（岩城重義君） 

  以上で、大阪維新の会の一般質問を終わ
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ります。 

  お諮りいたします。本日の会議時間は議

事の都合により延長したいと思います。こ

れに異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  異議なしと認め、本日の会議時間は延長

いたしました。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は１６時２５分とします。 

（午後４時１５分 休憩） 

（午後４時２５分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、新風会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  管野英美子議員を指名します。 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  皆さん、こんにちは。２番・新風会の管

野英美子でございます。 

  議長のお許しをいただきましたので、一

般質問をさせていただきます。 

  最後の質問者となりました、頑張ります。

わかりやすい簡潔な答弁をよろしくお願い

いたします。 

  まず初めに、給食会計についてです。２

６年度の中学校の給食会計、受益者負担分

の赤字決算について、保護者へのお手紙と

１２月議会の答弁とが食い違っていました。

給食会計の委員会でも２６年度の赤字分を

２７年度に持ってくるのはおかしいという

答弁もありました。この会計処理の見直し

はされていますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  議員が御指摘のように、７月に２６年度

の中学校会計報告しましたときに、２６年

の赤字を単年度の黒字を目指して数年かけ

て解消していくということで方向性を出さ

せていただいたんですが、中学校給食会と

いうのがございまして、そちらの会の中で、

それはならんという話になりまして、やは

りその前年度の保護者の分を違う学年の保

護者が負担することはおかしいのではない

かというご意見をいただきまして、単年度

で解消しようということで努力してまいり

ました。その結果、今年度５５万円ほどの

赤字やったんですけど、それにつきまして、

町が持たなければいけなかったという分を

もう一度検討した部分と、まだ御入金がな

かった分の給食代をいただく部分と、それ

からどうしても埋まらなかった分について、

監督責任者である者が寄附するという形で

の御提案を１月の給食会でさせていただき

まして、そのような方向で、解消して、２

６年度の会計は収支ゼロという形にさせて

いただいております。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  もう一度確認します。２７年度の食材費

を落とすということがとても心配でした。

２６年度の赤字決算は、２７年度に反映さ

れないということ、そして保護者へのお手

紙はちゃんと出されているんですか、報告

はされていますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  ２６年度の赤字の大きな原因でしたのが、

いわゆるお米代が、大きく影響するという

ことでした。それが余り想定できた範囲で
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はなかったというところで、そのまた執行

管理の部分が不十分であったということで

管理責任者が最後補てんという形にしたん

ですけれども、それは２７年度も同じ状況

が続くということで、２７年度はお米の使

用料とか業者とも連携しまして、本当に減

らしたというかそのお米代がかからないよ

うに努力しまして、今年度はほとんど収支

ゼロに近い状況で最後決算が迎えられそう

です。ですから、今年度の部分も来年度に

転嫁しませんし、昨年度の分も転嫁せずに

単年度で会計ができるように。ただ、０に

はなかなかできないので、若干黒字でも残

しながら次年度に迷惑をかけないような形

で進めていきたいなと思っております。 

  今の経過につきましては、１月に保護者

に２６年度会計との結末と２７年度の計画

予定を配らせていただきました。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  わかりました。ついでと言ったら失礼な

んですけれども、小学校の給食会計も毎年

２００万から３００万ぐらいの繰越金があ

ると聞いています。野菜の価格が変動する

わけで、こちらの会計とっても難しいと思

います。この繰越金が多額になっています。 

  これはなぜですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  小学校とか幼稚園の給食会計、年間の収

入の部で4,２００万程度の会計になります。

ですからひと月のお支払いが２００万、３

００万という話になるんですが、その程度

につきまして、毎年繰り越しをさせていた

だいております。ただ、年度によりまして、

赤字になったこともないことはございませ

ん。だから野菜が高騰でありますとか、給

食献立を立てるのが３カ月、４カ月前にメ

ニューを立てていきます。その折に野菜高

騰などなかなか想像できない部分があって

急な出費がかさむことがありました。赤字

になったこともありました。そういうこと

を考えながら４月分だけは、前年度で持ち

越せるような形で２００万、３００万程度

の繰り越しが続いておる状況でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  この２００万のお金はどこからきている

んですか。１番最初の例えば今、光風台だ

ったら来年４０周年なんです。それでずっ

とたまってきた分なのかなと思っているん

ですが、それはどこから来たお金ですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今、議員がおっしゃられたとおり、小学

校給食が始まって以来、ずっと小学校給食

会計ということで独自の会計をしておりま

して、その中での繰り越しがたまってきた

という部分でございます。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  では、もう一度確認します。 

  大体１年生に入ってきて６年生に卒業す

るときに最初２００万円の繰り越しがあっ

て、出るときも２００万円やったら徴収さ

れた額でしっかりと調整ができている、会

計処理ができているということですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 
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○教育次長（板倉 忠君） 

  給食１食あたりの経費というものを考え

ておりまして、ですから年間でどうのでは

なくて、１食あたりいくらということで不

公平なくてというところですかね、食べら

れるような状況をつくっております。 

  それと、年間の小学校で回数を学校ごと

にばらつかないようにということで、日数

の調整、少しはずれるんですけども、ずれ

ないようにということでいわゆる一人一人

のお子さんへの経費配分ですかね、使った

お金というのが均等になるようなことはみ

んなで相談してやっております。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  これで明快になりました。ありがとうご

ざいました。 

  続いて、中学校の給食について。この問

題、もう私は質問するつもりは全くありま

せんでした。これだけ残渣があるのにＰＴ

Ａが何も動かない。どれだけ意見を言って

も、５年契約だからとまずそう言われるか

らだと思います。そして、未だに３０パー

セント以上の残渣がありますと一般質問の

通告を書いているときに、３０パーセント

だと私は思っていました。そして資料請求

して驚きました。２中学校で差があるとい

うものの、残渣が４０パーセントにふえて

います。 

  とりわけ、吉川中学校にいたっては、９

月におかずが４９パーセント、汁物が５9.

１パーセント、１０月のおかずが４6.５パ

ーセント、汁物が６5.１パーセントと２学

期はさらに食べ残しがあります。 

  １２月議会でもいろいろと対策を述べて

いただきましたが、残渣が減るどころがふ

えている。この現状をどう思っておられま

すか、町長にお伺いします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。残渣が多いというこ

とについては、教育委員会からも聞いてい

るところでございます。この残渣、これに

ついては、今できることをきっちりと今対

応できることはやっていただいているとい

うことでございまして、それについては、

教育委員会のほうから答えていただきたい

と思っておりますけれども、その対応して

いること状況も見極めながら、今後どうし

ていくのか、少なくとも次の契約期限まで

には、遅くともそれまでには対応ができな

い場合は、どうしていくかということにつ

いては、引き続き検討していきたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  中学生は、健全な成長のために、必要な

栄養素の量が一生のうちでもっとも多くな

っていく時期であり、より栄養バランスに

配慮した食事をとることが重要。より多彩

で栄養バランスに配慮した給食を成長盛り

の中学生に安定的に提供することにより、

生徒の一層の体力増進と、学力の向上に寄

与するとあります。 

  私、この議会でこのフレーズを読んだの

は３回目です、教育長どうお考えですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  なかなか難しい問題だなというふうに思

ってまして、先ほど町長からの答弁にもご

ざいましたように、かなりメニューを工夫
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するとかそれからなるべくあたたかく提供

するというような、業者のほうの努力も相

当されているということは承知しておりま

す。 

  私どもも、これは毎日毎日検食をしてお

るんですけれども。数年前に比べれば、私

とするとメニューの改善がなされてきてお

り、食べやすく、そして、子どもたちが好

むようなメニューになってるというふうに

思ってます。 

  そういうようなことですから、業者のほ

うとしてもあるいは、私どもの担当として

も、最大限と言いますか努力をして、今の

状況を改善したいと思っておりますが、ま

だ改善の余地があるんだろうというふうに

思ってます。特にスープが非常に多く残っ

ておりますので、例えば具体的にスープの

改善などを今検討などもしておりまして、

非常に重い問題を明らかになっているんで

すけど、それについて対応方尽力してみた

いと思っております。 

  それから、デリバリー方式の難しさは、

おかずを冷やしてやらなくちゃいけないと

いう難しさがありまして、それで極端にお

いしくなくなるかということになると、私

なんか感じないんですけども、やはりそう

いうことも多いかと思いますので、そうし

た根本的な問題と言いますか、いうことも

はらんでるのかもしれない。よってその辺

りについて今、町長答弁されたように今後

どのように、給食のことを考えていくのか

ということについては、教育委員会として

も、相談・協議をし続けたいものだと思い

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  １月１９日の常任委員会の視察で２回目

の試食をさせていただきました。おかずは

冷めているんではなくて冷たいんです。以

前の業者への視察のときは感じなかったで

すが、冷蔵庫から出されたおかずをそのま

ま食べるということです。家なら電子レン

ジでチンするところです。冷たくて硬くな

った餃子１個とシウマイ２個、これを食べ

ることが食育なのかなと感じました。 

  食育だからとカロリー重視、塩分控え目、

コンセプトが先行していて見た目が茶色っ

ぽいのも食欲をそそらないのかなと思いま

した。 

  また、子どもたちが贅沢・わがままだと

言われていることも、とても私にとっては

残念に思っています。 

  私の友人で神戸で中学校の給食をつくっ

ておられる方がいます。やはり、給食の残

渣はとても多いそうです。冷蔵庫で冷やし

た冷たいおかずも一因。例えば豚肉の生姜

焼きは全部カチカチに引っ付いています。

朝早くから製造している職員さんは、食べ

残しの山を見て、意気消沈をされているん

です。 

  しかし、クラスによってはお弁当がなめ

たようにきれいに返ってくるところがある

そうです。きっと先生の御指導なのかなと。

食育はここのところが分岐点なのかなと思

ったりしています、とメールをいただきま

した。ここにヒントがあると思うんです。

先生方は大変だと思いますけれども、こう

いう取り組みをきめ細かくやっていただき

たいなと思うんです。栄養士の先生ももの

すごくパワーのある先生です。ぜひやって

いただけないでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  ありがとうございます。 

  学校現場は一生懸命頑張っておりまして、
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その報告を給食会でありますとかそういう

ところで言っていただいております。前回

１月の給食会のときには吉川中学校は生徒

と話し合いをしたと、生徒会と。その中で

やはり今言われたスープ、おみそ汁がぬる

いという。冷たいのではなくてぬるいです

ね。熱いものを持ってくるんですが、時間

がたってるんでぬるいと。それについてと

ても改善をしてほしいという声があったと。

その代替として、もうそれはやめようとい

う話もありました。スープはやめてしまお

うと。でもそのかわりどうするんやという

話で、ほならご飯食べるからふりかけをつ

けてほしいという話もありました。でも、

教育委員会としまして、先ほど議員の言わ

れた食育という観点で食べればいいという

ものではなくて、やはり給食を全部食べら

れるように、子どもたちが野菜もおいしい

なとか、お肉もおいしいなとご飯もおいし

いなとなってほしいなと思うので、それに

ついては躊躇しているところです。ふりか

け食べたら食べるでという声もあるようで

す。白いご飯おいしいから、豊能町産のコ

メだから。でもそれは食育ではないだろう

というので、悩んでるところでございます。 

  ですから、今、一つ考えて今取り組んで

おりますのが、おつゆものをあったかくで

きないか、もっと。冷たい給食はそのまま

持ってこなければならない、食品衛生上あ

りますので、あったかいおつゆはあったか

くできないかというところでいろんな試行

をしておりまして、できたら学校のほうで

も、子どもたちに意見を聞けるような状況

に次持っていけたらなと思います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  それから、保護者の意見を聞いてきまし

た。子どもたちは一人の子がこれまずいね

というと、自分が食べられても一緒にお弁

当のふたを閉めるのかなという考えです。

私が、給食なんてやめてしまえという勢い

でここの給食の質問をしたときも、賞味期

限切れはセーフみたいな、重大な瑕疵は消

費期限切れと堂々と答弁されていました。

契約破棄してくれそうにないし、あとこの

状況が３年も続くのかなと思ったりもしま

す。 

  私たち大人が食べられたのですから、何

とかできないかなと思っています。栄養士

の先生と知恵を絞っていって、例えばサポ

ーターの方がテーブルクロスをひいてお花

を飾ってくださるとか、そういう心のこと

も、ケアも大事かなと思っております。次

に私が資料請求するときにはぜひ、残渣が

残っていますよう、努力してください。残

渣が減っているようにお願いいたします。 

  続いて、小中一貫教育についてです。 

  小中一貫教育等充実検討委員会では、小

中の連携に加え、小小の連携なども話し合

われておられます。町立の２中学、４小学

校の視察をさせていただきました。それぞ

れの学校でさまざまな工夫をされています

が、小中、小小の連携はまだまだこれから

という印象を受けました。現在、学校の先

生には授業する以外に、大変な日常があり

ます。例えば学校支援でサポーターの方に

お世話をいただく、田んぼの世話、ミシン

の指導。授業は少し楽になると思います。

見守り隊もそうです。学校支援はすばらし

い協働だと思っています。 

  ちょっと話はそれるんですが、町も協働

協働とおっしゃっていますがこれを見習っ

てほしいくらいの、そんなすばらしいうま

くいってる活動なんです。吉川小学校で１

０年、光風台小学校で８年、学校支援事業、

学校・家庭・地域がつくり上げてきたこと
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です。そういうのを見習ってほしいと思っ

ています。話は戻しますが、その中でお礼

のお手紙を書いたり、先日児童会でお礼の

会をしてもらいました。見守り隊のお礼の

会です。そして子どもたちからは、こんな

直筆のお手紙をいただきました。子どもた

ちが自分で「雨の日も風の日も夏の暑さに

も負けずありがとうございます」と、私に

書いてくれたんです。 

  こういう指導もされますし、また、学校

行事に招待をされたりいろいろ気を遣われ

ております。視察の半月ほどあとに、光風

台小学校と吉川小学校の公開授業をちょっ

と長い時間見せていただいたんです。先生

方にはちょっと迷惑だったかもしれないん

ですけれども、その中でほとんどの子ども

たちがしっかりと机に向かって勉強してい

ますが、中に先生が足ピタン、背中を伸ば

してと１０分に１回ぐらい指導が入ること

があります。教育長、教育次長に以前靴や

カバンがバラバラに置かれている写真をお

見せしたことがあると思います。私はコー

ディネーターをしているときに家庭のしつ

けやと学校の先生に言いましたが、気が付

いた大人が指導しましょうと管理職は先生

にそう言われて、先生も私も本当に何回も

何回も指導してきました。 

  また、いじめ対策や指導法など保護者か

らの要望・苦情等の対応にも追われていま

す。中には、府教委に直接苦情の電話を入

れる方もいらっしゃいます。そして原因が

そこではないかもしれませんが、病気にな

られた先生もいました。私が知っている学

校現場は本当にごく一部のことだと思うん

ですが、そんな中でこの上に小中、小小連

携が始まるのです。先生は疲弊してしまい

ませんか。人事権は移譲されましたが、お

金は府ですね。少人数学習を初め、専科、

加配などの対策は取られるのですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  小中一貫教育を教育委員会が進めようと

しているその思いの中には１つ、ずっと言

っております、子どもの小集団化というの

があって、子どものやっぱりその社会性で

あるとか、いろいろな活動の少なさである

とか、クラブ活動もあるんですけど、もう

一点、私がとても大事に思っているのは、

今議員が言われたように先生の協働なんで

す。学校の中で単学級がふえている、つま

り、２年の担任を１人でしなければいけな

いとなったときに教員が１人で全てを賄わ

ないといけない。それが複数のクラスあり

ます。隣の先生と相談しながらできる。こ

れってすごい大きい。それを配置を例えば、

年齢の経験豊富な方・若い方というペアの

組み合わせをする中で、先生が本当に学ん

でいける、それが強いては学校の教育力に

あがって子どもたちに帰っていくと思って

おりまして、２年前に私が先生方を集めて

小中連携担当者会というのを１年間させて

いただいたんですけれども、そのとき若い

先生からは、相談できる先生がいっぱいあ

る学校がいいんだというを切に聞きました。

経験ある方はいらないんです、自分ででき

るんで。そういう部分で考えますと、豊能

町の今後の教育の充実を考えたときに、小

中一貫教育というのは今、議員が言われた

ような学校の本当の力になっていくのかな

と思って今進めております。で、今言うた

加配とかにつきましては、豊能町なかなか

独自で雇用するのは難しいのですが、教員

ではないんですけども学校がいろんな困っ

たときに、支援できる。特にＯＢ先生って

貴重な人材なんです。退職された先生方が

手伝ってあげようと言えるような謝金を準
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備したりする中で、若い先生の指導をちょ

っと手伝ってとかここのクラスの子どもち

ょっと大変やから一緒に入って一緒に指導

手伝ってあげてというような、教員ではな

いんですけどそういう先生の配置は、教育

支援課が中心になっていろいろと取り組ん

でくれております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  そしたらスクールソーシャルワーカーは

町の費用ですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  スクールソーシャルワーカーというのは、

大阪府の事業と豊能町独自の事業と両方で

やっております。大阪府からは年２５日ぐ

らいですかね、それ２６年度２５日、２０

日くらいかもしれません、の配置がありま

す。豊能町独自として８０日の配置をしま

して、年間１００日ぐらいをお二人のソー

シャルワーカーの方に御活躍いただいてお

ります。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ぜひ、続けていってほしいと思うんです

ね。子どもの対応にも、そして病んでいる

保護者の方にもとてもあたたかく接してい

ただいていると、保護者の方に救われたと

言われました。そういうすごい人を続けて

置いてください。 

  次に、自治会への加入促進についておた

ずねします。自主防災組織が立ち上がりま

す。自治会イコール自主防災組織ではなさ

そうなのですが、全ての住民が自治会員で

はないことがこの組織を立ち上げるのに問

題になっていると思います。入会しない理

由はそれぞれにありますが、自治会は役員

免除等弾力的に対応されています。町と自

治会が連携をとって働きかける必要がある

と思います。 

  先ほど野村議員の質問でもありましたが、

転入だけではなく、途中でも声をかけると

かそういう取り組みはされますでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほどもお答えいたしましたけれども、

自治会の高齢化ましてやその加入率が低い

ということになるならば、今後行政を進め

るにあたって、支障が出てくるのではない

かと私どもは考えます。 

  今、現時点では、転入時に加入を促進す

るというチラシ、ましてや広報でのＰＲ、

先ほどは今後は町のホームページにも掲載

したいと言いましたけれども、今後また自

治会長会が実はあります。行政連絡員会議

と申しますが、そういう中でも相談して強

制はできない部分が非常にあるのですが、

相談しながら進めてまいりたいと考えます。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ある自治会では入会の呼びかけに、避難

所での炊き出し、飲食は自治会費で賄いま

すので、会員・非会員間で感情的になるこ

とも予想されます、とあります。ちょっと

過激かなと思いましたが、なるほどそうで

す。自治会費でするなら。そしたら入って

いない人から人道的にそんなことできない

やろと伺いました。なんてひどいこと言う

んだろうと、無責任やなと思います。 

  また、自主防災の立ち上げを自治会にお
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願いされたので、会員名簿がないので、避

難誘導があとになるとも書かれています。

だからこの際、自治会イコール自主防災に

なるような対策を町と自治会で進める必要

があると思うのですが、町の姿勢を問いた

いと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  自主防災組織でございますが、豊能町に

要綱ございまして、豊能町自主防災組織育

成要綱というものがございますけども、そ

の要綱で定義がございます。自主防災組織

とは災害対策基本法に基づき、災害から地

域社会を守るため、豊能町において住民活

動の基礎的な区域として、従来から認めら

れてきた自治会を母体として、住民が自発

的に設立し、運営する組織をいうと。この

ように定義をしておりまして、我々としま

しては、あくまでも母体は自治会でやって

いただきたいということをお願いしており

ますが、ただ、自治会の会員さんでない方、

今議員が問題視なさっているこの事実、こ

れございます。で、自主防災組織は、自治

会は互助組織ですけども、自主防災組織は

互助組織の面とボランティア組織の面、両

方はもっておるということで、自治会イコ

ール自主防災組織ということにはならない

面がありますので、自治会の会員さんでな

くても、自主防災組織の会員さんになると

いうことは可能であろうというふうに思う

わけでございますけども、実際には自治会

が母体となって動いておられるので、私ど

もとしましても、皆さんに自治会に入って

いただいて、自主防災組織を設立をしてい

ただきたいというふうな思いは持っており

ますが、呼びかけについては、自主防災組

織の設立の呼びかけはしておるんですけど

も、そこにおいでになっている方々がです

ね、自治会の会員さんしかおられないので

あれば、声は届いていないかもわかりませ

んし、自治会の会員さん以外の方がその自

主防災組織の説明とか、呼びかけにおいで

になってたら呼びかけはできているのかな

とは思っています。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  やはり自治会に入ることが１番だなと今、

答弁を聞いてて思いました。ぜひ積極的に

取り組んでください。 

  続いて、介護保険について伺います。２

０１４年の６月に一般質問をしています。

訪問介護サービスと通所介護サービスがこ

の地域支援事業に介護の非該当のほうのサ

ービスの範疇に入る、また掃除、洗濯、買

い物が比較的ニーズが高い、お願いしたい

というアンケートの結果が出ていると御答

弁いただきました。現在、要支援１・２の

人が４２７名、その全員がこのサービスを

使われているのではなく、介護認定だけ受

けている方もいらっしゃると伺っています。

たくさんのニーズがあると思いませんが、

体制は整えていかないといけません。介護

支援専門員の資格がない方でも、サービス

を提供することができるということですが、

その体制ができているのでしょうか。担い

手の団体も立ち上がっています。その多様

な団体では今の制度では1,５００円でして

いただいた仕事が、年会費はあるようです

が、シルバー人材センターで９００円程度、

光風台の、ゆうあいさんで４００円、東と

きわ台で立ち上がったゆるりんさんでは６

００円から８００円、ときわ台の老人会の

助け合いでは無料と、それぞれに単価が違

います。今までと変わりなく支えていって

ほしいと思いますが、一問一答でお願いし
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ます。個人でその選択をするのでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  要支援１・２の家事援助が地域支援事業、

詳しくは地域支援事業のうちの介護予防日

常生活支援総合事業と言われますが、そち

らのほうに移るということの御質問です。

私にも最初のころですが、制度が始まろう

とするときに質問を受けました。で、私は

そのときに若干の心配を覚えましたけれど

も、今現時点においては、要支援の家事支

援、あくまでも家事支援ですけれども、こ

れにつきましては、議員御指摘のようにボ

ランティア主体のような多様な主体が３団

体、またはシルバーを入れたならば４団体。

で、単価につきましては、今後ですけれど

も、今年度の４月からですが、私どものほ

うで地域ケア推進会議という会議をもって

おりまして、その中の実務担当会議という

ふうに階層になっておるわけですけれども、

その中の報酬等に関する検討部会の中で、

具体な単価を決めてまいりたいというふう

に考えております。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  それで介護保険の中から３パーセントが

この事業だと、私の記憶が確かだったら。

全額自己負担になるのでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それにつきましても、先ほど申し上げた

ように報酬部会が始まります。その中で今

でしたら、具体に申し上げていいのかどう

かわかりませんが、ゆるりんさんであると

か、ゆうあいさんであるとかのばらつきが

ある。また、シルバーもばらつきがある。

だけれども、日常生活のある一定の作業に

ついては、一定の額を定める必要があるの

ではないか、その具体に定めていくわけで

す。 

  で、御質問の全てが個人の負担になるの

かということですが、そういうことはあり

ません。そのことだけは今後その部会の中

で定まっていくのですけれども、全てが全

て個人に帰するというものではないという

ことだけは答弁させていただきます。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  まだ１年あるといえば１年あるんですけ

れども、これは対象者にどのように広報さ

れますか。それぞれに広報されますか。介

護要支援１・２を認定されている人、全て

の方に広報されますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  今後の対象者への広報のことでございま

すが、この総合事業につきましては、平成

２８年度の下半期、来年４月から実施、施

行ということでございますので、下半期か

ら住民周知を予定しておりまして、町の広

報紙やホームページはもちろんのこと、現

在サービスを利用されている方に個別に説

明を申し上げる、また住民に対する説明会

も予定しております。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 
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  また、要介護１・２の家事支援等も２０

１７年度からこの範疇に入ると１月２０日

に新聞報道がありました。要介護１・２の

方は４０２名です。こちらもまだ決定では

ないとは思うんですけどもしっかりと対応

していただきたいなと思っています。 

  続いて、国保診療所について伺います。 

  昨日も井川議員の質問にありましたし、

昨年から高尾議員が、先ほども高尾議員が

質問されていますので、確認をさせていた

だきたいなと思います。 

  東地区の住民のかかりつけ医になる病院

です。車のある方は西地区の医院に行くと

伺いましたが、みんながみんなそのように

できません。また午前中の西岡議員の質問

にもありましたけども、病気の人が東西バ

ス乗って行くとかいうことはないかもしれ

ないですけども、なんしか足がないんです、

東の方は。そして、現在は週２回午前中の

診療体制ということで、２月１０日の当初

予算の概略説明で国保診療所の会計が減額

されていて、その理由が診療日の減少との

ことです。最初から毎日診療はしないとい

うことを私たちに示されたようで大変残念

に思っています。東地区の住民ならなおさ

らだと思います。また財政健全化推進プラ

ンでは、民間委託や指定管理にとおっしゃ

いました。以前、副町長は池田医師会を通

じて、医師を探しているとの答弁も伺いま

した。お医者さんを探すのは本当に大変な

んでしょうが、厚生労働省は、かかりつけ

医の医療体制の構築を進めています。国保

診療所が東地区の住民のかかりつけ医にな

るのではないでしょうか。それが週２回の

診療で役目を果たされるのでしょうか。今

の体制は変えていくおつもりはないのです

か。 

○議長（岩城重義君） 

  不適切な言葉もあったので、訂正させて

もらいます。 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  前の質問でもそうでございましたが、早

ければ平成２９年度からお任せしたいとは

考えております。議員御指摘のように、東

地区の唯一の医療機関でございました。そ

んな中で私どもが進められるのは、今詳細

には申すことができませんけれども、医療

の世界では在宅医療と、みとりまで家でし

なさいというふうな非常なことかも、大阪

府の医療構想の中では、みとりも含めて在

宅医療みたいなことも書かれておりまして、

介護の世界ではあくまでも在宅介護と、施

設は抑制する方向というふうに、もう国の

方針が示されておりまして、そんな中で御

指摘のかかりつけ医の件でございますが、

そのときにいろんな選択肢はあるんだろう

と、今私申しわけないですが、ここで全て

を申し上げるわけにはいかないし、私が頭

の中にあることを全て申し上げて、それが

実現するかどうかも、私自信ありません。 

  したがいまして、この問題はさらに充実

されるのかどうかも含めまして、大きな検

討の課題になると思いますので、申しわけ

ないですが、充実するようには努力いたし

ます。それしか申し上げられません。失礼

いたします。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  私ね、介護保険について在宅介護とか今

さら言うのかなと、介護保険を始めたとき

に家でみられないからみんなで支えるとい

うのがコンセプトやったと思うんですね。

ここで言っても仕方がないので国会議員に

もまた言いたいと思いますけれど、ぜひ東

地区の住民が困らないようにしっかりと支
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えてあげてください。 

  そしたら最後の質問に参ります。 

  生涯学習についてです。 

  ユーベルホールについて。随分たくさん

の方が存続への署名をされました。私もそ

の１人です。そして町長の公約の中にユー

ベルホールは文化発信の拠点として活用と

掲げられておられます。ユーベルホールの

活用は貸館事業は順調のようですし、個人

で発表会なんかをされると、とても皆さん

楽しそうにやっておられます。しかし、町

主催の公演の入りが悪いのが大変気になり

ます。私は西公民館でチケットを売ってく

ださいと言ってもやらないでしょう。そし

てフィルハーモニック・ウインズ、オオサ

カンの公演のＰＲはＳＮＳでも配信されて

いますし、割とお客さんの入るロビーコン

サート、オオサカンでは昼下がりのコンサ

ートとおっしゃるんですが、しっかりとＰ

Ｒをされています。今度３月２７日にスリ

ーナインコンサートもあります。またフレ

ンズ会員を募集されて住民と大変よい関係

をつくっておられます。私もサインをもら

ったりしています。民間にもこうやってで

きることなんです。そこで、ユーベルホー

ルの支援にメイト会員を募集することを考

えられておられますか。自分はユーベルホ

ールの存続、支えているということの自覚

が出ると思うのですが、対策をお願いしま

す。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  議員の御指摘のメイト会員なんですけど

も、ユーベルに館長を置いた時点で、ユー

ベルホールのほうが活性化の案の一つとし

て、友の会というものを検討しております。

ただそれがまだ実現できていないんですけ

ども、友の会というものを一つの案の中で

検討を進めているということは、担当のほ

うから聞いております。 

  それともう一つなんですけど、やっぱり

ＰＲとかいろんな面で町のほうが、町の情

報を発信しようということで、「たんぽぽ

メール」の活用をいろいろと考えてくれて

おります。できたらその中にユーベルの情

報が欲しいという登録された方なんかには

流せるようなことを考えたりとか、たんぽ

ぽメールは個人の意志で登録されますので。

というようなことも考えればな、そういう

とこで情報が行き渡っていないとか、一生

懸命新聞折り込み入れたりチラシしたり、

学校で掲示したりとかいろんなことしてる

んですけども、ちょっとでも何か方法があ

ればなということは町のほうの御支援があ

りながら、今考えられるかなというふうに

思っております。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ユーベルホールのチケットなんですけど、

同じ生涯学習課の方が西公民館で働いてら

っしゃる、私も木曜日、お絵かきをしてい

るんですけども、出てきたときにチケット、

押し売りじゃないですけどね、売って貰っ

たら友達と一緒に行こうってその場で約束

して一緒に帰るんですよ。それがね、関西

芸術座公演で８５人でしたか、１００人ま

での公演だったですよね。子どものユーベ

ル寄席もそうでしたね。前の通路より前で

もそこでもいっぱいじゃないという状況は、

異常だと思うんですね。町主催の公演で。

ぜひしっかりと生涯学習課員の人、仕事し

てほしいなと思っているんですが、もう一

度答弁をお願いします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 



 

 3－83 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  それにつきましては、生涯学習課の担当

の課長等々十分また協議をして、できるこ

とを一つずつふやしていきたいなと思って

おります。よろしくお願いします。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  私もフライヤーを自分でラミネートして、

家の前に貼ってるんですね。だからそれぐ

らいの熱い思いでユーベルホールを支えて

ほしいなと思います。 

  そして作品展、豊能町展についてお尋ね

します。池田市、猪名川町、豊中市など美

術展に豊能町の方がたくさん絵画や写真な

どを出して入賞、入選をされています。私

もよく足を運んでいるんですが、豊能町も

以前何度か開催されていたと思います。今

はされていません。なぜやめてしまったの

ですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  私も聞きましたところ、もう２０年くら

い前になるんですけども、豊能町民展みた

いな形で、教員委員会が主催で作品を募集

して、そしてそれに賞をつけていたという

のは聞きました。それなくなった理由なん

ですが、やはりあの応募されてくる方が固

定されてしまって、意図である「広がり」

というものがなくなってきたというところ

で教育委員会として、中止というふうな判

断をされたようです。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ではその美術展は何回されましたか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  申しわけございません。把握しておりま

せん。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  池田市が５６回、猪名川町が１５回、豊

中市が６１回と、回を重ねるごとにその価

値が上がり、品位が出てくると思うんです。

今後、再開される予定はありませんか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  現在の方針は、文化展いう形ですかね。

今公民館を活用されている皆様が自主的に

とよのまつりを活用されまして、自分たち

の作品の展示とか、そういう催し物をされ

ておりまして、教育委員会としてそういう

地域の方の自主的な活動の応援という部分

で、今やってる文化展は継続して支援して

いきたいなと思っておるんですけども、総

称をつけて豊能町としてということは今の

ところ考えておりません。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  単なる展示会ではなく、芸術の権威とか

審査の場っていうことなんです。何回も同

じ人が応募してくるって、まだ５回もやっ

てないんじゃないんですか。そしたらね、

連続３回までとかね、その出品の条件をつ

けるとか、そういうことも考えてはいかが

ですか。 

○議長（岩城重義君） 
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  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今メモが届きました。回数は言われるよ

うに５回ほどしかできていないようでござ

います。その中で本当に５回の中で固定し

てしまったいうことでやめたようでござい

ます。今のところでは御指摘あるんですけ

ども、文化展等のとよのまつりのほうで、

皆さんが本当に鋭意努力されまして、本当

に賑やかにしていただいてますので、そち

らの支援というか、それを重点的にやって

まいりたいというふうな思いでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  全くやっていただけないのかなと思って、

豊能町の人は、いい作品ができたら池田に

出す、豊中に出す、猪名川に出す、よそへ

行って評価されるのかなととても寂しい答

弁でした。ちょっとこれから先、高齢者と

いっても、私も絵を描いてるんですけども、

いつまでたっても私が１番若い部員なんで

すけども、１番２０年くらいやってるんで

す。次々高齢者の方が入って来て、私より

すごい絵を描いて、池田展に出して入選さ

れているとかね。そのやる気、生きがいと

いうのをね、育むんだったら、こういうの

はとても大切だと思います。もう一度答弁

お願いします。 

○議長（岩城重義君） 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  先ほど私、教育のまち豊能の要件の中に

文化スポーツの基本方針がきちんとしてい

ることってお話しました。 

  教育指針の中には、文化行政の方針、本

物に触れようとかってなことが書いてある

んですけども、今おっしゃったようなこと

が教育のまち豊能としてのそういったこと

に、昇華、レベルが高くなってるかどうか

ことに関しては、そうではないというふう

に思って、そういうことへの教育のまち豊

能、文化のまちという観点からの御意見と

いいますか、御提案だったと思うんですね。

とてもいい話だと思います。町の方々がで

すね、絵を描いてそれを町が町長賞なんか

出したりして、それはすばらしいことだと

思います。それはあの、先ほど教育のまち

豊能という要件をつくっていく、形づくっ

ていくところで検討されることではないか

なと思うんですが、一方で現実的な問題と

してこの賞をつくったら何人のスタッフが

どれだけ仕事をしなくちゃいけないのかと、

予算がどれくらいか、いったようなものも

冷徹に考えなければならない時代でもあり

ます。つまりは、職員が少なくなっており

ますので、生涯学習課の職員は非常にいろ

んな行事等々含めて活発に動かざるを得な

い状況になっておりますので、そういう中

で方針は立てるんですが、そうした労務コ

ストを等々含めて、どういうふうにやって

いくのかを十分検討しなくちゃいけません

ので、お考えとしては承りたいと思います

が、それは町当局とも相談しながら、それ

が可能かどうかいうようなことについては、

よくよく考えさせてもらいたいと思います。 

○２番（管野英美子君） 

  終わります。ありがとうございます。 

○議長（岩城重義君） 

  以上で、新風会の一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は１７時３０分とします。 

（午後５時１６分 休憩） 

（午後５時３０分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  福岡議員。 
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○１１番（福岡邦彬君） 

  １１番・福岡邦彬でございます。議長の

許可を得たあと、登壇しなければならない

と発言の許可をいただきたいと思います。 

  しかしながら、登壇をということになっ

ておりますが、議長の許可があれば、議席

で発言することができると書いております

ので、議席で発言したいと思いますがお許

しいただけますか。 

○議長（岩城重義君） 

  許可いたします。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ありがとうございます。 

  先ほど川上議員の答弁の中で副町長の辞

任の説明を川上議員が求めたとき、町長は

これに対して答弁されました。地方自治法

１３２条の品位の保持の項を引用されまし

た。どこに目をつけているかと思いました

けど、川上さんにすぐに訂正を求めるよう

言ったんですけど、なかった、川上さんも

読む時間なかったかもしれませんが、これ

は議員に適用される品位の保持の条項です。

よう読んでみたかどうか知りませんけど、

この１３２条を持ち出すのは、議会の答弁

でいかがなものかと考え、取り消すなり再

度答弁をするなり、善処をお願いしたい。

これが私の主張で、発言でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  町長に申し上げますけども、私も誤った

解釈の条文の引用であったと思います。こ

れに対しまして、町長はどうされますか。

お答えを願います。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  調べまして、またその対応は考えさせて

いただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  なら、よろしくお願いいたします。 

  解釈はいろいろとあるさけ、また後日報

告していただきます。微妙なところやった

さかいに後日でいきます。 

  日程第２、第２号議案から第２１号議案

までを議題といたします 

  これに対する総括質疑を行います。 

  質疑の内容はそれぞれ各常任委員会及び

予算特別委員会に付託いたしますので、大

綱のみお願いをいたします。 

  なお、御承知ではございますが、質疑は

議題になっている事件に対して行われるも

のでありますから、現に議題になっていな

ければなりません。また、議題に関係のな

いことを聞くことができない、このように

規定されておりますので、その点十分御協

力いただきますようお願いを申し上げます。 

  はじめに、第２号議案から第１１号議案

及び２０号議案から２１号議案までの１２

件に対する質疑を行います。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  西岡です。 

  第６号議案、豊能町一般職の職員の給与

に関する条例制定、条例改正の件でありま

す。 

  これは、説明にもありましたように、い

わゆる人事院勧告による改正ということで

あります。一般質問でもいろんな議員から

も出てましたけども、非常に厳しい財政の

中で、なぜまたこの人事院勧告で、財政を

厳しくするのかな、要するにこの豊能町は、

自主財源が少ないという質問もさっき出て

おりました。自主財源の確保がない中で、

一番豊能町の財政の出る部分を占めている

のは、人件費であります。この人件費をそ

の削減するか、もしくは前向きに積極的に、

入るを量る、そういうふうなことをやらな

いでね、これはやっていくということはね、

いうたらタコの足みたいなもんで、自分で
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自分の足を食うてると、いう形になるわけ

です。私は何も給料を減らせとか、人を減

らせということだけを言っているんじゃな

いんですよ。だから皆さんがやっぱり高い

給料をとって、それでもなおかつ税収、自

主財源が確保できるようなことを、やっぱ

り皆で知恵を出して前向きに、長期にわた

って考えなあかんわけですよ。人勧で上げ

たから国から金入るわけじゃないんでしょ

う。だからみずから、我々一般の企業やっ

てますけど、みずから稼いだ金で誇りを持

って、もう十分自信を持ってやっぱり給料

をとってほしいと。 

  一般質問で言いました田尻町ありますな、

田尻町。あそこは唯一地方交付税とってな

い町です。ここはつぶれかけた町だったん

ですよ。ただ、町長がかわって、方向性を

変えて、職員も一丸となって、今は町の中

ではナンバーワンですわ。東京に次いで地

方交付税とってないのは田尻町のみですわ。

新聞にも載ってましたけど。だからこの件

は根本的に考えなあかんと思うんです。さ

っき言うたように、皆さんから出てるよう

に、町長の決断力と、何が何でもやるんだ

という、そういうリーダーシップがないと

あかんと思うんですけど、町長これに関し

て将来的にどういう方策でどういうふうに

やろうと思っておるんですか。それちょっ

と聞きたい。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  人勧の件でございます。これにつきまし

ては従前から西岡議員からおしかり、御指

摘をいただいたこともございます。本町に

おいては人勧尊重ということでやってきて

おりまして、これは官民比較をするという

ことで地方公務員法で定まっておるわけで

ございますけども、官民比較の方法がほか

にないということから、本町はこれまで人

事院勧告を尊重してまいりまして、上げる

ときは上げる、下げるときは下げる、両方

やってきたわけでございます。したがいま

してこれからも人事院の勧告は尊重してま

いりたいというふうには思っております。 

  また、人件費の削減でございますが、こ

れについても努力をさせていただいておる

つもりでございまして、独自のカット、

２％から７％のカットをやっておりますし、

また管理職手当のカットもしております。

それから人員の削減ということで、定年退

職、普通退職あっても退職者をそのまま補

充をするということなく、人件費の総額の

削減というものについても取り組んでおる

というつもりでございますので、その点御

理解を賜りたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  その人件費の、人員の削減に関しても、

今言われた退職しても雇わない、これはマ

イナス思考なんですよ。若い人を育てなこ

の町なくなりまっせ。今の人はよろしいが

な、それでやめたら。だけどその次の人ど

うするんですか。若い人を育てて将来に向

けて力をつけてやる。プラス発想でないと

だめですよ。人事院勧告を尊重するのもい

いでしょう。それは国に逆らったら入って

くるもんが入ってけえへん、それはあるで

しょう。でもそれとは別にやっていかなあ

かん。やっぱりやる気。だからさっき僕、

町長のリーダーシップの中で言いましたや

ろ。何が何でもやるという、そういう意気

込み、これ平成２３年度の３月２日に全員

協議会の資料出てますわ。その後、平成２

６年にも出てますけども、平成２６年に、
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今までは基金の取り崩しを行わないように

財政計画を立ててやっておったのに、すぐ

に平成２７年度に今度は逆のことを言って

る。基金の取り崩しを行うこととした。何

のためにこういう努力してきたのか。取り

崩しせんように５カ年計画でずっと頑張っ

てきたわけですよ、皆さん。翌年になった

らもう基金を取り崩さなあかんねんて、こ

れ何が原因ですか。そういう、やっぱりＰ

ＣＤＡもやりながら、どこが欠点なのか。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  ごめん。プラン、ドゥ、チェック、アク

ションか。それができてないわけでっしゃ

ろ。いろいろなあれつくりますわ、コンサ

ルに頼んで、何年計画。それのチェックが

できてない。残ったまま次へ行くわけです

わ。何ができなかったか、何をやって何が

できてなかった、できてなかった分を次に

乗せていかなあかんわけです。僕も１０年

計画メンバー入りましたよ。第４次。じゃ

あ第３次どうやったんかいう反省がなかっ

た。それを上乗せにして次の１０年いかな

あかんわけや。だから前向きにいかなあか

んですよ、これ。人事院勧告もそれはよろ

しいがな。去年なんかそうでしょう。人事

院勧告、何か三役までとってやるような、

そんなことをやっておって将来に向けてど

うするんですか、若い人のために。今我々

がここで踏ん張って将来のためにどうする

かいうことを町長考えなあかんですよ、あ

んた、でしょう。基本的なことをきちっと

やらなあかん。これ次、委員会に付託しま

すので、その辺も含めてきちっとやってほ

しいと思うんですけど。町長もうちょっと

自分の立場、さっきも出てましたけど、町

長として、田中じゃなくて町長としての責

任をやっていかなあかん。それとも基本的

な、協働協働言ってるけど、住民さんとの

協働、職員との協働、議員との協働もやら

なあかん。これちょっと今後どういう方向

で行くのかちょっと聞かせてください。 

○議長（岩城重義君） 

  一般質問と違いますので、総括質問で、

現に議題になっていることを質問いただき

ますようにお願いします。 

○１３番（西岡義克君） 

  だからこの、平成２６年から平成２７年

に基金を取り崩しせんようにやろういうた

んが取り崩しをすることになった原因は何

ですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  財政健全化推進プランにつきましては、

中長期的に基金に頼らない、借金に頼らな

い、そういう財政を構築していこうという

ようなことで、まずは最初の５年間取り組

むという計画でございまして、この５年間

において財政が健全化するなどということ

は全く思っておりません。平成２６年度ま

では基金は順調にふえてきたわけでござい

ますけども、平成２７年度以降基金が減っ

ていくというような傾向にあるのは先日御

報告したとおりでございます。これについ

ては特に義務費ですね。社会保障費、これ

が極端にふえてきていることと、特別会計

への支出もこれもふえてきているというこ

とで、削れる部分がほとんどなくなってき

たというのが実態でございます。一方で歳

入は町税も減っていくというようなことで、

これまでは地方交付税がそれなりにふえて

きて賄えてきたわけでございますけども、

御指摘のあるように地方交付税も今後国が

減らしていく可能性もある。そんな中で町

税も減る、地方交付税も減る、また臨時財

政対策債も減る、全て減るというようなこ
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とが想定される中で、今後とも健全財政の

ためには健全化プラン、これをやっていか

なければならないというふうに考えており

ます。そんな中でもやはり不足分は議員の

御指摘の基金、大事な貯金でございますけ

ども、これも使っていかざるを得ないとき

がやってきてしまったというようなところ

でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  平成２６年まで、この推計プランでずっ

といっておって、いけとったやん。平成２

７年になってからがたっと落ちてるわけ。

そういう中でさっきも、川上議員も今言う

たように、何でそんな時期に町長、職員に

人勧受けるんやと、よう言わんやん、あん

た。だからそういうことも含めて委員会で

きちっと議論してください。終わります。 

○議長（岩城重義君） 

  ほかにございませんか。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  １点だけ、委員会のほうでもいいんです

けど、第８号議案、平成２７年度豊能町一

般会計補正予算書の５ページ、繰越明許費

のところで、４日の日の説明で部長のほう

から、期日に間に合わなかったため繰り越

しますという説明しかありませんでした。

やはりそれぞれのところで、私が所属する

ところのはそこで聞きますけども、総務の

委員会のほうのところは、もともとの計画

はどうで、何が理由で今年度に間に合わな

かったから繰り越すのかというところの説

明なりをきちんとしていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ４日の提案説明の際に、私が全ての繰越

明許費、一つ一つの事業について年度内に

終わらないためというような言い方をいた

しましたが、当然常任委員会におきまして

は各課長からその理由も付して説明をする

ようにいたします。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  次に、第１２号議案から第１９号議案ま

での８件に対する質疑を行います。 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ５番・井川でございます。２点について

お伺いいたします。 

  一般会計予算書８５ページの子ども医療

費助成についてでございます。こちら本年

度予算として3,６８９万8,０００円で、前

年度は3,４６１万1,０００円ということで、

比較といたしまして２２８万7,０００円ふ

えているわけであります。こちらの要因を

教えていただきたいと思います。 

  それともう一つ、国民健康保険特別会計

診療所の国民健康保険のほうの予算なんで

すけれども、この説明資料のほうの２８ペ

ージの上の段、国民健康保険診療所事業で

ございます。一般質問の中でも行われてた

んですけれども、これ前年比の増減率とい

たしましてマイナス２8.４％になっており

ます。こちらはもちろん前年度開かれてい

た診療日数よりも減ったというのは理解で

きるんですけれども、一体この予算案とし

てどれぐらいの診療日数というか、週何日

でもいいですし、午前何々でもいいですけ

ど、を見込んでこの値段になっているのか

教えていただきたいと思います。 
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  以上２点でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  来年度のことです。 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  国保会計の件なんですが、平成２７年度

は医師の年給というか職員の給与を見込ん

でおりました。今年度は、今は、現時点で

は週２回ですけれども、来年度は週３回を

見込んだその分でございます。なので、そ

の差の多くは医師の給料かまたは医師の報

酬かということのその回数の差額でござい

ます。 

  先ほどの乳児医療のことでしたか、２０

０何がしの差額が出ておるけれど、乳幼児

医療の。これにつきましては医療費の伸び、

それから、それを主に見込んだ額でござい

ます。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  済みません。この予算書を読んでしまっ

たので本年度ということになってしまいま

したけど、要するに平成２８年度予算と平

成２７年度予算の比較ということで先ほど

お聞きしたらよかったんですね。失礼いた

しました。 

  そうなんです。２２８万7,０００円とい

うふうに今伺って、医療費の見込みで少し

ふやしとこうかなという感じなんですか。

でも、済みません。何か一般質問の中でも

平均を就学前であるとか、小学校や中学校

や高校ということで幾ら幾らと教えていた

だきましたよね。何かそれと結構見込みと、

結構甘い見込みというか、もうちょっとふ

えてるんじゃないかなという気がしたんで

すけど、これで大丈夫なんですね。ではこ

の数字、平成２８年度のでき上がってる数

字ですね。例えば先ほどのような感じで、

例えば就学前が何人ぐらい、幼稚園、小学

校それから中学校、高校で何人ぐらい見込

んでこの数字ができ上がっているのか教え

ていただけますか。 

  それと国保のほうなんですけれども、１

週間３回の診療を見込んでいるとおっしゃ

っていらっしゃいました。具体的な契約と

いうのは今からかもしれませんけれども、

例えば１週間３回というと午前中は３回な

のか、あるいは私が一般質問でお願いして

たような夜間診療も入れての１週間３回な

のか、そのあたりの見積もりはどうなって

いるのか教えていただけるとうれしいです。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  週３回というふうにお答えいたしました

が、それが午前の３回なのか午後を１回含

めた１回なのかはまだ交渉中でございます。

なので詳細にはお答えすることができませ

ん。 

  それと先ほどの予算の就学前、小学校、

中学校、高校についての詳細な見積もりに

ついては私、手元にデータを持っておりま

せん。申しわけございません。後ほどまた

報告させていただきます。 

（発言する者あり） 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  委員会で報告させていただきます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  第１３号議案の国民健康保険の件で、説

明書の２７ページなんですが、２０１５年
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度の末に保険者の支援制度で補助金が、財

政安定化事業繰入金いうのが入ってるはず

なんです。これが国の予算1,７００億円で

すが、豊能町にはどれだけ入ってきて、そ

れがどこに入っているかをお聞きしたいん

ですけど。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  申しわけございません。もう一度お願い

できないでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ２０１５年度ですね。昨年暮れに保険者

支援制度のもとで保険安定化、財政、財政

安定化の繰入金が国から入ってると思いま

す。そのお金がどこに入っているのかお聞

きしたいんです。 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後５時５７分 休憩） 

（午後５時５９分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  当初予算説明資料の２７ページの保険基

盤安定繰入金の１億1,４２７万円のうち3,

３８０万1,０００円が議員の言う国費でご

ざいます。 

  以上です。 

  そこに含まれておるということでござい

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  平成２７年度から差し引きすると今の言

われた額になってくる、増額になってるい

うことですね。この増額に対して補助金、

交付金ですか、これが能勢町であれば１人5,

０００円の保険料の引き下げなどに使われ

ているんですけれども、他市町でも5,００

０円、１人当たり5,０００円とか、そうい

うふうな引き下げに使われてるいうことで

すが、豊能町の場合はこの額に対してその

まましておられるということなんですけど

も、引き下げには全く使われないというこ

となんですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員御指摘の、能勢町の国保と比較され

ますけれども、能勢町は基金を所有してお

ります。ところが豊能町は基金はもう尽く

した上で保険料の増額といいますか、保険

料率の改正をお願いしてましたので、その

能勢町と比べて云々ということについては

私は詳細にお答えすることができません。

あくまでも能勢町は基金を持っておるので、

それを崩して能勢町の判断で保険料の抑制

を図っていることは考えられますけれども、

豊能町の場合は医療費が足りませんでした

ので料率の改正をお願いいたしました。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  よく承知しております。能勢町は大阪府

下でも１番か２番ぐらいの基金が積み立て

られているいうことで、多分そのように、

１人当たり6,０００円の引き下げになって

おります。豊能町は赤字なってたというこ

とと、基金がゼロになってるいうのは前年



 

 3－91 

度ぐらいからですか。団塊の世代の方たち

が入院されたりで医療費の赤字になったと

いうのがありましたね。そのことから全く

引き下げには使えないという、そういうこ

とだと思います。ただ、値上げされたいう

ことになっておりますので、今後この交付

金がまた何年か、３年ほど続くんじゃない

かと思うんですけれども、それは聞いてお

られませんか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  前にも申しましたが、平成３０年度から

都道府県化が行われますので、その間のお

話でございまして、３年後のことはちょっ

とわかりません。あくまでも都道府県化を

して広域化が進められておりますので、今

年度そして来年度、豊能町は自分の力で赤

字に陥らないような努力が必要だというこ

とでございます。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  ほかございませんか。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ４番・橋本です。予算説明資料の６ペー

ジ、７ページで、６ページの町政ＰＲ事業

に、ここに１、２、３、４項目掲げられて

るのと、７ページに地域活性化事業の２項

目が掲げられてます。この中で、ここにあ

る六つのうち外部に委託されるものがどれ

だけあるのかという点について、まず１点

お聞きします。 

  同じく説明資料の１８ページ、光風台駅

前エスカレーターの更新工事事業について

ですけども、これについての工期、特に着

工がいつで竣工の予定がいつかということ

についてお聞きしたいと思います。 

  次に１９ページの消防広域化事業ですけ

ども、これについては平成２８年度以降事

務委託するわけですけども、その委託され

た後の今後のフォローの体制と頻度、どの

ようにされていくのかということについて

お聞きしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  私からは町政ＰＲ事業と地域活性化事業

についてお答えいたします。また詳細につ

いては予算特別委員会でお示しをしたいと

思いますからよろしくお願いいたします。 

  委託するものはどれかということでござ

いましたが、町政４０周年記念事業、これ

は町勢要覧をつくるためのものでございま

すが、その町勢要覧の作成については委託

をいたします。それからふるさと寄附業務

支援委託事業でございますけども、これま

でふるさと寄附の業務は全て町職員直営で

やっておりましたが、さらにＰＲを図り、

ふるさと寄附をふやしていくというような

ことを狙いといたしまして、ふるさと寄附

の業務のうちの一部を委託をするというも

のでございます。 

  それから定住化促進事業のうち、シティ

プロモーションのプラン、この策定につい

ては委託をしてまいります。 

  私が今覚えておりますのは以上でござい

ます。間違っておりましたら予算特別委員

会でも訂正をしたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  高田消防長。 

○消防長（高田龍二君） 

  消防広域化事業に関しましては、所轄が
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今度は総務部のほうになりますので、総務

部のほうでフォローさせていただきます。 

  それから協定書の中でもうたっておりま

すけど、箕面市との調整につきましては年

１回定例的な調整会議を行いますので、今

のところ年１回の定例協議、必要に応じて

その都度開催するというふうにしておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  エスカレーターの更新でございますけど

も、一応、今、予定しておりますのは６月

の議会で何とか御承認をいただけ、契約の

ほうですね、御承認をいただけましたら、

それから工期的には１２カ月から１４カ月

を見込んでおりますので、早くとも５月の

末から来年の夏ぐらいになるのかなという

見込みでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今、内田部長から説明があった委託の件

については、また委員会で詳細やってもら

ったらええかなと思いますけど、ただ１点

申し上げておきたいのは、委託して丸投げ

みたいなことじゃなくて、やっぱり町の思

いとか、例えばこの４０周年記念事業やっ

たらこの要覧をつくるんであれば何をお知

らせすべきか、何を知りたいかいうような

ことも含めて、決して丸投げにならへんよ

うに。なかなか、これをつくろう思ったら

多分大変な作業なので、職員が取りかかり

というのは無理なのは十分わかってますけ

ど、その辺、思いとか魂が入ったものにぜ

ひともしていただきたいし、あとはこれを

紙ベースだけで配るとかじゃなくて、それ

をしっかりとウエブでも伝えられるような

形にしてもらうようにだけお願いしておき

たいと思います。 

  光風台駅前エスカレーター、６月に契約

の話が出てきますという話でしたけども、

この辺また委員会の中で議論していただい

たらいいと思いますけど、やっぱり僕は町

長がかわられるまで凍結すべきかなという

ふうに思ってますので、それは個人的な思

いとして伝えておきます。 

  あと、消防の広域化事業についてですけ

ども、これについては、今、総務部が対応

しますということ、それは組織上、町に残

るのは総務が対応するということなのでそ

れでいいんですが、気になったのは年１回、

適時ということでありましたけども、やっ

ぱりこれ当初は多分いろいろな意味で環境

というのが変わる可能性というのがありま

すし、やっぱり人的な話等々、特にこちら

に残られる方以上に箕面側にというか、職

場自体が豊能町の職場ではなくて箕面側の

現場に行かれる方も多々おられると思いま

すし、やっぱりその辺の人の話とか、悩み

等々も含めて、聞ける体制が要るんじゃな

いかというふうに特に思うんですが、その

点についてどのように考えておられるかお

聞きしたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まず委託の件でございます、丸投げはす

るなというようなことでございます。そん

なつもり全くございませんので。例えば要

覧でしたらマガジン形式にするとかカタロ

グ形式にするとかいろいろなケースがあり

ます。文面についても職員が書いていくよ

うなケースも多々あるでしょうし、コンサ

ルの意見も聞きながらやることもあるでし
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ょうし、そういうものについてはよりよい

ものにするようにしていきたいと思います

し、データで納品をしていただいて、ウエ

ブ、ホームページでも公開するということ

も当然してまいります。 

  それから消防の件でございますが、当然

初年度については問題も多々あろうかとい

うふうに思いますし、職員も不安がるとい

うようなこともあるでしょうけども、移籍

してしまったらもう箕面市の職員ではござ

いますが、その点口が出せるところは口を

出していきたいというふうに思っておりま

す。まめに協議はしたいというふうに思っ

ております。 

○議長（岩城重義君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今おっしゃっていただいたＰＲの件等々

についても、やっぱり多分要覧なんかでも、

今、時代が大分変わってきてるから昔なが

らの要覧みたいな、見るからに、こんな分

厚いやつとか、そういうのだけちょっと何

か避けたほうがええんちゃうかなと。今の

時代にマッチしたような、ぜひとも見ても

らえる。残すということも一つ必要やけど

も、やっぱり見てもらえるということに主

眼を置いてぜひともつくっていただきたい

なと思いますのでよろしくお願いします。

答弁は結構です。 

  あと消防の件についても、特に初年度に

ついては、当然箕面にお願いするわけやか

ら口出しできるとこというのはなかなか難

しいかもわからへんけど、やっぱりその悩

みを聞いてあげる等々についてはやっぱり

逆に言いやすい環境。それは箕面のほう行

ってもうたから豊能町に言うのはみたいな

ことにならへんような環境づくりとか、窓

口の整備とかいうようなことだけはぜひと

もお願いしたいなというふうに思いますの

でよろしくお願いします。 

  エスカレーターの件は別に結構です。 

○議長（岩城重義君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  総括質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  第１２号議案から第１９号議案までは、

６名の委員をもって構成する予算特別委員

会を設置し、また第２号議案から第１１号

議案及び第２０号議案から第２１号議案は、

お手元に配付いたしております付託表のと

おり、各常任委員会及び予算特別委員会に

それぞれ付託の上、審査することにいたし

たいと思います。 

  これに異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第２号議案から第２１号議案ま

では、お手元に配付いたしております付託

表のとおり、各常任委員会及び予算特別委

員会にそれぞれ付託の上、審査することに

決定しました。 

  ただいま設置いたしました予算特別委員

会の委員の選任については、委員会条例第

７条の規定により、予算特別委員会委員に 

  野村剛志議員 

  永谷幸弘議員 

  永並啓議員 

  福岡邦彬議員 

  西岡義克議員 

  川上勲議員 

  以上６名を指名いたしたいと思います。

これに異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  異議なしと認めます。 
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  よって、ただいま指名いたしました６名

の議員を予算特別委員会委員に選任するこ

とに決しました。 

  ただいま選任いたしました予算特別委員

会委員の互選により、委員長に福岡邦彬議

員、副委員長に永谷幸弘議員が選出されま

した。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。

次回は、３月２４日午後１時より会議を開

きます。 

  どうもお疲れさんでございました。 

 

散会 午後６時１３分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第 ２号議案 豊能町行政不服審査に関する条例制定の件 

第 ３号議案 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 

       制定の件 

第 ４号議案 人事行政の運営等の状況の公表に関する条例及び職員の勤 

       務時間、休日、休暇等に関する条例改正の件 

第 ５号議案 豊能町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に 

       関する条例改正の件 

第 ６号議案 豊能町一般職の職員の給与に関する条例等改正の件 

第 ７号議案 豊能町国民健康保険税条例改正の件 

第 ８号議案 平成２７年度豊能町一般会計補正予算の件 

第 ９号議案 平成２７年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第１０号議案 平成２７年度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算の件 

第１１号議案 平成２７年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第１２号議案 平成２８年度豊能町一般会計予算の件 

第１３号議案 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の 

       件 

第１４号議案 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       予算の件 

第１５号議案 平成２８年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

第１６号議案 平成２８年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件 

第１７号議案 平成２８年度豊能町下水道事業特別会計予算の件 

第１８号議案 平成２８年度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件 

第１９号議案 平成２８年度豊能町水道事業会計予算の件 

第２０号議案 豊能町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定 

       める条例改正の件 

第２１号議案 豊能町消防団員等公務災害補償条例改正の件 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員       ３番 

 

        同    ４番 

 

 

 

 


